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1. 沿革と概要

1. 沿革

当生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設置法に悲き，

生産に関する技術的諸問題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行

うことを目的として同日付で千葉県千葉市に設置された．

設立当初は部門数 15であったが，昭和 25年度に 10部門を，同 26年

度に 10部門を，同 32年度に 1部門を増加して，現在 36部門となってい

る．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような咆門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼重寛九郎，星合正治，谷 安正に続いて，昭和 33

年 4月より福田武雄が就任する．

第 1部（甚 礎）ー一応用数学・応用光学・ 音密工学・ 固態材料学・

流体物理学・応用電子学・放射線工学・ 材料カ

• 応用弾性学

第2部（機械・船舶）一ー機械力学・ 機構学・伝熱工学・熱原動機学・流

体機械学・化学機械学・ 切削工作学・非切削工

作学・精密加工学・ 溶接工学・板金及船体構造

・船体運動学

第 3 部（電カ・通信）ー~電気回路学・電力機番学・電力工学・電力制御

• 電子管工学・通信機器学・超短波工学・

応用電子工学

第 4部（化学・ 冶金）一—ー無機工業化学・工業電気化学及工業光化学・有

機工業化学第一・有機工業化学第二•有機工業

化学第三・化学工学・無機工業分析学・有機工

業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金属製錬工学・

金属加工学・金属材料学

第 5 部（土木・建築）—-土質工学・土木構造学・交通路工学・水工学·

測量学・建築構造学・建築環境学・建築装備学

・建築生産学・建築配置及機能学・生産技術史
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2. 研究所の位置。敷地。建物・配置図

A. 位置

千葉市弥生町1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前．京成電車黒砂駅下車東北へ 300m.

B. 敷地・建物（坪数）・配置図c凸版）
敷地総坪数約 148,955坪

区 分 主な施設または棟数

中 央 本館，講堂，中央講義室， ft堂，不燃書庫等
第 1部 5.5 棟

第 2部 8.5 棟

第 3部 3.5 棟

第 4部 11. 棟

第 5部 8. 椋

試作工場 2.5 棟

宿 企に 12. 棟

合 計

建

1, 4913 

1, 424_9 2, 0606 

7273 1,096 8 

1,367 6 2,140 3 

1,439 0 2 6660 

3616 431,6 

2570 2570 

7, 

この外，構内には研究上試作した軽金属住宅一棟があり，建物に関する諸

条件を測定している．建物は＇軽最不燃書庫，特殊吹精実験室を除き，殆どが

木造建物であったが，国立大学整備計画に基き，千葉大学の整備計画と相侯

って，当研究所は 30年度より新営計圃が施行されることとなり，構内南門

前に 30, 31年に鉄筋軽量コンクリート造 3階建 803坪が完成し，第 5研

究部が使用している．なお試作工場として鉄骨造平家建 144坪（付幣設備を

含まず）の新営が， 文部省直轄で完成しており， 続いて第2研究部実験室

200坪，第 5研究部実験室 200坪が新営予定になっている．千聴大学に対す

る引渡計画に基き，現在，西 5,6,8号館は既に空家となっており，千葉大学に

おいて建物を整備中である．

c. 各建物と主な用途

建物名 1構造延坪数］所属部 I 主 な 用 途

本 館木造 58!~11 事務部所長室，会議室，中央事務室，図書室，電
• 二階建 話機械室，・交換室

購 堂棗贔 28p. 7, II 購堂，写真室，徴分解析機室

査 堂 // 181. 31 // 食堂，医務室，厚生施設
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経鼠不燃書庫

放射線実験室，応用物性論研究室

冶金工場（解，圧延，引抜，工作）

所員室，非鉄金属製陳研究室，合金及金屈
加工研究室，金属試験室，油脂化学研究室

所員室，粉末冶金研究室，鉄銅製錬研究室，
アイソトープ研究室，有機合成研究室

所貝宝，化学工学研究室

第4部事務室，会議室，図因室，講義室

所貝室，無機化学研究室，写真及電気化学
研究室，石油什学研究室，染料研究室，糖化
及発酵研究室，元素分析室，蓄電池室（付属）

所員室，無機工業分折研究宝，有機工業分
折研究室，有核合成研究室，タール研究室，
徴鼠合成研究宝，製氷室

露気化学研究宝，応用化学工場

所員室，梱化発酵試験工場，硫黄製錬実験
工場

鉄銅製練（特殊吹籾）研究室

トルクコンバータ研究室，熟工学研究室，
写真研究室，鋳造研究宝

自動車及内燃根関研究室，直流電源室，工
作室

第3部事務室，所員室，叶器室，会議室，
図書室，計番絞正室

マイクロ波研究室，電子叶冥器研究室，枯；
周波研究室，圧電気研究室，真空管試作室，
超音波研究室，屯気制御研究室，航空電子
工学研究室， トランジスタ研究室，パJレス
回路研究室

受屯所，高電圧研究室，模型送屯線研究室

屯気機械研究室， トランジスタ試作室，洛f
接研究室，工作室
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作
場

コンクリート実験室，水理学実験室，土木
構造学実験室

環境研究室，音密研究室

建築材料実験室，構造実験室

建築実験工作室，材料置場

ロケット研究室

所員室，会議室，図書分室（機械），測定室

風洞実験室，気体力学実験室，応用力学研
究室，工作室

自動制御研究室，機械力学研究室，工作機
械研究室，塑性加工研究室

第2部事務室，所員室，電子顕徽鏡室，
接及船体構造研究室，図書分室（籾密），
議室，製図室

溶
会

事務室，機械工場

自動制御研究室，高速度写真研究室，梢密
加工研究室

所員室，図書分室（船舶），試作工場（木工
場及設計室）

所員室，水槽実験室

所内水道給水源

事務室，所員室，会議室，図書室，コンク
リート研究室，構造研究室，水理研究室，
土質研究室，交通研究室，写真測旦室，音
孵研究室，木工室，金工室

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は構内 2ヶ所におのおの 178m, 133mさく井を行い，ボアホール・

ポンプにより汲み上げ，全施設に自家給水している．給水景月平均 20,CCCm3 

で，停電時には県営水道に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と自家用の契約をし， 500kWの設備を持つ受

電所で受けて自動電圧調整器で電圧調整を行った上各ブロックの変圧器でそ

れぞれの用途により変圧送電している．電力消費量は月平均 47,OOOkHW. 

ガスは東京瓦斯株式会社と契約し，構内に設けられたガスホールダ（容積

150mりを通じて供給している．ガス消費量は月平均約 12,000m3. 
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東京大学生産技術研究所配置図

京成躍鉄 主京成千批



電話は千葉局に 9回線加入し，私設交換機は自動式A型で， 400回線の容

もち，付属する手動中継台は局線20回線，内線200回線の容最がある．

2. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発達径路の関係上，必ずしも相互に

密接に連絡されていたとはいいがたい．この欠陥に鑑み，当研究所は，生産

に関する技術的諸問題の科学的総合研究に重点をおき，研究成果の実用化試

験を行うことによって，工学と工業とを結びつけ，わが国工業生産技術の水

準を高め，延いては世界文化の進展に寄与しようとするものである．このた

め生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知って，適切な研究計

画を立てると共に，現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な

解決を図ることを重要な使命としている．

当所の研究員は，それぞれ自己の属する専門分野の進歩発達のために研究

を進めているが，研究所としても或る具体的な問題を採り上げたり，あるい

は適当と認める外部からの研究委託を引受けたりする．これらは問題によっ

て関係のあるいくつかの専門分野の人々で，研究班を組織するしくみになっ

ている．当所がほとんど工学全体にわたる専門分野を有すなのは，このよう

な総合研究態勢が最も好ましい方法であり，そのためには多くの専門分野を

必要とするからである．

基礎研究の成果が打出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から

工業生産化への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組織に移して中

間規模の試作または試験をも行っている．

今までの経験によると多くの受託研究は，これを担当した研究者に対して

直接に或いは間接に研究上多くの利益を与えている． しかし受託研究を引受

ける限度は，当所の自主的計画をさまたげない範囲で行いまた短期間に結

果を求める目先のことばかりに力を注ぐことになってはならないことはいう

までもない．

以上のように工学の広い分野を備えて総合研究を行い，中間試験研究に前

進し，産業界と連契して受託研究を行う態勢にあることは，当研究所の特色

である．

5 



行政組織は，後章に記す通り，所内に，教授会，教授総会の外，所長の諮

問機関としての常務委員会を設け，また各種の専門委員会を設置して事務部

を指導し，助言を与えている．

その他に，家際の生産現場と提携し，生産技術の実態を把捏して，研究の

使命を達成しようとするための機関がある．すなわち，本学内の学部・研究

所と当所との連絡を図るために設けた生産技術研究所商議会， 航空研究所

(33.4. 1創設，元理工研が主体） と当所との協力体制を進めるための航研• 生研連

絡会議および学外の学識経験者による生産技術研究所協議会の三つがあ

る・協議会は現在産業界や各庁研究機関の代表的技術者36名によって組織さ

れ，年2回の定例協議会の外，必要に応じ，臨時に専門部会をも開催して，

当研究所の研究方針や産業界との連絡の諸問題を協議し効果を挙げている．

2. 昭和32年度の研究の現状

A. 中間試験研究•特別研究

中間試験研究は，基礎研究の完成したもので，生産に移すために中間規模

の試験研究を必要とするものについて行う研究である．昭和 25年度より実

施し，その研究題目は，毎年選定することになっている． しかし研究の内容

によっては， 2年以上にわたって継続実施されるものもある．

特別研究は，上記中間試験研究以外の研究で，基礎研究のうち，特に研究

業績が顕著であり， しかも完成が近く期待される段階にある研究であって前

記と同様に，その研究題目は，毎年選定することになっている．

1. 高密度中性子線束発生装置の試作研究

主任 教授 谷 安 正

” 藤高周平

” 色貞文

助教授 末岡清市

” 加藤正夫

” 富永五郎
助手 鈴木寛文

比較的低コストで密度の高い中性子バルスビームを発生する装置を試作中
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である．従来の荷電粒子加速器は， ィオン源よりイオンビームを引き出して

加速するのでターゲット電流はたかだか数mAにすぎないが，この装置では

大型のイオン源をつくり， この中に強力なプラズマ放電をおこさせ， このプ

ラズマシースの近くにおいたターゲット（こ 10-ssec以下の高電圧パ）レスを

かけることによって，プラズマ内イオンを加速するので，瞬間ターゲット

流は従来のものに比して 104~107 倍大きい． このため中性子源として各種

の実験に用いられると同時に，熱核反応にとってきわめて大切な 5~50keV

程度の核反応のデータ，およびプラズマ：こ関する各種の基礎データが得られ

つつある．

2. 電気的超高速度シャッタの研究

助教授 植村恒

瞬間写真撮影用超高速度シャックとして， Faraday効呆， Kerr効果を利

用した電気的シャッタが使用されるが，爆発現象等の発光性の超高速度現象

の解析にはこの方式が適切であるので， 32年度は， Faraday効果利用のシ

ャッタを試作し，マイクロ秒程度の露出を得た．またシャッタの電気的特性

を測定する装置を整備し，写真撮影結果との比較検討を行つた．

3. 電気計測器の試作ならびに較正設備（継続）

教授 星合正治

第3部教官ー同

所内における電気的測定装置の試験，検定からさらに修理や各種電子機器

の設計，製作などの仕事を行い得ることを目標に，第 3部内に計器較正設備

を整備しつつある．昭和 28.31年度および昭和 32年度の 3年次にわたっ

て特別の研究費の配分を受けて整備を行い，所期の目的を果すに必要な一応

の設備が整えられた．

昭和 32年度においては，精密直流電位差計，精密ホイートストン・ブリ

ッジ，標準電力計，シェリング・ブリッジおよびその付属装置，時計旋盤お

よびボール盤，捲線機などを設置した．本年度からは既設の設備と併せて共

通施設に選定され，所内各部の利用も盛になりつつある．

4. 高速度パルス回路の応用に関する研究

教授森脇義雄

fl 一色貞文

教授藤高周平

II 高木 昇
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助教授富永五郎 助教授野村民也

！， 渡辺 勝 ／， 加藤正夫

” 大島康次郎
放射線のエネルギ分布を測定するのに必要なパJレス波高分析器の中で掃引

式単ーチャネル型波高分析器の各部について研究を行い，設計資料をまとめ

ることができた．特に出力表示部に新しい方式を考案し，測定に要する時間

を著しく短縮することに成功した．

待時式交換回路の等価回路では，多数の待合せ装置を有するものについて

実験を行い，ほぼ理論と一致する結果を得た・

工作機械の数値制御については，チタン酸バリウムバイモルフを利用した

クリスタルクラッチの組合せによる高速度軸位置変換器試作のための基礎的

実験を行った．

5. 高周波フェライトの研究

教授 斎藤成文

” 色貞文

助教授 松下 雄

” 尾上守夫

” 黒川兼行
フェライトは，従来中間周波トランス用コア，電気計多財機素子用として比

較的低周波帯に使用されていると同時に，マイクロ波ジャイレータとして超

高周波帯に広く用いられている． したがってこの両帯域におけるフェライト

の電気的特性は，各方面で実測され既知となっているが， この両者の中間

である数百Mcより 2,OOOMcの範囲に渉ってはほとんど知られていない．

しかるに近時この楷域内でのフェライトの利用が望まれると共に， フェライ

ト自身の共振点もこの帯域内にあり， この帯域内での連続周波数スペクトラ

ム特性が現在フェライト研究の一つの課題となっている．本年度はこの点に

着目し，同軸系に試料を挿入し，インピーダンスの測定より特殊図式を用い

ることによりフェライトの電気的特性を求める方式を考案した．国内メーカ

より各種試料の供給をうけ，上記周波数帯内で連続周波数スペクトラムを求

め，共振点の存在その変化等を求めることに成功した・

6. 超音波液面計の研究（継続）

助教授丹羽 登
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1956年度に引続き，超音波を使って種々の工業計測を行う研究の一つとし

て超音波液面計の研究，試作を行った．超音波インパルスを使つて液面の高

さを遠方に電流計で指示させるだけでなく，ディジタルに，計数指示を行わ

せる方式を研究した．

なお，昨年度研究した超音波流量計の改良，実用化への研究も行った．

1. 自記式分光計の試作および応用の研究

教授高橋武雄

近時化学ならびに化学工業の研究において紫外線吸収または可視吸収曲線

の測定は極めて主要なる方法となってきた． しかし手動式プロット法による

ときは手数が極めて煩雑であるため，現在当研究室にある BeckmanDU型

分光光度計の自記化の研究を行ったものである．光源よりの光束を複光束に

分け，おのおのを試料および標準物質中を透過させ，一枚の光載機によって

搬送周波数と変調周波数とを同時に発生させた後検出器に集め，その交流信

号を交流培幅し，さらに同期整流して自動平衡型記録装置に記録する．

8. 連続吸着による石油中のベンゼン類の分離に関する研究

教授福田義民

研究員 河添邦太朗

趙容達

シリカゲルの多段流動層を使用して石油の各種の直溜溜分あるいは改質溜

分からベンゼン， 卜）レエン，キシレン等の芳香族炭化水素を吸着分離する試

験プラントを設翫し，目下ベンゼンとシクロヘキサンとの混合液を原料とし

てその分離を行い，吸着塔，ストリッパ，蒸溜脱着塔等プラントの各装置に

ついて性能の検討を行っている．

9. テロメリゼーションに関する研究（継続）

教授浅原照三

助手高木行雄

研究員 宮崎智雄

四塩化炭素を telogen, エチレンを taxogenとするテロメリゼーションを

昨年に引続き行った．反応開始剤として，アゾ・ビスイソプチロニトリルを

用いた．これは過酸化ベンゾイルに比較して分解温度が低いため，四塩化炭

， 



素に対する連鎖移動定数が低く，混在する微量酸素の影響を受けることも少

ないこれにより高収率で CCl3(C2H4),,Clの形のテロマを合成することが

できた.n=2--3のテロマが製品の大部分を占めた．本年は昨年度の高圧反

応装置を改良し，半連続式高圧装置を完成し， 100気圧以上の高圧でテロマ

の製造を行っている． 得られたテロマから二塩基酸および (Vーアミノ・カル

ボン酸が高収率で得られるが，なおその収率の向上をはかっている．

10. 軽量不燃構造の防火力増強に関する研究

教授星野昌一

技官田村直

各種の防火的新構造に対して，一定の火災条件の焔および輻射を加えて，

その必要被覆厚，取付方法，下地および裏面断熱材等のエ法を明らかにし，

基準法改正に伴う種々の新工法の出現に対して可否の判定を下すべき資料を

この研究によって明らかにしようとするものである．

11. 測量用基準点測定装置

教授丸安隆和

従来行ってきた地上写真測羅は地形図作成など無限遠を対象にしてきたが，

最近，近距離におげる撮影およびその図化測定の必要が起った．たとえば，模

型の線図化，古文化財の測定，水理模型実験の測定などである． これらの測

定を行うために，特に設計した小型図化機および付属写真機を作製し， これ

゜らの目的を果すようにしたものである．

12. 標準型気密鋼製サッシュの試作

助教授 勝田高司

II 池辺陽

これまでに行ってきた原寸供試体による各種銅製建具（サッシュ）の気密

度試験結果に基き，また建築物の形状寸法に関する研究より，形状および構

造に関し標準型の気密鋼製サッシュを設計，試作し，その気密，水密性能に関

して試験を行っている． とくに本年度においては，両仕舞に関する性能試験

を行うため，ポンプによつて水を供試体面にスプレーする装誼を完備し，水

器と風圧が共存するときの両仕舞性能に関して検討をしている．
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13. 床版試験機の試作研究（継続）

任 教授福田武雄

” 星埜 和

助教授 三木五三郎

” 久保炭三郎
平而的に移動できる載荷装置をもち，かつ大きい荷重 (200ton)で試験で

きる床版試験機を計圃，設計した．この試験機によって床版，舗装版および

立体構造物の実物に近い強度のものについて試験することが可能になり，特

に舗装版の試験の場合は基礎地盤に悪い影密を与えることなく強度試験を行

うことができる．これ等の実験によって銅床版，鋼グリッド床などの平面構

造物の曲げ捩り強度試験を行うことができ，構造物の実体が究明され，設肝

法の改良に資すほか，路盤の支持力理論の確立，合理的設計がでぎる．

昭和 30年度は試験機の設計および付属測定設備の整備を終了し， 31年度

に試験機 1台 (100ton)の製作，さらに 32年度に残り 1台と試験機全体の

基礎の施工を完了する予定であったが，基礎の部分のみは事情により来年度

に完了することになった．

B. 総合研究

1. 観測ロケットの研究 (SR研究班）

教授星合正治

／， 高木 昇（幹事）

II 沢井善三郎

” 橘 藤雄

II 丸安隆和

！， 福田義民

II 斎藤成文

助教授野村民也

” 池辺 陽

II 末岡清市

II 山田嘉昭

II 武藤義一

教授池田 健（幹事）

II 糸川英夫（幹事）

” 玉木章夫
II 平尾 収

” 坪井善勝
II 浅原照三

助教授植村恒義

II 勝田高司

II 森大吉郎

II 丹羽

” 
” 

富永五郎

安藤良夫

昭和 28年 12月結成された AVSA研究班は当面の問題として，
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32年 7月より始まる第3回国際地球観測年に使用される観測ロケットを完成

させる任務をもったために，当分の間活動を休止し，この間， SR班を新た

に組織して観測ロケットの完成に全力を傾注しつつある．

昭和 30年度の 4月より 8月までペンシル・ロケットのテスト， 8月より

11月までには全長約 lmのベビー S,TおよびR型の飛しょう試験を行っ

た．次いで昭和 31年度は， 9月には 128J -S型カッパ・ロケットのテス

トを行い， 12月にはテレメータおよびレーダ装置をもつたTおよびTR型の

飛しょう実験を行い所期の成果を収めた．

昭和 32年度においては，まず昭和 31年度で研究を終了したカッパ 128

J-Tに 220B型プースタをつけた 2段式ロケットの研究を開始し， 32年

1月24日K-JI型の名で 128Jダミーに 220Bをつけたロケットで 220Bの飛

しょう試験を行い，続いて 32年 5月2日12SJ -Tに 220Bをつけた初の 2

段式ロケット K-I[-1をテストした． その結果により改良された 2号機K-

I[-2は33年 6月22円，初の夜間飛しよう試験を行いさらにこの結果を加え

て改修された 3号機K-I[-3を33年 7月26日夜間テストを行い，これでK-I[

型の研究を終了した．引続き同一メインロケットに大型プースタ330Bをつけ

たK-IV型のテストが33年 9月20口および22日の両日にわたり宇宙線観測器

を搭載して行われた． その結果宇宙線は高度 12kmまで測定されたが，ぁ

とは観測が困難になった． この原因を研究の結果メインロケットとして新た

にK-122-Sの研究を開始し， 32年12月23日， S-1号， 33年2月10日， 122-

S-2のテストを行い終了した. 33年 3月6門および7日には新型アンテナの

テストを同じK-122-S 2機を用いて行い所期の成果を得た．

昭和 33年度においてはメインロケットとして K-122-Sをさらに性能向

上した 150型および330プースタを改修した250型を試作し， これらを総合

して I.G. Y. 観測を本格的に行う計画である．

2. 放射性同位元素の工業への応用

委員長教授谷 安正 助教授加藤正夫（幹事）

委員 ” 星合正治 教授藤高周平

” 高木 昇 ” 福田義民

” 菊池 ” 永井芳男

” 一色貞文 助教授松下幸雄

助教授安達芳夫 研究員武谷清昭

本年度行った研究は次の通りである．
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1. ラジオオートグラフ用乾板の研究（継続） （菊池）

2. Co60を用いたラジオグラフィーの研究（継続） （一色）

3. ラジオオートグラフの金属学への応用（継続） （加藤・小林）

4. 海底漂砂追跡に関する実験（継続） （加藤・小林• 佐々木）

5. Tm110を用いたラジオグラフィーの研究（継続） （加藤）

6. 摩耗研究へのRIの応用（加藤）

7. 小型溶鉱炉へのRIの応用（継続） （金森・加藤）

8. その他

4, 応力測定技術の研究

班長 元教授 竹中二郎

幹

班員

教授 池 田 健

” 岡本舜
助教授 大井光四郎

” 山田嘉昭
II 森 大吉郎

所外 30名

応力測定技術を急速に向上させ，優秀な応力測定機器を試作，実用化させ

る目的で，広い分野にわたる多数の研究者が協力して研究を行っている．研

究内容は抵抗線歪計，容墨型歪計その他各種歪計，光弾性，応力塗料，振動

測定，相似法，各種の電気計窮機等の多種多様であって，その成果はこれま

で逐次まとめて発表されている．

5. 構造物の設計霙度に関する研究

代表者

協力研究員

” 

教授岡本舜三

助教授 三木五三郎

II 久保炭三郎

所外 6 名

土木構造物の振幅大なる振動時の性情を研究し，その設計震度を定むるに

必要な資料を得，これに基いて設計震度を論じようとするもので，実在構造

物の大振幅振動試験を主として行っている． （科学研究費）

1. ドラム式超高速度カメラの研究

代表者 助教授 植村恒義
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教授平尾収

助教授 水町長生

燃焼，爆発，破壊現象等の超高速度現象の解析に必要な新型ドラム式超高

速度カメラを研究試作し，分担者の要望する燃焼，爆発現象の解析究明を目

的とする．代表者の従来製作した I, JI, I[型超高速度カメラを基礎とし

て， さらに改良を加え，撮影速度，光学系の明るさ等の性能に著しい向上を

示す IV型カメラは，毎秒 10-30万駒の撮影速度を有するもので， 31年度

に設計完了， 光学系部分の製作を終え， 32年度は駆動部分， フィ Jレムドラ

ム，反射鏡等を製作し，一応完成し，試験撮影を行った．（科学試験研究費）

a. 自動車の運動性能の研究
教授平尾収

” 亘理
助教授 大島康次郎

研究員 菊池英一

外 1 名

自動車試験用回転ドラム上にて自動車に正弦波状の操航を与え，それに対

する自動車の応答を 16mm撮影機により記録して理論的解析の結果と対比

し，自動車の運動性能に影孵をおよぼす諸因子の検討を行い懸架機構，操

縦機構の設計のための資料を得るための研究を行っている・ また試験台にお

ける結果と実際の路面における現象との関係を明らかにするために自働操縦

装置の試作を行っているまた模型による実験も進めている．

9. 倣い削リ装置の性能向上に関る研究

教授竹中規雄

II 亘理厚

助教授 大島康次郎

研究員野本 明

液圧式倣い削り装置に空気式前段増幅を付加する方式および電子，電気式

手段を組み合わせる方式の試作を行い，その実験的研究を実施している．

10. 合金接合トランジスタの製法の試験法

主任 教授高木 昇

14 



分担 助教授今岡 稔

！， 安達芳夫

” 尾上守夫
品質均ーにして特性良好な合金接合ゲルマニウム・トランジスタの量産に

資する目的をもって，酸化ゲルマニウムの還元，ゲルマニウムのゾーン緒製，

単結晶生成，薄片作成，ェッチング， コレクタおよびエミッタ接合の製作，

尊入線取付け，真空封入，完成品の試験の各段階の方式確立，測定法の改善

に努めてきた・

本年度行った主な研究は次の通り．

(1) エッチングおよび雰囲気（真空• 水蒸気・アルコール）のトランジス

タ特性におよぼす影櫻

(2) トランジスタ定数測定法の改良

(3) 小振幅アドミタンス変調の研究

(4-) トランジスタのパルス試験法，特にスイッチング時間の研究

11. エクスパンダー加工法の研究

主任 教授鈴木 弘

助教授 大井光四郎

／， 山田嘉昭

研究員 広瀬洋太郎

所外 18 名

資材を板に固定し，かつ気密を保たせるための最適エクスバンダ加工条件

を明らかにしようとするものであって，ェクスパンダ加工に影密する諸要素

（形状• 寸法・物性）を広範囲に変化して実験的研究を行うとともに，塑弾

性問題としての解析的研究を行い，ェクスパンダ加工の機構を研究し，さら

に作業規準の確立も併せて目的としている．

12. トルクコンバータ式伸線機の実用化研究

鈴木弘

石原智男

橋爪伸

所外 11 名

逆張カストレートライン型連続伸線機の駆働に，交流モータと 1、Jレクコン

バータを組み合わせて使用して，従来の直流モータ駆動の方式に比べて， tまる

主任 授

授教

教

助

技
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かに価額の安い（半額程度）高級伸線機を実現し，さらに本機を活用して線

材の品質向上をはかろうとするものである．

13. 製版用硬調乳剤製造に関する研究

主任

永忠司

所外 7 名

写真製版には非常に硬調な写真乳剤が必要である．外国にはすでに相当よ

い製品があるが，日本ではまだ処方等発表されていないので，本研究班にお

いて乳剤処方，現像処方などを分担研究している．

授

手
教

助

菊池真

14. 脂肪酸ビニルエステルの合成ならびにビニル化合物との共重合

浅原照三

永井芳男

所外 4 名

高級脂肪酸の高度利用の一環として脂肪酸ビニJレの合成研究を行い，併せ

て内部可塑剤としての性能を検討した．脂肪酸ビニJレエステルの合成法とし

ては，アセチレンからの直接合成法，酢酸ビニJレと脂肪酸とのエステル交換

法を検討し，エステル交換法の優れていることを認めた・ この脂肪酸ビニJレ

エステルと酢酸ビニJレ，アクリロニトリ Jレの共重合を行い， その monomer

reactivity ratioを決定し， 最適条件における共重合体の物理性状を測定し

た．また aースルホ脂肪酸を合成し， そのビニJレエステル， アリ JレエステJレ

を合成し，それらの重合物の性状を検討した・

任

担

主

分

授授

教教

15. 向流多段流動層方式による連続イオン交換装置の試作研究

研究代表者 教授 山 本 吋.!,も口

分 任 助教授 山辺武郎

” 武藤義
技官 丸 山 隆

昨年に引続き，径 12cm4段の連続イオン交換装置を使用して，装置の構造

検討，流動状態の改善，ステージ効率の決定などについて研究しているほか，

移動床方式の再生装置を付置し総合試験に着手した． （科学試験研究費）
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16. 連続分析装置の試作研究

研究代表者 教授 高橋武雄

外 6 名

工業分析において広く用、いられている滴定法を迅速，正確かつ連続的に行

うために，電子管計測技術を応用して自動的に操作するところの連続分析装

置の試作を行っている．さきに種々の自動滴定装置の研究を行ってきたので，

引続き電鼠滴定法を応用した自動電曼滴定による連続分析装置の試作研究を

続行中である．この装置では，一定流速の被験液中の指示電極の電位を交流

変換を行い，次いで交流増幅し，整流して直流を得て，それを一定流速の電

解質溶液の通過する電解セルの両電極に加えて電解し，そのいずれか一方の

極に生ずる電解液を被験液に混合して反応を行わせ，電位差滴定を行って常

に一定電位差を示すように，電解電流を自動的に調節して，被験液の成分涙

度を，その電解電流値として電子管式平衡記録計に指示記録させる．

（科学試験研究費）

17. 溶鉱炉湯溜吹精による粗悪原料処理に関する研究

教授 森九郎

助教授 松下幸雄

助手 館 充

” 中根千富
1957年度には 1トン試験溶鉱炉の操業を 2回（延 60日）実施した・

第1回目には，湯溜において溶銑中の Crを除去する試験を行った結果，

高炉内で Crを十分に除去し， しかも Sの増加を防止するような操作基準を

確立することができたので，含クローム鉱石処理試験はこれをもって一応終

了した・

第2回目には，国内産高硫黄原料炭を使用して， Sの低い銑鉄を得ること

を目的とする試験を実施した・

18. 土の三軸試験法に関する研究

主任 教授星埜和

外 7 名

三軸試験法による土の力学的性質について実験的研究を行い，荷重の繰返

しによる変形，急速試験法による間隙圧の発生とその変形ならびに強度にお
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よぼす影密を測定し， これらの影欝を考慮した理論式を郡いて計罪方法を確

立した．大型建造物の基礎沈下および支持力の計算に適用してその実用性を

立証した． （科学試験研究費）

19. 土および結合材の路床上における連続混合方式の研究

主任研究者 教授星埜 和

分担研究者 助教授 三木五三郎

外 6 名

道路の路床路盤を安定化するため異種の土砂あるいはセメント，アスファ

Jレトなどの結合材を加え路上で混合する方式のうち， とくに連続混合方式に

ついて研究し，混合機の設計を行いまた輸入機械を用いて国道4号線にお

いて現場実験を行いいくつかの問題点を解明した．（建設省研究補助金）

20. 土と壁体間の摩擦抵抗に関する研究

主任研究者 教授 星埜和

三木五三郎分担研究者 助教授

土と壁体間の摩擦抵抗を支配する諸因子およびその影翌の程度を明らかに

し，それを減少させる方法について研究するため，直接セン断式，押抜き式

および回転式の 3種の摩擦抵抗測定装置を試作し，試験方法の相違による測

定値間の差異を実測し，各種の摩擦抵抗減少材の効果を検討した．

（委託研究）

21. 洪水の水文学的研究

主任研究者 教授 安芸絞一

1953年6月および7月に起った北九州および紀伊半島の洪水の実態および

原因を，主として水文学的な立場から明らかにすることを目的とする研究，

流域の水および土地の利用状態，河川の流れの要索，洪水のハイドログラフ，

降雨の形態と量などを数十年間にわたる記録によって調べ，最近の状態を長

期間にわたる各種要因による変化の過程としてとらえる．（科学研究費）

22. 近世住宅成立に関する研究
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他 3 名

封建住宅の成立と崩壊をを通じて，現代住宅の方向を基本的に制約する諸

条件を分析し，建築生産と planningmethodに関する基礎的な資料を提供

しようとするすのである・ 前年度に引続き，奈良県今井町における現存住宅

に関する調査研究を行った． （科学試験研究費）

C. 各個研究

第 1 部

1・1 微分解析機の性能向上に関する研究

助教授渡辺 勝

徽分解析機の応用が進むにともない，その梢度の向上や自動化による使い

易さが望まれる．本年度は自動曲線追従装置の性能につき研究をすすめ，改

良された装置を一台新設した．また追従速度が曲線の形によって自動的に調

整されるいわゆる二次元制御につき研究を行い，試作を進めている．一方積

分機のバックラッシユによる誤差を補正するフロントラッシュ装置の試験を

行って，バックラッシュにもとづく誤差を数分の一に減らすことに成功した・

（科学研究費）

1・2 微分解析機の応用に閲する研究

助教授渡辺 勝

専用の割邸機をもたない機械でも，租分機にフィードバック接続法を利用

すれば，割卵や割邸の積分が簡単に実行できなこの方法について不安定の

おこる条件を調べ，それを避ける注意をすれば十分実用できることが分った・

同時にこの方法で微分方程式の確定特異点における解が，従来の級数展開法

を用いないでも機械的に直接解きだすことができることも明らかになった．

1・3 徴分解析機による計邸• 実施

助教授渡辺 勝

球形原子炉の燃焼度の計冥

固体摩擦による弛張振動

同期系の同期引込および引外しの限界，

1・4 原子核の構造および核反応の研究
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助教授 末岡清市

助手 佐藤正千代

原子核の殻模型によるエネルギ準位，スビンその他の性質が統一的に調べ

られていな特に低励起状態でスビン (0,2, 2)のエネルギ準位の殻模型に

よる説明が行われた・ 集団模型との関係も種々試みられている．

核反応については軽核反応における核模型との関連およびその素過程の説

明，重い核での反応における光学模型も考えられ，特に非対称中心力による

計算が試みられている． （一部料学研究費）

1・5 プラズマ状態の理論的研究

助教授 末岡清市

プラズマ状態の物理的性質を粒子的面と集団的面とを同時に考えに入れて

説明しようとして研究を始めた．特に磁気流体力学的の考えのもとにその安

定性の問題を取り扱って行きたい

1・6 ヘリウム原子の波動函数の精密化

助教授 末岡清市

助手 佐藤正千代

四次元球面函数の応用数学的の研究とそれを用いての二体問題についての

具体的計邸の研究を前年に引続き行っている． （一部科学研究費）

1・7 情報理論の光学への応用

教授久保田広

技官小瀬輝次

助手斎藤弘義

光学系の結像理論に通信理論を導入し，光学系を空間周波数フィルタとし

て考えると，従来の物理光学では説明しにくかった現象も比較的容易に説明

できるので，このような立場に立って次のような研究を総合的に行っている．

(a) 光学系の性能は従来分解能で評価されていたが， これでは不十分で

あるので，空間周波数特性をもって性能評価を行うべきである．このた

めの測定機を試作し， レンズの性能試験の研究を行っている．

(b) カメラなどで撮影するときは，写真感光材料の周波数特性が上述の

レンズの空間周波数特性に，さらに加わってくるので，写真感光材料の

周波数特性が大切な問題となる．これは感光材料中の銀粒子の粒状性に
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より左右されるので， これの物理的粒状性を相関函数を用いて研究して

し、る．

(C) 上述の感光材料中の銀粒子は， レンズ自体の像に対する雑音と考え

られるので，通信理論で特に詳細に論じられている雑音減少の理論を光

学に郡入し，光学像を改善する試みを行っている．

1・8 光学的薄膜の研究

教授久保田広

技官小瀬輝次

助手斎藤弘

光学的薄膜の屈折率など，薄膜の光学的性質を調べる一方，多層干渉フィ

ルタとか保護膜などの薄膜の応用に関する研究を行っている．また，薄膜の

厚さの測定などに利用する目的で干渉色の色彩論的な研究をあわせて行って

し、る．

1・9 ロケット用固体燃料とその燃焼機構に関する研究

教授糸川英夫

外 2 名

観測用ロケットに使用される固体燃料について， 主として composite型

燃料の研究試作を行い，燃料の物理，化学，弾性力学的研究と併せて燃焼機

構に関する研究を行いつつある．設備として昭和 31年度中に完成したもの

は変圧燃焼率試験機および小型のエンジン燃焼試験用テストスタンドであ

る．変圧燃焼率試験機は，窒素ガスを満たした容器の中に一定の大きさに成

型された試料を入れ，圧力と燃焼速度の関係を手早く求める装置で，これに

よって基礎的研究の大きな進歩が促がされた．さらに小型テストスタンド内

ではすでに数十回の燃焼試験を行い，燃焼機構を解明しつつある．

1・10 ロケット用加速度計の研究，試作

教授糸川英夫

技官吉山

外 1 名

ロケットの上昇性能は精確にはレーダを用いて測定されるが，簡易にこれ

を求める新らしい方法として，加速度を測定して租分する方法がある．最近

米国の NRLで使用し，好い成績をおさめている旨の連絡があったので，
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この可能性を確かめるためと，併せて上昇の加速度および減速度がらロケッ

トの推力と空気抵抗を求める目的で， ロケット用加速度計の研究試作を行い

つつある．その原理は質量とバネの組合わせと， この変位を電気変換するの

に，磁場内での真空管の回転による電子流変化を利用する．すでに昭和31年

12月のカッパ・ Tにおいて実用されたが，さらに改造しつつある．

1・11 ロケット性能計算法の研究

糸川研究室

観測ロケットの上昇，安定，分散を計算するための各種の計卵法を研究し，

実用的なものを確立しつつある．上昇性能については，速度—高度の phase­

diagramを作成し，これを用いる方法を展開し， この援用によって最適コー

スと時間を決定する理論を確立した．

分散については，ペンシJレ・ロケット系列の実験に基いた理論式を得た．

また特に風の影響を計卵する理論式をたてた．さらに将来はこれ等をじん速

に行うための computerを試作する計画をもっている．

1・12 ロクーンの研究

糸川研究室

気球とロケットの組合わせによりなるロクーンについて， systemとして

の研究，その性能，実験法について調査および研究をなし， 日本学術会議ロ

ケット特別委員会の委嘱によって，昭和 31年中に 2回にわたる予備実験を

行い， 日本におけるロクーン技術の基礎をつくった．さらに 32年度には国

際地球包測年において使用されるロクーンの研究を分担する．

1・13 超音波音場の研究

助教授 烏飼安生

助手藤森聡雄

外 1 名

円形ピストン音源， および球面 concave音洞による音場について実験的

ならびに理論的研究を行い，低出力の場合について満足すべき結果を得た．

現在，大出力の場合および円筒形音源による音場について研究を進めてい

る． （科学研究費）

1・14 ADPストロボスコープならびに光変調器の研究

助教授 烏飼安生
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助手藤森聡雄

外 1 名

ADP単結晶の電気光学的性質を利用したストロボスコープおよび光変調

器の研究を行った．音声周波数帯 (-lOkc)の光変調器を試作し満足すべき

結果を得た. lMcのストロボスコープについての研究のうち， 結晶内の超

音波の伝播の影響について詳しく調べた． （科学研究費）

1・15 熔鉱炉吹梢用の振動ピックアップの試作

助教授 烏飼安生

助手藤森聡雄

金森研究室よりの依頼により，熔鉱炉吹籾時に発する振動検知用のピック

アップならびに増幅装置の試作研究を行った．

1・16 格子欠陥の材料の物理的性質におよぼす影懇

教授谷

研究員 角

安正

田稔

金属単結晶，およびイオン結晶中の格子欠陥が，その物理的性質におよぼ

す影態を研究している．前年度までに行い，かつ現在も引続いて行っている

研究は次の通りである．

(1) 銅および鉛単結晶のマイクロクリープにおけるクリープ速度の回復と

その機構に関する研究（一部科学研究費）

(2) 結晶粒界と不純物の相互作用

(3) ハロゲン化銀の感光作用に与える転位の影甥

1・17 金相電子顕徽鏡による合金の相転位ならびに結晶成長の研究

教授谷安正

技官西 JI[ 糖ー

表面放射型電子顕微鏡により，高温における合金の結晶成長および相転位

の撮影を行っている．

1・18 遷音速気流の研究

教授玉木章夫

技官永井達成

誘導式高速風洞を用い，蔑面上の衝撃波の発生に基く流れの振動現象を研

究している．
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1・19 超音速における境界層の研究

教授玉木章夫

超音速ならびに極超音速における円錐・ 円柱胴体および平板の境界層の流

れを調べるため，超音速風洞と衝撃波管を用いて実験を行っている．特に，

境界層内の空気密度の分布を軟X線の吸収によって測定する方法を研究して

いる． （一部科学研究総合研究費）

1・20 ロケットの空気力学的特性の研究

教授

技官

玉木

一石

夫

智

超音速風洞および低速風洞を用いて観測ロケットの究気力学的特性を測定

している．胴体と翼の種々の組合わせに対して系統的実験を行い理論計算と

の比較を行っている．

1・21 r線透過検査に関する研究
教授一色貞文

技官山沢富雄

r線透過写真の質を判定する像質指示器に関して研究している．

1・22 酸化アルミニウムの相変態の研究

教授一色貞文

水酸化アルミニウムおよびアンモニウム明ばんを熱分解して安定な gァル

ミナを生ずるまでの相変態の機構と各種中間相の性質を主としてX線的に研

究している．

1・23 ロケット・ボーン気圧計の試作

助教授 富永五郎

現在当研究所で開発中の観測用ロケットは 100km上空に達することが予

想されているが， これによって測るべき気圧の範囲は 760-10-•mmHg であ

る． とくに 30km以上の上空では真空計の範囲に属するので， このための

気圧計を気象台，東大地球物理学教室と共同で試作中である．すでにトラン

ジスタ化した定温度型ヒ゜ラニゲージをロケットに搭載し得る形にまとめ得た

が，現在，ア）レファトロンゲージ， フィリップスゲージを開発中である．
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1・24 高速飛行における構造物の強度に関する研究

教授池

技官古

助手富

健

康

治
敏

文
田

田

田

超音速で飛行するロケットの強度上の諸問題，特に温度上昇と熱応力，燃

焼室の強度， フラッタ，突風による荷重，重最軽減の方法とそれが飛行性能

におよぼす影唇高温における材料の強度，実際設計上の諸問題等につき理

論的解析ならびに実験的研究を行っている．

1・25 薄板の熱挫屈

教授池田健

航空機が音速を超えた速度で飛行する場合に空気力学的加熱により機体の

外板が，いわゆる熱挫屈を生ずることがある．この問題に理論的検討を加え

るとともに実験を行い，理論結果との比較を行っている．

1・26 可動線輪型振動試験機の試作

教授池田健

助教授 森 大吉郎

助手富田文治

振動試験機にはカム式，アンバランスマス式および可動線輪式などがある

が，後者は広い周波数特に高い周波数の試験に適している． ロケット，ター

ビンおよび各種の電気部品などは機械的振動試験機では試験し得ない程度の

高い自己振動数を持っている．そこで比較的小型の可動線輪型を試作し， さ

らに大型の試験機の設計試作も計圃している．

1・27 構造物の振動に関する研究

助教授 森 大吉郎

軽構造物の振動特性について，理論と実験の両方面より研究を行っており，

また起振器，小型歪計・振動測定装置等の各種測定器の試作研究を行ってい

る．

1・28 計罪器による振動解析に関する研究

助教授 森 大吉郎

低速度型アナログ計邸器および付属の特殊諸装置を試作し，車輌・航空機・

飛しょう体等の構造の振動・強度・解析に使用している．（一部科学研究費）
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1・29 板材の塑性加工性に関する研究

助教授 山田嘉昭

技官 輪竹千三郎

昭和 31年度の中間試験研究費によって試作した“薄板深絞り試験機＂を

主体として，板材の各種の加工性試験法， とくにエリクセン試験と円筒深絞

り試験について研究を進めている．液圧バルジ試験については新型の試験装

置を試作中である．

1・30 塑性理論とその応用に関する研究

助教授 山田嘉昭

金属の塑性的な性質を主として力学的な面から観察し，その結果を材料試

験および塑性加工の各分野に応用することを目的とした一連の研究である．

現在取り扱っている主な問題は，ェクスパンダ作業の解析および平面歪問題

における摩擦の影響などである．

1・31 耐震工学の研究

教授岡本舜三

助手北川英夫

前年度に引続き振動工学，特に耐震を目的とせる振動工学を研究してい

る．振動問題に関して行っている研究は，別記構造物の震度に関する研究（科

学研究費・総合研究費）のほか衝撃波伝播ならびにそれに対する応用として

の軌道応力の研究，砂地盤の振動時支持力に関する研究，腐蝕疲労に関する

研究を行っている．なお委託費をうけて橋桁腐蝕部材の疲労強度の研究，工

ラスチックファスニングの研究，吊橋の耐震性に関する研究，アーチダムの

模型試験を行った．

1・32 抵抗線歪計に関する研究

助教授 大井光四郎

技官浅野六郎

外 1 名

本年度に実施した研究は下記の通りである．

1. 抵抗線歪計による衝披応力の測定．

ロケットに載せる機器の衝撃的加速度に対する強さを調べるために数十g

の加速度試験を行った．
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2. 抵抗線歪計の防水処理法に関する研究

各種の防水処理法を比較検討し数十気圧の加圧水中の測定も可能になっ

た．

3. 摩擦型抵抗線歪計

抵抗線歪計を一々接着せず単に押しつけるだけで静的および動的の歪を測

定できる変換器を試作した．最初は押しつける力が 30kg程度必要であった

が．改良の結果この値を 5kgまで低下させることができた．（一部科学研究費）

1・33 円環殻の強さに関する研究

助教授 大井光四郎

円環殻の強さに関する問題は古くから種々の解法が試みられて来たが，ぃ

ずれも収欽が悪く，特殊の場合のほかは解かれていない現状である．本年は

前年に引続き解析を進め，大型水車のケーシングおよび熱膨脹継手の応力分

布の問題を解いた．これに平行して実物のフランシス水車のケーシングの応

カの測定を行った．

1・34 熱応力の測定と結果の解析について

研究員 大和田

首題に関して本年度は主として，その基礎的研究として，温度の上昇（常

温--500°C)に伴う弾性率の変化を調べる目的で，蔓巻ばねのテストビース

と折曲ばねのテストピースとを用いて G,E,Yの温度による変化を測定した．

実験一部続行中． （一部科学研究費）

1・35 ロケットの弾道に関する研究

研究員 大和田

高速遠距離ロケットの弾道の計節に引続いて，中距離ロケット (10マッハ

以下）の弾道について，地球の自転を考慮した計卵式を郡き拠物運動と対比

した．中距離ロケットでは，その弾道を単なる拠物弾道と仮定するとかなり

の誤差が生ずる．

1・36 固体材料学の研究

研究員神前 熙

固体材料中に存在する結晶不完全性の物性的立場からの研究を行ってい

る．現在進行中のものとしては面心立方格子をもつ純金属単結晶（銅，ア）レ
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ミニウムおよび鉛）とイオン性結合をもつ結晶（ハロゲン化アルカリおよび

ハロゲン化銀）に関する実験的研究であるが，目下研究の焦点は結晶の純度

を 10-• ないし 10-sから 10-1ないし 10-sさらにそれ以上にと飛躍的に向

上する点におかれている．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究

教授亘理

機械振勁系において非線型復原力および非線型減衰力の作用する場合の理

論および実験的解析を行っており，主として乾性摩擦の作用する系の振動特

性，工作機械のびびり振動，回転軸系の自励的ふれ回り運動などの解折を行

ぃ，これに関してばね定数の時間的に変化する振動系の研究をも行っている．

2・2 吸振ならびに防振の研究

教授亘理厚

助手立石泰一

工場に発生する振動問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実

験的解析を行っている．このため現場におこる振動問題の調査診断のほか，

対策としての機械の防振支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解析なら

びに設計を行っており， とくに自動車の乗心地の向上，紡績機械の振動防止

などの研究を行っている．

2・3 ばねの設計および理論の研究

教授亘理

重ね板ばねやコイルばねの静的特性のほか，板間摩擦，大きな変形，つる

巻き角，および有効巻数などの影褥を検討し， とくにこれらを自動車用サス

ペンションばねに用いたときの動的特性を解析して設計資料を求めている．

これに関連して自動車の乗心地向上の研究を行い，乗心地によい影響を与え

るばねの設計法を調べている．また遠心式調速機に用いられる板ばねの特性

を解析するとともに，ばね式調速機を用いた制御回路の特性をも研究してい

る，

2・4 工作機械の数値制御に関する研究

28 



助教授 大島康次郎

助手富成襄

試作したデカトロン方式計数形サーボ機構を工作機械の数値制御による連

続輪廓制御に応用すべく， フィードバックパルス発生装置の改良，チェック

回路付加等の実用化研究を実施した．

2・5 双動形サーボ機構に関する研究

助教授 大島康次郎

助手富成襄

マニピュレータ，自動車パワースティヤリング等への応用を目的とした双

動形サーボ機構につきカフィードバックの形式で直動形油圧モータを用いた

電気油圧組合せ方式のものを試作完成し，その性能実験を実施している．

またカフィードバック形式のものの理論的解析を進めている．

2-6 制御系の動特性に関する研究

助教授 大島康次郎

助手富成

制御系の動特性は周波数応答と過渡応答の両面から評価されるが，両者の

関連を明らかにすることが制御系の最適調整条件を確立する上に必要であ

る．特にむだ時間を有する制御系に関し，試作したアナログ回路を用いて，

両者の関連を実験的に求めるべく研究を実施している．

2・7 サーボ機構要素に関する研究

助教授 大島康次郎

1) 高速サーボ機構に用いられる電子油圧変換用サーボ弁につき，油圧平

衡方式の独自の構成のものを試作完成し，その性能実験を実施中である．

2) ディジタ Jレ制御への応用を目的としたディジタルーアナログ軸位置変

換用素子として高速度ステッピングモータを試作し，その性能実験を行うと

ともに性能向上のための方途を研究中である．また同じ目的をもってクリス

タルクラッチを利用した独自の方式のものを実現すべく基礎実験を実施して

し、る．

2・8 サンプル値制御に関する研究

技 官 森 政弘

計坑機を制御装置（とくに化学工業プロセスの）として用いるサンプJ叶直
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制御方式とその制御装置の研究を理論と実際の両面より行っており，過渡応

答計算により，むだ時間と重みを適当に組合わせるというプログラミングを

行うと，連続制御よりもすぐれた動作をさせることができるとの結果を得た．

た計この制御装置としてディジタル型，アナログ型それぞれの長所をとり入

れ罪機の試作を完成し，また現在それを用いて，最初の組織的なサンプル値

制御実験を階段上入力よび不規則入力に対して行っている．さらにサンプJレ

値制御に対して極めて重要な統計的な処理のための基礎理論を開拓した．

一方化業工業プロセスの計算制御のためのモデル・プラント建設の準備を

進めている．

2・9 超高速度写真に関する研究

助教授 植村恒義

超高速度現象の解析研究のため，毎秒 10万駒程度の撮影速度を有するド

ラム式超高速度カメラの設計製作を行い，すでに毎秒7万駒のカメラを完成

したが，光学系ならびに駆動方式を改良し，毎秒 30万駒程度の性能のもの

を設計試作中である．また格子式超高速度撮影装置（毎秒数千万駒ないし 1

億駒の撮影可能）を試作し， これらを併用して火薬の爆発機構，衝撃破壊の

研究を行っている．このほか各種閃光管式瞬間写真装置，高速度写真用電気

的シャッタならびに各種付属装置の研究も行っている．

2・10 高速度写真技術の工業界への応用に関する研究

助教授 植村恒義

助手伊藤寛治

各種高速度写真装置を単独または数種併用して工業界における種々の高速

度現象を撮影解析し，その改良研究を行っている．例えば繊維機械の糸の高

速運動，火薬の爆発機構，電話機用電気機器の作動機構解析，時計の脱進機

構，水車の空洞現象，猟銃弾の運動解析，材料の破壊，その他．

2・11 高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究

助教授 植村恒義

ロケット等の高速飛しょう体の運動特性を各種光学的追跡装置，高速度カ

メラ，扇形画面特殊カメラ， ロケット・ボーン・カメラ等を使用して解析研

究する．これらの研究は観測ロケット研究班の一員として行っており， 30年

度， 31年度に引続き， 32年度はカッパーJI,TII, N型， 122S型ロケットに
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つき，計6回にわたって光学的追跡を行い，所期の成果をおさめた．

2・12 紡績織用テンションメータの試作研究

教授 兼重寛九郎

張力の平均値のみならず数十サイクルの変化まで測定し得て，工場現場で

使用するに便利な紡績機用テンションメータはまだわが国でつくられていな

ぃ．この研究はこのようなテンションメータを得ようとするものである．電

気容量型変換器を用いペンオシログラフに記録するもので一般に温度電源電

圧の変化などの影響を受けてから， これに対して安定なものを得ることに研

究の重点をおいたが，ほぼ満足すべきものを完成した．

2・13 焼入れの際の熱伝達の研究

教授橘 藤雄

外 2 名

焼入れを行う場合の熱伝達の機構を解明し，焼入液の性質，温度等の影孵

を知り，焼入れ作業の合理化を計る目的の一連の研究プログラムのうち32年

度は主として水について液温度60° 程度の膜沸騰について実験した．

2・14 噴流を受ける面の熱伝達の研究

教授橘藤雄

外 2 名

気体または液体の噴流を受ける面と噴流の間の熱伝達は実用上極めて多く

現われる．目下平面に直角に当る噴流に関して理論と実験により研究を行っ

ているが，斜めに当る場合，および曲面の場合も研究する予定である．

2・15 スラリーの管内流熱伝達の研究

教授橘 藤雄

外 3 名

アルミナと水のスラリーの管内流熱伝達の測定を行い，整理法等を研究し

た．

2・16 自動車の動力性能の研究

授教
技

平尾収

西山新一郎

流体変速機を用いた自動車の性能は，普通の変速機を有する自動車のそれ
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とは異なった傾向を有するので，このような場合の性能の評価の方法につい

ては種々の問題がある．このように色々異なった特性を有する変速機構を使

用する場合の自動車の全体計画を合理的に行うためには，実用的な面からの

動力性能の評価方法を確立しておく必要がある．この目的のために速度分類

装置を用いて道路を走る場合，使用した速度の頻度分布を用いる試みを研究

している．

2・17 流体卜 Jレクコンバータ付自動車の研究

教授平尾収

自動車の変速機に流体トルクコンバータを用いると，機関の使用条件が普

通の歯車式変速機を使用した場合と相当異なってくる．このため自動車の性

能論の立場からの機関性能に対する要求が変化してくる．

定性的な結論としては普通変速機を使用する場合より機関の圧縮比を高く

し，最大卜 Jレクの得られる回転数を高速側に移動させ，気化器の絞筒の径を

増し，加速ボンプの作動条件についても緩和してよいことが推測されるが，

この場合圧縮比と回転数とノック限界の関係，機関回転数と冷却と吸入効率

の関係等，内燃機関の性能論の基本的問題がトルクコンバータ付自動車用機

関の問題として新しく起ってくる．これ等の点について定量的な議論ができ

るようにして， 卜Jレクコンバータ付自動車に最も適した性指を有する機関に

関する研究を行う．

2・18 、ジーゼJレ機関の出力におよぼす空気状態の影懇

教授平尾収

現在までの研究に引続き，指圧計を用いて渦流室または予燃焼室および主

燃焼室内の圧力経過を測定し，燃焼状況の解祈を行い， シリンダ内で起る現

象を明らかにしたいと考えている．また最大出力および出力修正方法に関す

る研究を続けている．

Z・19 ラジア）レ・ガスタービンの研究

助教授 水町長生

技官 内田正次

さきにラジア）レ・タービン内のガスの流動状況について行った理論的解析

結果および第1号ラジアル・タービンについて行った研究結果を用いて，第

2号ラジアル・ガスタービンを試作し，その特性を明らかにし，引続き高性
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指ラジアル・ガスタービンについて研究中である．

2・20 円周ノズJレの研究

助教授 水町長生

技官 内田正次

円周上に配置されたラジアル・タービン用ノズJレ内の流動状況を明らかに

するために， ノズJレの縦横比， ヒ゜ッチ，圧縮性，粟型などがノズJレからのガ

ス流の偏向角や損失などにおよぼす影需を明らかにする．

2・21 ガスタービン用燃焼器の研究

助教授 水町長生

小出カガスタービン用の小型燃焼器の性能の基礎的研究である．

2・22 歯車ボンプの閉込み流れと逃げ溝の効果に関する研究

教授宮津純

歯車ボンプの運転動力のうち，歯車の閉込みと逃げ溝とにどの程度の損失

があるかは，性能推舘に必要であるが，それを分離して実測することはむず

かしく，邸定するとしても，その多記式は知られていない．閉込みにどの程度

の圧力を生ずるかもわかっていない．本研究は，これらの点を理論的に解明

し，実験結果を解釈するための資料を求め，逃げ溝の設け方に指針を得よう

とするものである．

2・23 歯車ポンプのキャビテーションに関する研究

教授宮津純、

流体概械にキャビテーションが発生すれば，性能の低下を来すばかりでな

く，その寿命も縮まる．歯車ボンプの場合には，吐出量が飽和し，回転をあ

げてもそれに比例した吐出最は得られなくなる．このことは，ボンプの高空

性能に関連してとくに重要である．本研究は，キャビテーションの発生にと

もなう特性変化，発生の条件，その防止方法を明らかにしようとするもので，

特に逃げ溝の影惣につき検討中である．

2・24 紡糸用歯車ボンプの異常特性に関する研究

教授 津 純

歯車ポンプの正常特性としては，吐出し圧力と吸込み圧力との差が大きく
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なれば，吐出量は減少し， しかも，その圧力差と吐出量との関係は，直線的

になるものと認められている． しかるに同じように製作された歯車ポンプ

に， この正常特性を示さないものの現われることがあり，それは紡糸用歯車

ポンプで， とくに注目され問題となっている．本研究は，その原因を明らか

にして，製作上の指針を得ることを目的とするものもある程度の研究結果

が得られたが，研究を続行中である．

2・25 流体トルク・コンバータの基礎研究

助教授

助手

男

夫

智

富
原

田
石

井

二次元翼列を用いたトルク・コンバータの設計資料を得るため，特殊な粟

列試験装置を製作し， これによって各種翼列の性能試験を行なっている．そ

の結果， トルク・コンバータに適する翼型および粟列配置に関する基礎資料

が得られつつあり，純半径流式トルク・コンバータの高性能が期待される．

（一部所外受託研究費）

2・26 高性能トルク・コンバータの試作研究

助教授 石原智男

助手井田富夫

超大馬力用の高性能トルク・コンバータの実現をはかるため，羽根車配置

を純半径流式にしたものを試作し，その性能試験と内部流速分布の測定を行

った．その結果と翼列試験の結果とを組み合わせて各種高性能羽根車の試作

を行い，現在性能試験中である． （一部所外受託研究費）

2・27 油圧伝動装置の研究

助教授 石原智男

各種機械の自動運転に必要な油圧伝導装置の高性能化をはかるため，各種

油圧ボンプおよび油圧モータの実験研究を行い，その結果を用いて，単式油

圧伝動装置および差動式油圧伝動装置の総合性能’を理論的に研究中である．

2・28 切削理論に関する研究

教授竹中規雄

金属材料の切削機構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切‘

削抵抗の二分力と切削温度を測定し， これらと金属材料の性質とを関係づけ
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る研究を進めて来たが，さらに各種の切削剤を用いた場合の切屑と刃物間の

見掛の摩擦係数を測定して，その切削機構における役割について検討を行っ

J・-1~ ・

2・29 研削作用に関する研究

教授竹中規雄

助手笹谷重康

ピエゾ電気を利用した研削力の二分力測定装置により，単粒の砥粒および

一定の形状のダイヤモンド粒により種々の金属材料を切削する場合の抵抗力

を測定して，研削作用の基礎的研究を行い，主として砥粒の切刃の形状，切

屑の形状などの研削力に及ぼす影態を求めた．

2・30 空気ー液圧式倣削装置の研究

教授竹中規雄

助手鳴沢勇平

液圧式倣削装置の性能向上を図るため，これに真空式増幅装置を付加した

場合の特性について，種々の増福部を設計製作して，実験的に研究した．

2・31 心無研削法に関する研究

教授小川正

助手宮下政和

工作物に生ずる歪円の理論的解析を行い，かつ工作条件との関連を実験的

に求めている．工作物の絶対真円度を記録させる測定機を試作した．なお歪

計を用いて工作時のブレードの状況の測定をも行っており，これらから心無

研削盤の設計資料も得られることになる．

2・32 プルドン管圧力計に関する研究

教授小川正

研究員古川 浩

プルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頼って行われており，素材

パイプの引抜きや熱処理， またはローリング等が，プ）レドン管の性能にいか

に影懇するかは何も知られていない．これらを明らかにすることにより，最

後には印刷した等間隔目盛板を使用できるようにし，また疲労に対して強い

プルドン管の製法を見出すことを目的としている．すでにプルドン管の変形
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に関する測定を行い，抵抗線歪計を用い歪や応力をも測定している．

2・33 速度計に関する研究

教授小川正義

助手宮下政和

鉄道車輌用速度計として比較的信頼度の高いのは，機械式のものであるが，

振動の多い所で使用されるので，時計仕掛部分の寿命の短いのが欠点である．

これには設計上の問題もあるし，また衝撃に耐える材料の組合せの問題もあ

る．現在は今までにない衝撃摩耗試験機を設計し，試作中である．

2・34 金属材料の塑性変形能に関する研究

教授

技官

木

爪

鈴

橋
弘

仲

金属材料の塑性変形抵抗および変形限度は，加工温度と変形温度の両者の

函数である．この現象は定性的には知られているが，この函数関係の量的内

容がまだ明らかでないため，圧延• 押出・引抜・鍛造等の塑性加工作業の基

準を決定する合理的根拠が欠けている．温度・変形速度• 加工エネ _Iレギの三

要素を調節し得る特殊試験機を試作し，一般に広く用いられる実用金属材料

の変形能について実験的研究を進めている．

2・35 逆張力伸線加工の研究

教授鈴木弘

技官橋爪伸

試作した生研式逆張力伸線機を使用して，伸線作業条件を広く変化して連

続仲線の実験を行い，各ダイスの引抜抵抗・全伸線動カ・仕上り線の機械的

性質等を検討して，逆張力伸線作業方式確立のための基礎的研究を行ってい

る．銅・黄銅．燐青銅• 硬鋼・ビアノ線，不銹鋼線等に関しては，引抜抵抗

が大幅に減少してダイスの寿命・線の機械的性質等が著じるしく改善される

ことが明らかになった．また逆張力伸線方式によれば，伸線速度を向上でき

る可能性があるので， 目下超高速伸線作業の研究中である．

2・36 連続圧延の塑性力学的研究

教授鈴木弘

連続圧延を各スタンドの圧延条件と圧延機の動特性とを組み合わせた総合
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問題として解いて，連続圧延の作業方式決定の考え方を求める．

2・37 鋳造における湯の流れに関する研究

助教授 千々岩健児

鋳造理論を確立するためには，鋳造の際の湯の運動とその性質を知ること

が必要である．本研究では，①湯口，湯道，碍曲部の抵抗 ②金属の粘性係

数特に凝固点近くの値 ③鋳型内の湯流れ状況 ④湯と型との衝突ならびに

湯流れによる型面の砂の破損 ⑤代表的な鋳物に対する湯口と巣との関係

⑥湯流れの機構 ⑦湯流れと通気度との関係等について研究を進めている．

2・38 サンド・スリンガの研究

助教授 千々岩健児

造型機として最近わが国でも広く用いられ始めたサンド・スリンガの性能

向上に関する研究である．造型機内の砂の運動ならびに揺固め機械を詳細に

調べ，有効に利用される動力を測定し，理論的な裏付けを行い，設計に必要

な基礎を与えてきた．同時にこの機械に適する鋳物砂の性質について研究を

進めた．この結果を応用しサンド・スリンガを試作し，工場において実用試

験を行いつつある．

2・39 精密仕上面の変質層に関する研究

助教授 松永正久

梢密仕上面（ラッピング面・電解研磨而・放電加工面・バレ｝レ仕上而など）

に生ずる物理的・化学的変質層を徽小硬度・電子回折・電子顕微鏡．接触電：

気抵抗などの面より実験的に検討し，仕上機構・摩耗機構などを研究してい

る．さらに仕上面のみでなく，その他の表面処理面についても検討し，上の

検査法以外の表面物性値の測定法も研究している．

2・40 平面ラップ盤の運動解析

助教授 松永正久

種々の形式の平面ラップ盤について， ラッピング速度，単位時間当りのラ

ップ量，表面アラサ，工作物上の条痕， ラップの摩耗特性などを理論的・実

験的に検討し，平面ラップ盤として最適の形式を定め，それに基いて試作を

行う予定である．

2・41 銅材の切欠脆性に関する研究
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助教授 安藤良夫

溶接残留応力が切欠靱性におよぼす影響，特に低温応力除去法の効果につ

いて研究を行っている．最近問題となってきた超大型船においては，鋼材の

溶接性，溶接部の靱性が重要視されており，この点について研究を続行中で，

脆性亀裂伝播速度の計測についても研究中である．

（大部分日本造船研究協会第37,39研究部会の分担研究課題）

2・A2 特殊金属のイナートガス溶接に関する研究

助教授 安藤良夫

助手藤村理人

船用および原子炉用 Al合金，工業用純Ti,原子炉用ステンレス鋼の Mig,

Tig溶接について研究を行っている．原子炉用 Al合金については溶接部の

精密ガス分析を行う真空溶融型ガス分析装置を試作した．溶持継手の各種条

件下においての機械的性質の変化についても研究中である．

（大部分日本熔接協会原子力委員会の分担研究課題）

2・A3 船体端部結合強度の研究

助教授 高橋幸伯

プラスチック製の小型模型によるビームの端部結合強度の実験を行ってい

る．変位を機械的に拡大するモーメント・インジケータによって，簡単に曲

げモーメント分布を求めることができる． （科学研究費）

2・44 構造模型による光弾性実験

助教授 高橋幸伯

助手小畑和彦

船体構造についての 3次元光弾性実験を行うには，模型を一体として作る

ことは不可能であるので，薄板の接着によって組み立てなければならない．

このための基礎的研究として，薄板素材の試作，その特性検定，構造物の組

立てと残留応力の除去などの研究を行っている． （一部科学研究費）

2・A5 抵抗線歪計の耐水処理の研究

助教授 高橋幸伯

抵抗線歪計を水中で長期間使用するときの耐水処理方法について，各種の

油脂や合成樹脂などについて実験を行っている．水中浸潰だけでなく，ある
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程度の繰り返し応力を与えて試験を続けている．

2・46 波浪中における船体動揺の研究

助教授 田宮 真

助手渡辺弥幸

斜浪をうける船体の縦揺，横揺の実験的研究を行っている・ 強制縦揺，上

下揺を行わせ，その時の外力を記録する装置を準備中である．自由縦揺の性

質と船形との関係について実験を行った．（科学研究費，一部総合研究費）

2・47 実船の粗度に関する研究

助教授 田宮 真

実船の粗度のうち，特に塗料面の粗サの計測を種々の方法で行った．実船

の船底については合成ゴムによる型取法が成功した． （科学試験研究費）

第 3 部

3・1 論理数学とその応用の研究

教授後藤以紀

自電制御方式や計数型自動計算機を設計する場合には，与えられた条件に

適する動作をするように電磁型または電子型継電器の回路網を構成する必要

があり，これを論理函数方程式の解を用いて論理計卵によって求める方式の

研究を行っており，これに必要な補助継電器の選定方法および多元多値論理

代数方程式の一般解を求めた・

3・2 非線型回路理論の研究

教授後藤以紀

送電回路の異常現象の防止，周波数変換装置等には，非線型微分方程式の

解で表わされるいわゆる非線型振動を取り扱わねばならぬ場合が甚だ多い．

しかるに非線型振動については厳密な解法がないために不明な点が多く，回

路が与えられても，発生し得る非線型振動を予測することは困難である．例え

ば L-C-R直列交流回路の非線型振動でさえも一部より知られていないこ

れに対して非線型特性の折線型とした場合の厳密解を求める方法を研究し，

L-C-R直列回路において， Lの磁束が飽和値以下では Lはoo, 飽和状態で

は0となる場合につき， 発生し得る非線型振動の種類を求めることができ
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た・ その結果，電隙周波数の無理数倍の周波数を含む概周期振動を発生する

ことが明らかになった・

3・3 送電線の雷電圧と異常現象

教授藤高周平

送電系統の絶縁協調と安定な送電に関する諸研究を継続している．落雷時

の発電所侵入電圧および系統擾乱現象について本年度下記実測を行った・

(1) 期間：昭和 $1年7月8日

(2) 場所：栃木県下滝発電所

(3) 系統： 66kV鬼怒川線，川治線

(4-) 主なる結果：昨年度より試みた最大指示電圧計とサイクル計を利用す

る3相対地異常電圧簡易測定法を整備，現場に応用した．記録数は 1月半の

取付期間中 40余，特記すべきことは，従来の本系統実測結果と比し，雷に

よる 3相地絡事故が本年度は著しく少く，実測期間中，確実に 3相地絡と認

められるものは皆無であった．本年度は強雷が少なかった為とも考えられる

が，鬼怒川送電線の改修が行われ，耐雷性の向上がはかられた結果とも見ら

れる．一方高速度プラウン管でも相当数の記録を得たが，川治線で発電所よ

り数基目の鉄塔閃絡時の有意義な記録を得，同時に発生した所内套管の閃絡

現象の究明に有力な基礎となった．

3.4 発変電所の特地方式の研究

教授藤高周平

発変電所の接地を良好ならしめるために，メッシュを用地に埋設する方法

を取る場合の接地抵抗値は非常に予測が困難である．その最大原因は地下の

土壊固有抵抗が一般に著しく均一性を欠くためで，メッシュ瑶線の太さや間

隔を考えた複雑な計冥式を使用しても余り役立たない．問題はいかなる固有

抵抗値を採用して計罪するかに帰する．

変電所接地の一例として，千葉川崎製鉄変電所の接地方式について検討を

行った・ 所在地は埋立地で予備測定により数メートル以上の深さで著しく固

有抵抗の低下することが見出されたので，メッシュに数本の深打電極を付加

して，著しく低い理想的な持地が得られた．

3・5 汚損碍子の閃絡現象

教授藤高周平
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屋外木柱試験線で懸垂 2ヶ連の自然汚損による絶緑低下現象，閃絡電圧の

変動の長期試験を継続している・ 一方人工汚損による，汚損状態と閃絡電圧

値の関連性に関する基礎実験を進めている・

3・6 多チャンネル高調式磁気テープ自動オシログラフ

教授藤高周平

助教授 野村民也

電力系統における異常現象のように，突発的に生起する現象の記録の目的

に，磁気テープ録音を利用することは，記録のミスを防止する効果があるば

かりでなく，随時必要に応じてその記録を再生することによって多角的に現

象を解析することができる利点がある．この場合，多種類の測定情報を畜租

することができることが望ましい．本研究はこのような磁気テープ録音を利

用する多重の測定清報の畜租およびその再生・記録装置を開発しようとする

ものである・

多重化方式には周波数分割方式と時分割方式とが考えられるが，後者には

実用的に幾つかの利点が認められる・ 時分割方式として考えられる各稲の

ch. 変調形式を比較し設計基準を考察するとともに， その結果に基いて試験

的規模の装置の試作を行つた． この装置は ch.数5,ch. 帯域 200c/sのもの

で，パlレス幅変調方式を採用しており，予期通りの性能をもつことを確めて

いる． （昭和 31・32年度文部省科学試験研究費）

3・7 抵抗溶接に関する班究

教授 沢井善三郎

技官横田和丸

前年度に引き続き，大容鼠点溶接機に適する 3相周波数逓減式点溶接制御

装置の試作研究を行った・ 本装置には，サイラトロンを使用した記憶回路，

変圧器の 3次巻線を電子管で短絡してパJレスを消滅させる回路等の新しい考

案を含むほか，サイラトロンによつて発生させた定常断続電圧の一周期をと

って溶接時間を決定する方式を採用し，装置の調整を容易にするとともに動

作の確実化をはかった・

また別に電縫鋼管溶接機につき調査研究を行っている．

3・8 電動機の制御に関する研究

教授 沢井善三郎
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技官稲葉博

電動機制御の応用として，巻取機の張力制御につき理論的・実験的研究を

行った・ 実験には銅線の巻取を例にとり，方法としては巻取に要する動力を

一定にすることによって，間接に張力を制御する方式を採用した・ ただしこ

の場合，通常行われているように巻取用直流電動機の界磁制御を行うことを

せず， ワードレオナード方式が採用できるように，動力の検出その他に新し

い考案を行った点に特徴がある．

また直流電動機の放電管制御に関し，その特性改善のため新しい研究を行

っている．

3・9 共振型材料疲労試験機に関する研究

教授

技官

沢井

稲葉

郎

博
三

当所で開発した共振型材料疲労試験機は，すでに実用期に入り，数個所で

採用され，良好な成績を示している．本年度は付属の振幅安定装置に検討を

加え，さらに性能の向上をはかった・

3・10 電子管式アナログ・コンピュータの研究

助教授 野村民也

電子管回路の組合せによって，任意の常微分方程式の解を自動的にグラフ

として描出する装置で， 自動制御装置の解析，合成をはじめ，振動問題，材

料力学の問題など，工学的諸分野に広い利用価値を有している．昭和 27年

度中間試験研究として実用的規模の装置を試作し，さらに昭和 30年度中間

試験研究によって，各種演算要素の拡充を行った．この間確度の限界，誤差

の発生原因とその対策，設計基準などを解明するとともに，種々の実際問題

を扱って実用上の問題点について検討を行っている． （一部委託研究費）

3・11 水銀陰極放電管の陰極輝点に関する研究

数授

研究員

星合正治

望月仁

従来から，電圧型点弧子によって，水銀陰極輝点の発生機構および輝点の

維持の条件などを一般的に求めようとしている．本年度は点弧子にあらわれ

る電圧電流波形と点弧回路との関係を調べた・ 点弧子の電圧電流変化には放

電自体に伴うと考えられる振動が重畳して，かなり複雑な様相を示した・ な
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お， これに関連して，主放電路に発生する振動も観測した・

3・12 真空管発達史

教授星合正治

前年より継続中のもの，本年度はほとんど進展せず．

3・13 パJレス回路とその測定への応用に関する研究

教授森脇義雄

種々の継続時間および繰返し周期を有するバルスとゲート回路とによって

短時間の測定や計数放電管の特性の測定，あるいは継続時間の分布の測定等

に適する回路を作り，従来の方法では不可能であった測定を可能にし，種々

興味ある結果を得ている．放射線のエネルギ分布を測定する波高分析器は掃

引式単ーチャネル型の出力表示部に新しく考案した高速度計数率計を使用し

て，測定に要する時間を著るしく短縮することができた・ なお所要の特性を

有するパJレス回路の合成法の研究も進めている・

（科学研究費，特別研究費）

3・14 自動交換回路の高速度試験装置の研究

教授森脇義雄

熱じよう乱雑音を増幅， クリップしてボア‘ノン分布をなすパJレスを作り，

これを自動交換機の電子管による模擬回路に加えて，諸種の接続法の優劣を

実際の回路を使用するときの数千分の一の時間で測定することができるよう

にして，能率の良い交換回路の設計に役立たせようとするものである．本年

度は待合せ装置付交換回路の模擬回路について実験を行って， ほぼ理論と一

致する結果を得ることができた. (特別研究費）

3・15 ミリ波測定に関する研究

教授斎藤成文

助教授 黒川兼行

4,000 Mc, 9,000 Mc, 24, OOOMc帯の測定に関する研究を完成後， これ等の

経験を基礎としてさらに周波数の高い 60,000Mc帯（波長 5mm), いわゆる

ミリ波帯における測定装置ならびに測定技術の開発を行い， この帯域におけ

るインピーダンス測定器としての定在波測定器，周波数測定を行うための空

胴共振器，減衰の標準としての回転ベイン型の標準減衰器等の試作を完成，さ
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らに測定精度上昇，鼻および測定の容易化のためのミリ波のジャイレータを使

用する研究を行い，ほぼ実用に供し得るものを得た・

3・16 低雑音マイクロ波電子管に関する研究

教授斎藤成文

低雑音マイクロ波電子管の基礎研究として，電子流雑音の 2成分である速

度変調雑音と電流変調雑音の関係を見出すための測定装置の設計を行いつつ

ある． これは本研究者がMIT留学中に行った研究の継続で，両成分の相関

をます事により従来の低雑音管よりはるかに低い雑音指数の電子管が期待さ

れる．

3・17 電力用テレメータならびに保護装置の研究

教授高木昇

東京電力と協同して新しい搬送保護継電方式およびテレメータ方式の開発

研究を行っているが，本年はホール効果を利用した新しいテレメータ方式を

考案し，次いで実用化試験を行ってみる予定である．

3・18 トランジスタの応用研究

教授高木昇

助手石橋泰雄

1) トランジスタ D.C.—D.C. コンバータ

ロケット用電子機器のB電源として従来塩化銀乾電池を使用してきたが，

軽鼠小型を目的としてトランジスタ D.C.コンバータを試作完成し，現用の

域に到った・

2) トランジスタ狭帯域増幅器

LG. Y. vこ際し地磁気測定のための原子核の磁気モーメントに基プロトン

磁力計の増幅器として，電圧増幅度約 lOOdb中心周波数 2kc, 帯域幅土 1

％で温度 10°C~50°C の間で安定に動作する増幅器を試作し，必要に応じ

て現用に供し得るようにした．

3・19 観測ロケット用自動追尾レーダ

教授 高 木 昇

助教授 野村民也

” 黒川兼行
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観測ロケットを自動追尾し，時々刻々のロケットの飛しょう径路を自動記

録するレーダの開発研究を行って来た・ 明星電気目黒研究所の協力により，

周波数 l,680Mc, 追尾速度 6°/sec, ビーム幅土40 のレーダ地上設備とレ

ーダからの電波をうけ，匝ちにレーダに電波を送り返すロケット搭載用トラ

ンスボンダを試作， これをカッパロケットの実験に使用し， ロケットの全飛

しょう軌跡をうることに成功した・ またトランスポンダアンテナとしては沢

山のモデJレ実験の結果，尾腐にノッチを刻んでこれをアンテナに使用するの

が最適であることを見出し，上記のカッパロケットに使用し良好な結果を得

た・

3・20 観測ロケット用テレメータの研究

教授

助教授

” 

昇

也

行
民

兼

木

村

川

高

野

黒

日本電気 K.K.の協力により，本観測用として設計• 製作されたテレメー

夕送信機および受信・記録装置は， ヵyパJ[型以降のロケット飛しょう実験

に実用に供され，いずれも好結果を収めた． この間，テレメータ送信機は数

次にわたり改良が行われ，重景・容租共に昨年度の第 1次試作当時のものに

比べて 6096以下に減じえられている．

ロケット用アンテナは，ボディ・アンテナを改めて尾粟後緑からU字形ア

ンテナを後方に吹流す形式を採用し良好な成績を発揮した・

3・21 合金接合トランジスタおよびダイオードのパJレス特性

助教授 安達芳夫

合金接合トランジスタをパJレス回路に使用したときのスイッチング時間を

ベース接地とエミッタ接地の場合につき測定した・ その結果，スイッチング

時間は入力側と出力側とを区別して論ずべきことを知り，スイッチング時間

とトランジスタ定数および外部回路定数との関係を求めた・ またこの理論を

取り扱うときに便利な函数として拡張誤差函数・拡張ガンマ函数を提案し

た・

3・22 接合トランジスタの特性に及ぼす雰囲気の影響

助教授 安達芳夫

合金接合および成長接合トランジスタの表面状態が特性に及ぼす影響を調
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査するために，雰囲気を真空• 水蒸気・メチJレアJレコーJレおよびエチJレアJレ

コーJレ蒸気と変化して，開放直流帰還電圧（浮動電位）や接合部の逆方向飽

和電流の変化を測定した．たとえば雰囲気がメチJレアルコーJレ蒸気のときは，

pnp型より npn型，合金接合型より成長接合型の方が特性の劣化がはげし

いことがわかった・ また浮動電位の測定に便利な自記記録装置を作った・

3・23 接合トランジスタのアドミタンス変調

助教授

助手

夫

雄

守

昭
上

川

尾

後

さきに当研究室で考案した特殊な橋絡T型インピーダンス・プリッジを活

用して，アドミタンス変調という新しい現象を中心に，各種接合の性質と順

方向微小交流特性に関する基礎的研究を継続した・ 重点を順次高周波トラン

ジスタに移したが， ドリフト型のエミッタ接合は普通の動作条件においても

意外に小さいバイアス電流で容最性から誘導性に転換することを知った・

トランジスタの種類を拡げて他の諸特性とともに調査し，理論的な検討を進

めつつある・

3・24 超音波による非破壊検査法の研究

助教授丹羽 登

超音波インバルス反射法と共振法による好材料の非破壊検査法に関し，総

合調査と実用化研究を行った・

またこれらと他の非破壊検査法との比較研究を行った．溶接部の非破壊検

査に関する総合研究の一部を分担して，特に厚板の突合せ，隅肉溶接部を超

音波で検査するときの欠陥検出能力の検討，他の諸方法との比較の検討を行

った・

46 



第 4 部

4・1 イオン交換の研究

助教授 山辺武郎

イオン交換平衡の研究においてイオン交換平衡の新しい変数を郡入した・

すなわち， “交換分率＂なる変数を郡入して，従来多くの研究者によって用

いられて来た， “当量分率＂に優る結果を収め，さらに“交換分率＂を用い

た平衡式を郡き， Ca-Hの陽ィオン交換平衡， Cl-C03の陰イオン交換平衡

についてその結果を適用せんとするものである・

イオン交換の応用の研究としては，海水の利用研究の一端としてイオン排

除によるホウ酸イオンと塩素イオンとの分離を行わんとするものである．

4-2 ガラスの研究

助教授今岡 稔

珪酸塩硼酸塩燐酸塩，弗化物その他のガラスについて，総合的にガラ

ス形成の条件とガラスの諸性質との関係を調べ，光学用その他のガラスの改

良，新領域開拓の基礎とするものである．本年度は特にテルライトガラスに

ついて調べた. (文部省科学研究費）

4・3 薬液注入法の薬液の研究

助教授今岡 稔

水ガラスーアルミン酸‘ノーダ系薬液の急硬性を生かし， その強度， 安定性

の改良をはかるものである・

4.4 回路電極による現像液の電位滴定

教授菊池真一

銀，金，白金の回転電極を用いて現像液の電位を測定した・ 表面の汚染を

避けるために，上方にてプラシで掃除するよう工夫したところ安定な電位を

得た・

4・5 バナジウム迅速現像法の研究

教授菊池

助手吉永忠司

さきに 2価バナジウムイオンを用いてポジフィルムの迅速現像を行った・
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再現性のある安定した結果を得るため，電位滴定法により 2価バナジウムイ

オンを定墨し現像能力を判定し，またブロムイオンを定量することによりカ

プリを防止する根拠を得た． この結果をもとに反転フイルムの迅速現像装置

を新しく設計試作した・

4-6 原子核乳剤に関する研究

教授菊池真一

原子核乳剤の感光は一般写真乳剤の光に対する感光とは同一視できない．

はじめにB線源の測定を行い，次にB線源による感光乳剤の潜像分布をしら
べた．光と B線による感光の差異を明らかにし，原子核乳剤製造分野に知見
を加えた． この研究には大石恭史が協力した・

4・7 スーパーインポーズに関する研究

教授菊池真

助教授野崎 弘

助手吉永忠司

映画の字器は従来機械的パンチングによってなされているが，色彩映画フ

イルムにはこれがうまくゆかないこの目的を達するために機械的パンチン

グの後に薬品処理を行つて脱色することに成功し，試作機を製作し諸条件を

きめた． これには藤代光雄が協力した・

4・8 ゼログラフィーに関する研究

教授菊池真一

助教授野崎 弘

電子写真といつて，従来の写真乳剤を用いず半尊体セレンを用いた乾式で

迅速な写真技法の研究である・ 感光板を作り，荷電装置を試作し，表面電荷

を測定した・ 応用は印刷，製版を企図している・

4・9 塩素酸化物塩の電解製造とその応用研究

助教授野崎 弘

塩素酸ナトリウムは爆薬，繊維，紙の漂白用の 2酸化塩素の原料として需

要は増大の傾向にある． この塩の高能率電解製造法を研究している．次亜塩

素酸塩では，マグネシウム漂白粉と称せられる化学組成 Mg(OH)2・HCIO.

Mg(OH)2の新化合物を研究し興味ある応用結果をえている・ 鍼水より沃度
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捕集への応用もその一つである・ 塩素酸塩電解にもこれを応用しようとして

いる・ 本研究には藤代光雄が協力している．

4・10 難還元性金属の製錬

助教授野崎 弘

前にア）レミナ電解を研究した．アルミニウムは難還元性の金属で溶融塩電

解で得られる．これに関連性をもつ金属としてチタニウムの電解製錬をとり

あげた．酸化物の電解で，ある程度の結果を得たが，工業的にはまだ幾多問

題がある． 現在は 4塩化チタンの製造研究を行っている． 主として多数の

酸化物の触媒の研究である． これについて 2酸化マンガンが比較的低温で効

果のあることを認めた・ また酸化バナジウムが特異な作用をすることを認め

た． この方面には長島清治の実験協力を得ている・

4・11 電極界而現象とその工学的応用

助教授野崎 弘

前に水電解における水素過電圧，酸素過電圧の究明を行った． これによっ

て金属の腐食対策，研磨，電鍍に関する知見を得た・ ポーラログラフについ

ても新知見を得た・ 電極界面における半郡体の作用を近年注目している・ 最

近はじめた湿式光電池の研究がその一つである・ 高度の酸化をおこなわせる

Fe304, Pb02電極もこれに関連した問題である． これらの諸問題は大学院浜

野裕司の研究協力を得ている・

4・12 顔料の濡れに関する研究

教授浅原照三

助手早野茂夫

塗料，印刷インク等の製造に当って特に重要な問題である顔料の濡れに関

し，種々の面より検討した．バーテル槽および箇易濡れ装置を試作し，カー

ボンプラソク，黄鉛，チタン白を試料として各種溶剤による濡れを測定し，

その接触角を求めた．また濡れる際に排出される空気墨の測定，甜れの際の

湿潤熱を測定し，バーテル槽による研究結果と比較検討した．

4・13 脂肪酸および油脂に関する研究

教授浅原照三

脂肪酸の液体無水硫酸による aース）レホン化を行い， その反応生成物の性

49 



状を明らかにし，その誘導体を合成した・ また脂肪酸ビニルとアクリロニト

リル，酢酸ビニJレ等との共重合を行い，その際の M・R.R.を決定すると共

に，脂肪酸ビニJレの内部可塑性を検討した・ また漆原ニッケル触媒， 銅ーニ

ッケル触媒による油脂の水素添加を研究し，その選択水添触媒としての性能

を検討した・ このほか飽和脂肪酸に関するポーラログラフについて研究し，

その際認められる波は還元波でなく水素波であることを明らかにした・

4・14 界面活性剤の性能試験

教授浅原照一

研究員 後藤健

セミ・ミクロ浸透試験器， ミクロダイオスコープの試作を完了し，繊維に

対する界面活性剤の濡れおよび浸透の現象を研究した．つぎに前年試作した

ゴニオメーター型接触角測定装置について改良を加えたが， これは葉面に対

する農薬の接触角測定用の標準装置として使用されている・

また， この装置を用いて，活性剤の金属に対する防錆効果を検討した，さ

らにセメント，配合肥料に対する界面活性剤の利用について研究し，著しい

効果を有することを見出した． （一部科学研究総合研究費）

4・15 ニトロパラフィンおよびその誘導体の合成

教授浅原照三

研究員 梱場逸志

石油化学工業の一環として重要なニトロバラフィンおよびその誘導体の合

成を目的として，昭和 31年度に引続き研究を行った．原料は天然ガス（メ

タン），石油分解ガス中のプロパンープロヒ゜レンガスおよび高級炭化水素（ド

デカン）を使用した・ 本年は新らたに連続気相ニトロ化装置および気ー液相

ニトロ化装置を完成し， これによつて反応条件の決定，装置材料の検討，廃

硝酸の回収，生成ニトロパラフィンの分離等の研究を行った・ ガス状および

液状炭化水素のニトロ化の条件の決定は完了し，引続き小規模ニトロパラフ

ィン製造装置による製造研究を行っている．誘導体としては， ヒドロオキシ

アミン， クロロビクリンの製造条件の決定および界面活性剤の原料である 2

ーアミノ-2ーメチJレ・プロパノールの合成を行った・

4・16 連続アルカリ融解合成装置の研究

教授永井芳男
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助手後藤信行

技官 田辺正士

アルカリ融解の装置は従来はバッチ式であなわれわれは次の 3点すなわ

ち小型連読式による，攪拌回転を速める，温度の調節を厳密化する，に注目

して次の如き装骰を考案した・

4mにおよぶニッケル製の長樋型反応器中に縦走密接して有多翼攪拌軸を

設け，その各粟は必要に応じた角度に固定し得るようにした．融解剤ならび

に出発原料は，一方より仕込まれると共に一定時間後に他方より流出するよ

う翼の角度と回転速度を按配しうる．融解物ならびに装置の総鼠は大きくな

い故，温度の調節は，厳密に行うことができな温度は最高 300°C, 授拌回

転は最高 1,000rpmの性能がある. 2-アミノアントラキノンよりインダン

スレン・プリウ RSの合成につき研究中である・

4 -17 染料の合成に関する研究

教授永井芳男

助手後藤信行

技官 田辺正士

ィンダンスレン染料は最堅牢な染料として将来ますます重要なものとなる

が，価格の比較的高いことが唯一の欠点である・ それは第 1に反応工程の選

択，第2に合成技術の水準，第3に原料の価格に懸つていなそこで，近代

的新反応の採用，有機電子論的考察，副反応の探究， 日本的立場よりする再

吟味によつて反応工程のより合理化を図り，収率並びに品質の向上に努めて

いる．別に合成繊維，例えばオーロン，テリレン用染料の研究もしている・

4・18 未利用タール成分の利用研究

教授永井芳男

助手後藤信行

技官 田辺正士

未利用資源の利用研究はわが国にとり極めて緊要であるが， このことはコ

ールタールの分野において特に感深いものがある．実にコールタールの 90彩

以上が何等高度の利用なく研究的に放置され， 32年度においてその蜃は 40

万トンに達している．筆者はピリジン高級同族体，アセナフテン， ビレンを

分担し基礎研究を行っている．総合研究とは別にアントラセンの化学を行っ

ている．アントラセンは堅牢なアントラキノン系染料の重要な原料であり，
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概して酸化によりアントラキノンとしての立場より合成原料に用いられてい

る． しかし有機電子論的な観点よりアントラキノンには多くの弱点のあるこ

とが考えられるので， これをできるだけ避けるためにアントラセンのクロ）レ

化を基礎的・徹底的に行いつつある．現在までに 10数ケの化合物につきそ

の合成法，性質の詳細な知見を得ている．なお， クレオソート油の利用研究

も行いつつある．

4・19 微鼠有機合成に関する研究

教授 永井芳男

助手 後藤信行

技官 田辺正士

有機合成研究における使用原料は，ほぼ 10-100gのオーダーであるが，筆

者はその 1/100-1/1000たる O.lgの程度で合成反応操作の研究を進めつつ

あり，従来までは成功的であった．微量分折法， クロマトグラフ法，赤外線

吸収スペクトル等を併用することにより， このアイディアは着実に体系化さ

れつつある．

4・20 低分子放射線化学の研究

教授永井芳男

助手後藤信行

低分子化合物への放射線の照射効果については，ほとんど報文的に明確な

記載は見られないが，ニュース的には相当な成果を期待してよい事実が世界

的に注目されつつある．特に合成面においては興味深く，例えば，ソ連より

はベンゼン 1kgよりフェノール 1kgを得るという画期的ニュースも出て

いる．われわれは 50Curie以上の種々な 5ocoを使用可能な範囲に用いて広

汎な研究を行つている．

4・21 連続蒸煮機に関する研究

助教授 中村亦夫

助手吉弘芳郎

濃厚膠によるアルコール発酵の中間試験で，濃厚な原料液の蒸煮のため間

接加熱による連続蒸煮機を考案使用してよい成績を収めた．さて現在わが国

のアルコーJレ工場では簡易な連続蒸煮機が要望されており，また結晶プドウ

糖の製造では連続糖化機が問題となつているが，間接加熱式のものはこの目
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的に適している． しかし澱粉質原料の間接加熱による蒸煮に関しては研究資

料が少ないので，この点研究中である．

4・22 糖類の分解に関する研究

助教授 中村亦夫

助手吉弘芳郎

デン粉を酸で加水分解してプドウ糖を製造する際に副反応として起る糖類

の分解について定量的な研究が行われていないわれわれは，まずヒドロオ

キシメチルフルフラールの比色による簡易定星法を考案し，これにより， プ

ドウ糖，果糖， ショ糖などの酸性溶液中の分解を定蜃的に研究している．

4・23 連続溶剤回収に関する研究

教授福田義民

研究員 河添邦太朗

有機溶剤を使用する工業においては，工程の廃気中に含まれる有機溶剤の

回収がしばしば行われるが，その場合一般には活性炭を充填した吸着塔が使

用されている．それに対する新しい装置として活性炭の移動層による連続的

な溶剤回収装置を試作し，吸着部の圧損失，脱着用水蒸気の所要量等につい

て検討中であるが，従来の吸着塔に比し相当少くて良い．

4.24 炭化水素混合液の吸着による分離

教授

研究員

福田義民

河添邦太朗

各種の液体炭化水素に対する吸着剤の選択吸着性を置換クロマトグラフィ

によつて検討すると共に，置換クロマトグラフィによつて炭化水素混合液を

分離する際の吸着帯の状態変化，吸着帯の長さ等について解析し， シリカゲ

ルーベンゼンーシクロヘキサン系，シリカゲルートルエン―-nーヘプタン系の

実験結果がよく一致することを認めた．

4・25 イオン交換操作の研究

教授山本寛

技官丸山隆

固定床式イオン交換樹脂充填層によるイオン除去において，交換帯層高に

およぼす液流速， イオン濃度の影響を研究し，固定床イオン交換装置，移~
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床式連続イオン交換装置設計のための化学工業的基礎研究を行っているほ

か，多成分系のイオン交換特性の研究も行つている．

4・26 塩類精製に関する研究

教授岡宗次郎

助手粟原鎮夫

特殊イオン添加による高純度塩類の製造についての研究を続行し，イオン

交換樹脂による不純物の分離精製に関する諸条件を探求すると共に，その結

果をボーラログラフにより検討した．

4-27 EDTAを使用する分析法の研究

教授岡宗次郎

助手和田芳裕

EDTA(エチレンジアミン四酢酸）を用いる種々の定最法を検討しており，

ロゾール酸系の色素を指示薬とする鉄，アルミニウムの同時定量法，カルシ

ウム，マグネシウム，ニッケル， コバルト等の新定最法を研究し，珪酸塩，

工業薬品，製塩工業その他への分析に応用した．

4・28 希土類元素の分祈法の研究

助教授 武藤義一

特殊光学ガラスなどに用いる希土類の分離定量法を研究し， ランタン中に

共存するプラセオジム，ネオジム，サマリウムについてオキシン，ジアセチ

Jレモノオキシムなどの有機試薬による分離法に成功し，また分光光度法によ

る定愚を行い，従来知られなかったサマリウムの近赤外部の吸収を発見し，

これを利用して良好な結果を得た．

4・29 定電位電解分析法の研究

助教授 武藤義一

助手中島徹

さきに試作を完了した全真空管式および磁気増幅器式の自動定電位電解装

鼠を利用して，ニッケルおよびコバルトの電解定量法を研究し，また種々の

型式の水銀陰極電解槽を試作して，それによりナトリウム，カリウム，力Jレ

シウム，マグネシウムの電解定鼠法を研究した．
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4・30 アルギン酸誘導体の研究

教授高橋武雄

アルギン酸のプロピレングリコーJレ・エステルの水溶液の電郡度がそのエ

ステJレ化度によって，あるいはまたその濃度によっていかに関係するかを研

究して，その重分子電筋質としての特性を明らかにしつつある・

またアルギン酸の酷酸エステル(80銘アセトン可溶性）の製造について研

究し，ケテンを用いる気相酷化法に比して繊維状酷化法（ベンゾーJレの存在

で無水酷酸を作用せしめる）の方が比較的容易に目的のエステルを得ること

を明らかにしたので，その反応条件と酷化度との関係に関して攻究しつつあ

る． （総合研究費「高分子電解質の研究」分担）

4・31 アルギン酸のイオン交換作用の研究

教授高橋武雄

助手 白井ヒデ子

アルギン酸の各種陽イオンに対する交換作用に関して，従来ほとんど断片

的研究があるのみであるが， アルギン酸の陽イオンの種類， 交換反応条件

(pH等）に関する特異の選択性を利用することによつて，化学分析，化学工

業上興味ある応用が見出される.Be鉱石より Beの製造工程における Alと

Beとの分離，化学分析における FeとAlとの分離， FeとCuとの分離等は

この方法によって容易に目的を達することができる・

4・32 交流ポーラログラフによる分析法の研究

教授高橋武雄

助手 白井ヒデ子

さきに当研究室において交流ブリッジ型自記式ボーラログラフの試作研究

を行い，世界に未だ見ない本装置を現在市販するに至ったので， これが化学

分析における応用の研究をひきつづき行っている・ 無関係塩の種類ならびに

濃度， pH等の条件による金属イオンの半波電位の移動， 検最線の直線性に

ついて詳細に研究している．

4・33 製錬反応の非可逆熱力学的研究

助教授 松下幸雄

鉄鋼製錬においては，主として不均一系化学反応が相互にあるつながりを

保って進行するが， これに拡散，粘性流動などの物理過程が著しい効果をも
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つている上， とくに現場的には，熱力学的平衡状態を期待できないのが普通

である・ そこで，たとえば溶鋼中酸素の動的変化につき，現場資料をもとに

して非可逆熱力学的な立場から考察をすすめ， とくに鋼溶中酸素分析試料採

取法の理論的検討を行つた． （科学研究費）

4. 3A 溶銑中酸索と脱硫過程に関する研究

助教授 松下幸雄

真空溶融法によつて銑鉄試料の含有ガス量をきめることができるが，当所

の 1t試験高炉の操業実績にもとずき，主として，溶銑中硫黄のスラッグ，

メタル間における移行と，溶銑の酸化度との関係につき，数多くのデータか

ら重相関回帰式を求めて脱硫機構を考察した・

4・35 鉄鉱石の還元試験

助教授 松下幸雄

特殊の製鉄原料について，この溶体還元試験を行った．（所外受託研究費）

4・36 マグネシウムその他の金属の電解製錬に関する研究

教授江上一郎

金属を塩化物電解法によって製造する場合，陽極に発生する塩素の処理法

は重要な問題であるが，特殊な陽極を用いて，高温•発生機の陽極塩素を直

ちに陽極構成物質と反応させることによって，電解製錬を有利に郡くことが

できる．この観点から， Mg,Tiその他の金属の電解製錬にこれを応用し，

その基礎的研究と同時に工業化試験を行っている．

4・37 原子炉用アルミニウムおよびその合金材料に関する研究

助教授 加藤正夫

技官西川精

原子炉の構造材料にアルミニウムおよびその合金がかなり多く使われる・

この場合高純度の水を用い，ことに温度を上げた場合には従来の腐食とはか

なり異なった腐食の形式をとる．これらの問題を検討するために，主要成分と

不純物の量をそれぞれ変えた 2S,52S, 61 Sなどの合金について 120°cの

腐食試験を行っていなこれは今後 so0c,50°cについても行い，また pH

や各種イオンの影怨の試験にまで及ぶ予定である．目下ア）レミニウム合金の

表面にできた腐食生成被膜の種類と量の評価の方法も検討中である．
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4・38 鉛合金に関する研究

助教授 加藤正夫

技官西川精一

Pb-As合金の Pb側の固溶度の決定，その時効硬化特性を組織， 電気抵

抗，硬度測定によって行った・ また Pb-Sb合金の焼入直後の冷間加工の影

啓を時効硬化特性と結晶粒界反応の両面より研究した・ 現在 Pb-Ag合金の

析出機構についての研究も行っている・

4・39 放射性ガラス砂による漂砂の追跡の研究

助教授

助手

技術員

夫

敏

丸

正

昌

乙

藤

林

藤

加

小

佐

昨年度までの研究に引続き，本年度は苫小牧海岸では水深9mおよび6m

における放射性ガラス砂の垂直分布をしらべる実験を 2回行い，また伊良湖

岬港湾周辺における標砂の追跡実験を 4カ所行つて成果を得た・ 皇的分布の

追跡法の研究はなお続行中である・

4・40 ツリウムー170を用いたr線ラジオグラフィ
助教授 加藤正夫

助手小林昌敏

昨年度における基礎実験に引き続き，今年度はその実用化をはかる目的で

フジXレイフィルム，サクラ Xレイフィルムについて欠陥判別度曲線，露出

線図を詳細に検討し，アルミニウムおよびマグネシウム合金のラジオグラフ

ィに当って必要なデータを作製した・ このほか鉛ハクおよび螢光増感紙の効

果を測定し，種々の部品の構造や欠陥の検査をも試みた・

新年度に予定されているツリウムー170lCを用いた各種電縫管溶接部のラ

ジオグラフィの研究の準備を行つた．工業的応用の実施段階に入ったわけで

ある・

4・41 C-H比メータの試作研究

助教授 加藤正夫

助手小林昌敏

技術員 佐藤乙丸

前年度の試作研究では C-H比メータの機構各部の検討を行ったが，それ
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らの結果にもとづいて今年度は示差方式による g線検出のためのイオン箱と
プリアンプ，セJレ，安定化電源の試作を行った・ 予備実験としてはガイガー

計数装置によりヘプタン，ベンゼン，キシレン，エーテル，メタノーJレ，ェ

タノー Jレ，アセトンなどの高純度溶液試料中での Sr9o—y•o の B 線の吸収を

測定し良好な結果を得た・

来年度には直流増幅器，比重測定装置をつくり c:...H比メータを完成する

予定である・

4・42 放射性同位元素による石油製品の品質改善に関する研究

助教授 加藤正夫

放射性同位元素を用いてガソリンおよび潤滑油の品質を検討するための数

種の実験を行った．第 1にピストンリングの摩耗試験を行うために， ビスト

ンリングをサイクロトン（京大所有）で 15Mevに加速された重陽子核衝撃

によって放射化し， この放射化されたヒ゜ストンリングを用いて摩耗試験を行

った場合の感度の限界を実験的にしらべ十分利用し得ることを確認した・ さ

らに東海村に設置された JRR-1原子炉による放射化の試験を継続中である・

第2に潤滑油中のイオウによる銅および銅合金の腐食試験を S-35を用いて

行い，第3に S-35, Co—60, Ni—63 などの低エネルギ B 線によるエンジン

・デポジットの計量法，および第4に S-90の高エネルギB線によるガ‘ノリ
ン中の鉛分の定鼠法の試験などを行った・

4・A3 鋳物用耐蝕アルミニウム合金の研究

助教授 加藤正夫

技官 中村康治

Al-Mg 2元系合金のうち JIS規格合金として実用されている Al-4.5鈴

Mgおよび Al-1096 Mg合金についてその製造条件の研究を行い， また主
成分や不純物の含有量の変化による影響を明らかにした・ この基本系として

の Al-Mg系の Mg含有量による諸性質を測定し，特に高 Mg域における

Siの挙動を金属学的に解明した・

4・44 流動還元法による鉄粉の製造

技官原善四郎

助手島崎俊治

鉄鉱石やミルスケールを流動法で還元する方法は，廉価な鉄粉をつくる方
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法として注目すべきものであるから， この方法の基礎的条件を明らかにする

ための研究を行った・ その結果，鉄鉱石やミ Jレスケールの粉末は流動法によ

る水素還元が可能で，その場合の還元速度は粉末をボートに装入して還元す

る場合の速度よりも著しく早いことが判明した・

4・45 銅合金に関する研究

技官 西川精一

Cu-Al合金g相の恒温変態の金属組織 X線的研究， Cu-Ala粗の加工
硬化と低温焼鈍に関する研究を行った・ 純銅，レッドプラス，アルプラック，

キュプロニッケルの耐食性について研究を行った・

（耐食性試験は一部所外受託研究費）

第 5 部

5・1 粗粒材を含んだ土の性質の研究

助教授 三木五三郎

粗粒材を含んだ土の性質を調べるには，従来の普通の土質試験方法では困

難なことが多いので，含水量の多少の程度と締固め度を間接的に推定する方

法としてドロップ試験の適用性を検討し，また原位置におけるセン断強さを

知るために前年度来研究中の引抜き試験をさらに改良し，いずれについても

現場で実用可能の見通しを得た． （科学研究費）

5・2 ソイルセメントの強さの試験方法の研究

助教授 三木五三郎

道路路盤等についての表層安定処理工法は，施工機械の進展に伴って急激

に実用されようとする機運にあるが，安定処理土の強さについての基本的な

試験方法は，わが国ではほとんど研究されていない実情なので， とりあえず

ソイルセメントの場合についてイギリスの標準試験方法を中心に各種の方法

の比較検討を始めた・

5・3 トラフィカビリティについての研究

助教授 三木五三郎

助手今村芳徳

含水量の多い土工現場で施工機械を合理的に運行し，ひいては質のより工
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事を完成させるために，ペネトロメータおよび練返し試験機による測定結果

から，その場所のトラフィカビリティを判定する方法を研究し，数ケ所の現

場について各種の施工機械に関する実測をも行つて，この方法を実用するた

めの基礎資料を集積している． （建設省建設研究補助金）

5・4 土木構造物の応力測定

助教授 久保慶三郎

土木構造物の応力または変形を実物について測定し，構造物の耐力の判定，

設計の改善に資せんとするものであな本年度は東洋埠頭KKのトランスポ

ータクレーン，群馬県月夜野橋，その他吊橋等について測定し，吊橋は特に

その減衰係数を主として実測したものである・

5・5 鋼床板の実用計廓法

教授福田武雄

橋の技術の進展にともない，鋼橋の橋床として鋼床板が使用されるように

なった・ しかし，鋼床板には各種の型式が考えられ，その理論も未だ十分に

は究明されず，設計上きわめて複雑であり，かつ難解な構造である．本研究

では，直交異方注板理論を基本にして，橋床としての実用計罪法を求め， 目

下準備中の床版試験機の完成をまって，実物大の試験体につき実験を行うよ

う研究を進めている・

5・6 河川の形態の緩慢な変化に関する研究

助教授 井口昌平

河床または河岸が移動し得る物で構成されている場合に，河川に工事が行

われ，または流域の水や土地の利用状態が変ると，それにつれて河川の形態

が緩慢に変化することが多いその変化はさらに河川の流れの regimeを変

化させることにもなり，さらに再び形態に影態をおよぼすとも考えられる・

この研究はそのような現象を個々の河川について求め，またそれについての

一般的な知識を求めることをめざしている・

5・7 高炉セメントを用いたコンクリートの研究

教授丸安隆和

助手水野俊一

高炉セメントおよび二種高炉セメントを用いた場合のコンクリートの性
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質，配合設計，養生方法，その他について研究を行っている・

5・8 コンクリートの品質管理に関する研究

教授

助

和
一
隆

俊
安

野

丸

水

所望の品質のコンクリートを製造するために必要な諸種の問題を研究して

いくのが目的であって，すでに実際の現場における試験，品質管理に必要な

試験方法，配合設計を行うための平均強度の取り方などについて研究し，そ

の成果を発表し，各種の示方書にも取入れられている・

5・9 天然色航空写真測曼に関する研究

教授丸安隆和

助手大島太市

航空写真測盟のさらに広範囲な利用を目的として，天然色航空写真測間の

利用を考えた・ すでに試写を終り，撮影条件その他の諸問題を検討している・

天然色写真の効果については，まだ世界各国でその研究が緒についたばか

りであり，結論は出ていないわが国においては最初の研究であり，国産材

料による写真の効果の検討と相まって，大いにその利用の道を拓くべく研究

を進行させている・

これと同時に赤外線写真の撮影も行い，モノクロ，天然色と合せて地質の

写真判定を行うべく，研究に着手した・

航空写真による地質の調査は，直接踏査の不可能な地域における計画に大

きい意味を持っており，新しい写真測最の分野が開拓できるものと考えられ

てし、る・

5・10 建築構造物のリミットデザインに関する研究

助教授 田中 尚

終局強度を対象とした構造設計法に関する研究の一部として， 2種類以上

の荷重が作用する場合の累加強度に関する研究をなし，鉄骨鉄筋コンクリー

トなどに利用範囲の広い累加強度に関する法則を得た・

5・11 殻構造に関する理論および実験的研究

教授坪井善勝

殻構造の力学的性状を把握するため，理論的実験的に研究を進める・ 主と
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して実用性が高い偏平殻を対象とし，載断球殻および HPシエル（ハイパボ

リック・パラボロイド・シエJレ）に定差法を応用した解析を行い，特に，種

々の支持条件に関して弾性実験ならびに鉄筋モルタル模型による荷重試験を

併用して検討を加えた・

また， コノイダル・シエルの理論的研究，円筒相貫体シエルの実験的研究

も同時に行い，周辺の支持条件，曲面の不連続性等について明らかにし，殻

造設計上の指針を与えた. (一部科学研究費）

5・12 水平力を受ける無梁板構造に関する研究

教授坪井善勝

無梁板鉄筋モルタル模型に静的繰り返し荷重を加え，各点の歪み，撓み，

柱頭の破壊性状を測定し， これと理論式とを検討して，無梁板構造の耐震設

計の基礎資料をえた・

5・13 水平力をうける曲面板構造に関する研究

教授坪井善勝

曲面板構造が地震力を受けた場合の性状を研究する基礎的段階として， 4 

本の柱に剛接された円筒殻が軸方向に繰返し，静的水平力をうける場合の挙

動について理論的，実験的に研究を行い，殻の撓み，歪み，亀裂の分布状況

および破壊機構等，構造設計上の資料をえた・

5・14 鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究

教授坪井善勝

特別研究員若 林 実

数年来，実験的研究を行ってきた鉄骨鉄筋コンクリート構造に関する研究

のうち， (A)曲げモーメントを受ける梁， (B)偏心圧縮柱， (C)剪断力を伴

う柱，に引続き， (D)剪断力を受ける梁， (E)仕口，の研究を行った．上記

(A)~(B) は鉄骨鉄筋コンクリートに関する大部分の問題を網羅するもので

あって，これらを総合して得られた結論は，鉄骨鉄筋コンクリート構造設計

上の諸問題に対する指針を与えた・

5・15 鉄筋コンクリート架構接合部に関する研究

教授

助手
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鉄筋コンクリート架構接合部に関する実験的研究のうち，短期応力（地震

時）を対象とするはりハンチの配筋効果に関する研究と逆対称荷重をうける

仕口 (joint)における鉄筋の付着に関する研究を行い，鉄筋コンクリート構

造設計上の資料を得た．

5・16 建築物の熱的および透湿的性質に関する研究

教授渡辺要

種々の形をした隅角部分および多層平面壁の温度分布の理論や熱的定常お

よび不定常状態における温度分布，熱伝導の実用解とその比較などの研究を

行い，建築設計の実際に便利に応用し得る結果を求める・ なお建物（特に寒

地建築）の防露を目的とする各種材料の permeabilityおよび防露計冥法に

ついて研究を進めている・

5・17 設計用戸外気温に関する研究

教授渡辺要

暖房および冷房のための設計用戸外気温は建物の種類，熱容量，使用時間

などによって，そのとりかたを変えるべきである・ この点について総合研究

を行つて来たが，本年度は地中温度のとり方と地下室あるいは土間床からの

熱損失について暖房設計計節のための実用解を求める・

5・18 吸音，遮音材斜に関する研究

教授渡辺要

助手石井聖光

オーディトリアム（測場・映画館・講堂・公会堂• 音楽堂など），事務室，

工場などで用いられる各種吸音材料の吸音率，吸音力の測定およびガラス

窓壁材料などの透過損失を測定し，かつこれらを理論的に解明することに

努めている・

5・19 室内音態におけるエコーに関する実験的研究

教授渡辺要

助手石井聖光

オーディトリアム内でエコーが発生することは最も悪い音啓現象である・

そこで模型実験により，平面，凹曲面などの壁面からのエコーと，これらの

壁面に屏風折，ボリシリンダなどの拡散体を取り付けた場合に，ェコーがい

63 



かに減少するかを検討した・

またこの実験のためにボリエステル膜を振動膜に用いた超音波用のコンデ

ンサ型のスピーカ，マイクロホンを試作した． （一部科学研究費）

5・20 高速ダクト・システムにおける吹出気流ならびに騒音制御

に関する研究

助教授 勝田高司

助手後藤滋

外 1 名

空気調整において，高速給気法を採用する場合に問題となる吸出口ならび

に騒音制御に関して，理論ならびに実験的研究を行う．各種の減圧消音吹出

ユニットおよびダクト系に用いる消音器の性能について実験を行い，それら

に関する資料をうると共に設計法に対する検討をし，現場における実施指尊

をも行う．また室内気流および温度分布の観点より適切な吹出口をうるため

の各種形式吹出口の特性を実験検討中である． （一部受託研究費）

5・21 パネル型エア・フィルタの集じん性能に関する研究

助教授 勝田高司

助手後藤滋

一般に空気調整装置に用いられていないわゆるパネル型のエア・フィ）レ

タに関しては，その正確な資料に欠けている．本研究室においてはこれに対

する試験装置を製作し，パネル型フィ）レタの抵抗，集じん効果，捕集能力等

につき測定を行い，性能の高いフィルタの試作をこころみている・

5・22 局所排気に関する研究

助教授 勝田高司

助手後藤滋

工場内のガス，塵埃および熱等を除去するための排気フッドならびに可撓

ダクト等につき，実験的検討を行い，それらの性能向上と共に設計上の資料

を求めようとするものである． （一部労働省試験研究費）

5・23 軽金属およびプラスチック材の建築への応用

教授星野昌一

軽合金およびプラスチック材の建築への応用は，ょうやく軌道にのってき
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たが，まだ適切な工法が採られていない場合が多く，各種材質，用途に応じ

た標準仕様の研究を行い，これら新材料の進むべき途を指導している・

5・24 軽薗不燃構造の実用化試作

教授呈野昌一

銅板折曲材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート i

病院，船室等を試作し，その居住性，温湿度，耐候性，経済性，防水性など

の研究を重ねてきたが，公営住宅，公庫住宅等の不燃化の線に沿い，経済的

に実用化する設計を進め，試作をつづけている・

5・25 建築配色基準の作製

教授星野昌一

色彩調節の理論をさらに一歩進めて色彩調和の通則を求める研究を行い，

各種用途の建築の内外の配色の砧準をつくり，実際の建物に適用してその効

果を検討している・

5・26 都市再開発についての研究

教授高山英

研究課題「大都市における空閑地に関する研究」，「立体区画整理に関する

研究」などの成果に基き，前年度より継続して，再開発の予想せられる地域

を選定して実態調査を行い，設計上，建設上，経営上の問題を明らかにし，

その実現方策について，検討を加えた．

本年度は主として「日本橋横山町調査」を行い，また，山手住宅地の数地

点についても調査を行った・

5・27 住居設計基礎理論

助教授池辺 陽

従来の日本の住居は，生活様式，生産方法その他の面に欠陥があり，その

解決は重要な課題である． この研究はその一部として，住居デザインの理論

化を目標として迎められているものである．方法として資料分析，実験，

験住宅の設計実施等を併用し，現在までに組織理論をほぼ終了し，現在動的

組織，定量分析を主として行っている． これによって住居の優良度の測定が

可能となると思う．

5・28 建築標準化の研究
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助教授池辺 陽

建築の工業化の進展は，建築各部品の標準化を必要としている．標準化の

前提条件ともいうべきモデュール（基準尺度）について，理論，および実験

研究を行ってきたが，現在ふ=2n+z<n-r)p+z<n-2)q+2<n-3)y(p, q, rは0ま

たは 1)によってあらわされる数列を完成した． このモデュールは，建築部

材断面より，部屋の大きさ，建築グロックから，都市計画にまで適用される

ものである．

5・29 アパートのモデュール設計の研究

助教授池辺 陽

現在建設されているアバートには各種の型があるが，部分にいたるまで違

った寸法になっているために，生産面からその統一が要望されている．本研

究は前記のモデュール数列の完成にともない，その実際的応用面として，ァ

パートの各型をモデュールによって共通性を持たせようとするものである．

（なお，この研究の一部は， 日本住宅公団の委嘱によって，現在進められてい

る）．

5・30 建築部品の工業化に関する実験研究

助教授池辺 陽

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは，現在必然的な動向であ

る． これに対して前にモデュールを利用し，部品化を行い，各部品の性能，

費用等をチェックすることにより，建築部品工業化の前提条件を設定するも

のであり，現在主として壁，建具等の部分について，その実験を進めてい

る．今後構造体にも実験を進める予定である．

5・31 建築の発達の技術史的研究

教授関野克

助手伊藤鄭爾

II 村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への

発展をたどってきた． この過程を技術史的に分析し建築技術の本質と発達の

法則を明らかにすることは，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を

全体的に把握するためには不可欠のものである．従来の建築史は例外なく芸

術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど無力であった・ 本研究は
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建築技術者に対して有用かつ積極的な示唆を与えるような建築史の体系を新

らしく作りあげることを目的としているものである．

5・32 日本における鉄筋・鉄骨構造建築の技術史的研究

助手 村松貞次郎

明治時代末，わが国に導入された上記新構造形式を，それ以前の石造・煉

瓦造技術と比較し，さらに今日に至る発展経路を構造詳細・設計理論および

材料生産について検討した. (科学研究費）

D. 受託研究

当所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 32年度においては次のよう

な数字を示している．

受理件数 8 

歳入額 3,000 (単位千円）

委託者は主として工業生産に関係ある諸会社と，官公庁である. 32年度中

に受理した分につき，題目等を挙げれば次の通りである．

番号 ,/. c', 託 題 目 担当 者

1 自動車性危向上 平尾 収
亘理 厚

2 無回転板式油ポンプの研究 石原智男

3 折面構造の実験的研究 坪井善勝

4 高速度写真による電線製造機械の解折に関する 柏村

5 黒四アーチダムの模型実験 丸岡本安 舜隆和三

久保慶三郎

6 金属管フィリップスゲージの試作研究 富永五郎

平尾 収
7 自動車の性能に関する研究 亘理 厚

石原智男

8 高炉セメントおよび二種高炉セメントの研究 丸安隆和
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3. 主要な研究施設

A. 特殊研究設備

1. 微分解析機

この檄械は純機械的計邸方式による大型自動計卵機で，その主な用途は常

微分方程式を解くことにある．いわゆるアナログ計雛機の一稲であるが，電

子管式のものに比べて，計罫速度は劣るが，精度・信頼度が高く，動作中，解

の進行の有様が目に見え，故障が少ないなどの特長をもっている．

本機は旧航研における試作一号楓の経験をもとにして性能（梢度，容最），

使い易さなどに研究を重ね，新らたに設計，製作されたもので，現在，粕分

機8台，入力卓3, 出力卓 1,加算機9, 連結装置，配電盤などから成り，

また速度の遠隔制御装置を付属している．

本機の準備時間は 1日程度，解は一本につき 15分程度，精度は 0,1~19t 

位，現在までに，各種の非線型振動，自動制御系，原子，分子の波動函数，

ロケットの性能計節などに応用され，所内の研究の有力な手段となり，また

外部の委託にも応じている・

2. 秋田ロケット実験場

(1) ロケットエンジン・テストスタンド

観測ロケット用エンジンの地上性能試験装置として，昭和 30年度に秋田

県由利郡岩城町勝手中島海岸に建設された． これはエンジンの地上テストを

行うもので，付設された計測室で，内圧，推ヵ，温度などの測定が行われる．

テストスタンド建舎は耐爆構造を有し，エンジンの異常燃焼による爆発に耐

える設計が行われ，計測室も同様耐爆構造を有し，上述の計測をするととも

に反射鋭を用い耐燥ガラスの窓を通して安全に燃焼状況を観測することがで

きる．なお，水平テストスタンド内には燃料の温度を恒温に保持するための

装備がある．

(2) ロケット餃測室

昭和 31年度にロケット観測室が建設された・ 鉄筋コンクリート造の 3階

建で延坪 13坪強， 屋上に自動追跡レーダを据付け， レーダおよびテレメ
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ータによる観測ができる外，指令室，作業室を兼ねられる設計になっている．

(3) その他の実験設備

組立室は二段ロケットの屋内給立およびランチャーヘの取付けに必要な容

租とクレーン設備を有し，メイン・ロケットおよび計測器のための衝撃試験

機を備えていな発射場はコンクリート舗装で火焔除けの溝と障壁を備えて

おり，また組立室との間は舗装されて， ロケットおよびランチャーの牽引運

搬に便にしてある・

3. 電子顕微鏡室

当研究所には下記の 3台の電子顕徽鏡が設置されており，その主要々目は

下表の通りである．

1. 日立製作所製 HU4型

2. 日本電子光学研究所製 JEMl型

3. 表面放出型高温金相電子顕徴鐙（分解能 1,500A) 

H U 4 型 J E M 1 型

直接倍・ 率 3, 000-15, 000 {音 2, 500-5, 000 #合

写真引仲 150,000倍 50,000倍

分 解 や月I:: 5oA 50A 

終像の大きさ 直径 60mm 直径 45mm

この内 JEMl型は電子顕微鏡としてのみでなく， 高分解能電子回折装置

としても使用できる．

その外に付属器具として真空蒸着装置・試料分解装置・電離真空計・位相

差顕徽鏡等も完備しており，広く所内外の需要に応じて，徴粉体の形態• 金

属組織・固体の変形機構等の撮影を行っている．

4- 放射性同位元素実験室

実験室は控室• 更衣室・シャワールーム・測定室・暗室および化学操作室

から成り，セミ・ホットの実験が可能なように造られてあな設備としては

化学採作用ドラフトチェンバ2台・ドライボックス 2台・換気ファン・艮宇蔵

庫・速隔操作用特殊配線・カウンタ用定電圧装置などであるが，測定器とし

ては G.M.カウンタ 3台・サーベーメータ 1台・ローリッツェン検電器 1台
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・レントゲンメータ 2台・ポケットチェンバ 10本， その他各種の R.I. 実

験用器具類が備えてある．強いr線によるラジオグラフィの研究用分室，放
射性汚染物処理場もあり，放射線障害の危険に対して十分な処置が講ぜられ

てある．

5. 材料実験室

材料実験室には各種の万能試験機の外に，捩り・衝撃・硬さ試験機が設置

され，別に疲労試験室，振動実験室がある． これらの諸施設は各種の研究に

活発に利用されているが，設備の整備と充実にはたえず努力がはらわれてい

る・ 最近オルゼン型 5ton万能試験機 (XY記録計つき）が新たに設置され

た．この他特色ある設備として，高温引張試験装置（容螢 5ton, 850°C), 

インダクタンス型XY自記記録計がある．種々の強度試験に必要な歪計も整

備され， とくに抵抗線歪計の研究とその利用が活発に行われている・

6. 高速度写真撮影装置

主要な装置としては 16mm  Fastax高速度カメラ（米国 WollensakOpit-

cal Co. 製，同転フ゜リズム式，最高撮影速度毎秒7,000駒，付属レンズ7種），

生研製超高速度カメラ (16mm フィ Jレム使用， 最高撮影速度毎秒 7万鞘，

8mmフィルム使用，最高 20万駒），格子式超高速度写真撮影装置（毎秒数10

万~1億鞘の撮影可能，爆発現象，衝撃破壊現象等の研究に使用），各種閃光

放電管式瞬間写真撮影装置（閃光継続時間 1, 10, 100, 200, 1,000マイクロ

秒の数種類）があるまたこれらの装置用各種照明設備，解析用装置等完備

し，普通程度の高速度現象から超高速度の現象に至るまで撮影解析が可能で

ある． これらの装置は，当研究所写真委員会ならびに第2部植村研究室によ

り管理運営されており，所外よりの委託研究にも応ぜられようになっている・

1. 暖房用放熟器試験室

暖房用放熱器の性能試験は，規定により外室の内部に二重に設けた試験室

内で行わねばならず，試験室の各部の寸法等も 10疹の許容偏差の範囲内で

規定された寸法を有するものでなければならない しか心鋳鉄および鋼板放

熱器と対流放熱器とでは規格が異るが，本試験室はそのいずれにも適合し，

かつ測定法を正確容易にするように設計されている．

8. 自動車試験台
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自動車試験台は自動車の走行抵抗，振動，乗心地，操縦性安定性などの研

究に用いる．その主要部は直径約 1mmの回転ドラムと 200IPの電気動力

計とからなる・ 喧気動力計はドラムを駆逐するか，逆に自動車がドラムを駆

動するときの出力を吸収する． この試験台によって振動試験を行うときはド

ラムの円周上に正弦波状のカムを取りつけて駆動し， ドラム上の車に正弦状

の強制変位を与える．走行抵抗などの測定にはカムを除いて車の推力などを

測定する．自動車の運動性能に関する実験をする時は特殊の自動操縦装置を

用い 16mm撮影機によりその応答を求める・ また横荷重を加えることによ

り， タイヤのコーナリンクカに関する実験を行うこともできる・

9. コンシューマプル・アルゴンアーク溶接機 (Mig溶接機）

本装置はア）レミニウム，チタン，ステンレス，軟鋼等各種金属の溶接が可

能で， ア）レゴン雰囲気中で溶加心線自身からアークを発生して， 溶接を行

ぅ．溶接機の電源特性は従来普通に使用されてきた垂下特性のほかに，定電

圧特性を有していて，自動制御特性が良い．溶接頭は厚板用のエヤコマチッ

ク型と薄板用のフィラーアーク型の両者が付属しており，広範囲の板厚に対

して半自動および自動溶接が可能である・ 主な付属装置としては溶接心線送

給装置，電子管制御装置，ガス制御装置，溶接頭支持装置， トラベラ等があ

る・

10. 電子管式アナログ・フンピュータ

電子管回路の組合せによって，徽分方程式の解を，簡易，迅速，かつ自動

的にブラウン管上に描出する装置であな現有の装置は，積分回路および定

係数回路各 16,加邸回路 (4入力） 8, 符号変換回路8, 非直線尊入要素2,

指示回路 1, それと電源などの付属部分からできている． これで 16階まで

の任意の常徽分方程式の解を求めることができ，現在， 自動制御装置の解析

や合成の研究に主として使用されている・ 精度は定係数常微分方程式の場合

1 %, 非線型の場合で3銘程度となっている・

11. マイクロ波の施設

4, OOOMc, 9, OOOMc, 24, OOOMc帯の測定装置を完成，各周波数帯専用の空

胴共振器，定在波測定器，抵抗減衰器， クライストロン発振器，電源，なら

びにブラウン管指示装置が用意され，矩形導波管の減衰常数，高周波ケープ
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Jレの波長短縮率および減衰常数，固体誘導特性すなわち fl.,E, tan o, tan om 
等の測定ができるようになっている・ 現在さらに高い周波数帯 60,OOOMc 

いわゆる粍波帯の測定装置の研究を行い，ほぼこれを完成，粍波用矩形噂波

管の損失や誘電体特性等が測定できるようになった・

12. 電気計測器の試作ならびに較正設備

所内における一般の電気的測定器類の試験，検定から修理をはじめ，将来

は各種電子装置の設計試作等の仕事を行う目的で，計器較正室が整備されつ

つあな現在，直流標準電圧計および電流計，交流標準電圧計および電流計，

・フリッソ， CR発振器，真空管試標準電力計，万能プリッジ， シェリ‘グ ° 

験器， Qメータなどが置かれて指示計器の較正，修理，電気回路部品の試験，

検定，各種電子装置の設計，試作などの需要に応じている・

13. 合金接合トランジスタ試作設備と試験装置

合金接合ゲルマニウム・トランジスタを試作するための装置として酸化ゲ

）レマニウム還元炉；ゲルマニウム・ゾーン精製装置；単結晶引上装置；ダイ

アモンド刃によるゲルマニウム細薄片切断機（外に試作工場には超音波によ

る切断機もある）；接合部製作用水素炉（外に超音波による接合部製作装置

もある）；導入線取付装置；真空封入装置などを備え，原料・から完成品まで

の各段階の試験研究ができるようになっている・ なお，試験装置，測定装置

としては電気的なものに限ると四針法による抵抗測定装置；熱起電力による

伝尊型判定装置；ホー）レ定数測定装置；光によるキャリア平均寿命測定装置

（外に電気的バ）レスによる装置もあり）；完成品の静特性測定装置；小振幅卜

ランジスタ定数測定装置；小振幅インピーダンス特性精密測定装置；浮動電

位自記記録焚置；パ）レス特性測定装置；簡単な寿命試験装置を備えてある・

14. ペン記録式自記ポーラログラフ

本装置は， (a)(b) 2種がある・

(a) ボーラログラフの電流は通常pAの程度で， これを反照検流計にて

回転するプロマイド紙に描かせるのを普通とするが，本法はこの徽少電流を

直流増幅して 2mA記録電流計にペン記録せしめるもので，明所にて直桜観

測することができる・

(b) 電子管式自動平衡記録計を用いたペン記録式ポーラログラフは，ゎ
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が国で最初の試作品である．特殊なプリッジ回路を用いているので，補正~

なく正しい加電圧が記録紙と同期して直ちに得られるのが特徴である・ 電流

感度は 100-5pA/180 mmの間可変である・

15. 150 kW高周波誘導電気炉

溶鉱炉湯溜における特殊吹梢法による脱クローム研究の基礎研究として，

特に温度ならびに鉱滓の影懇を研究するために 150kWの高周波誘郡電気炉

を設置した．

この炉は， 150kgの鋼を 35分で溶解することができ，また出力を自由に

加減しうるので温度の調節も自由である・ なお，本装置は所内の他の各部の

研究にも活用しうるように，溶解設備としては現在一基であるが，切換によ

り試験高炉の高周波加熱に利用できるようにしてある・

16. 1t試験高炉および付帯設備

この高炉は高炉湯溜における特殊吸精法によって，含クローム鉱石を処理

する試験を行うために設置したが， この試験が一応終了したので，今後は同

吹精法の完成を中心として，広く粗悪原料の処理，高炉反応の諸機構の解明

などの目的で稼働される・

炉は吹精の実施に備えて，吹梢羽ロ一本を取り付けてある外， とくに湯溜

部を深くしてあり，このために増大する熱損失を高周波加熱によつて補うよ

うにしてある・ なお，送風機，鉄管式熱風炉，原料処理設備，装入装置，ガ

ス清浄装置を有する・

17. 自詑式分光光度計

Beckman D V分光光度計に波長と吸収率との曲線を記録するよう自記化

装置を当所において試作したものである・ 光源よりの光束を複光束に分け，

試料および標準物質中を透過させ，搬送周波数と変調周波数とを一枚の光載

機によって同時に発生させ，その交流信号を交流増幅し，さらに同期整流し

て自動平衡型記録計に結び，プリズム (Beckman分光光度計内）の廻転と以

上の吸収率とを直角座標にて知るものである・

18. 連続蒸煮装置

この連続蒸煮装置は濃厚蓉によるアルコー）レ醗酵に関する中間試験の際設
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計したものである・ すなわちアルコール醸酵を高濃度で行いたい場合一番に

問題となるのは蒸煮であって，澱粉質原料は濃度が高くなると粘度が上り，

普通の蒸煮機では加酸しても蒸煮が不可能となるが， この蒸煮装置によれば

順調に蒸煮できる． この蒸煮装置はスチームジァケット式のもので，管中は

液層のみであるために構造は簡単で，一般濃度の蒸煮に関しても小工場向き

の簡易連続蒸煮機としても利用できよう．

また最近問題となっている結晶プドウ糖など澱粉糖製造の際の澱粉の連続

糖化装置としても利用できるものである・

現在蒸煮能力は 1時間約 30 リットルであるがジァケット管のつぎに保温

管を取り付ければ能力はずっと上る筈である・

19. 土の三軸圧縮試験機

橋梁や建築物の基礎地盤の耐力とか，土ダムや法面の安定などを調査し，

合理的な設計計邸を行うに当って，基本となる土の強さや変形を測定するた

め，三軸試験が用いられる・ 三軸試験機は土の円柱状供試体の周辺に液圧を

加え，かつ軸方向の圧力を加えて変形破壊の経過を測定するもので， これか

ら粘着力，摩擦角のより正しい値を求め，容積変化，間隙圧の影勝を調べる

ことができるので最も優れた土の強度試験法とされ，土の破壊理論を立てる

ため必要なデータを得るのにも役立つ．

本所備付の機械は，

(1) 供試体の径 7cm, 高さ 20cm

(2) 供試体の径 3.5cm, 高さ 8cm

の2種で，後者は総重量約 60kg,小型可搬式で現場測定に便利である・

20. 地上写莫測量用機械

ダム地点，波の状態などの普通の方法では測鼠・測定が困難なものに実体

写真を利用することが非常に便利であることはすでに認められている・ しか

し実体写真を使って測定する場合，高い精度を必要とする場合には写真機，

撮影の諸元，写真測定機械の精度などが重要な問題となる・ したがって，写

真機，写真測定機械は十分梢密なものでなければならない．

当研究所は， 地上写真測量用写真機として Zeiss製の C]IBを備え，こ

れによって得られた写真を， Autocartgraphによって測定している. Auto・

cartgraphは本来は航空写真測菫用のものであるが， これを地上写真測景用

に改造し，わが国では極めて数少い貴重な装置である・
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なお，本年度新しく小型図化機およびその付属カメラを製作し，模型，実

験などの近接撮影による大縮尺測定ができるようになった・

21. 実験音響実験室

この実験室は，残懇室，無響室，測定室からなっている・ 残響室は外部か

らの騒音を防ぐ目的で，厚さ約27cmのコンクリート壁で囲まれ，内部は総

タイル張りで室容栢は約 87m汽 500c/sで約 11秒の残懇時間を持っている・

無褥室は壁，床，天井共総て吸音用クサビが取り付けてあり，残需室との間

には遮音実験の試験体を取り付ける開口がある．残褥室は建築材料の吸音率

測定に用いられ，また遮音測定の音源室としても利用される・ 無密室は遮音

測定の受音室として用いられるほか，実験用音孵機器の較正，室内音聘の模

型実験などに用いられる．測定器はマイクロホン，スピーカ以外は総て測定

器室におかれ， CR発振器， ホワイトノイズ発生器， 1/3オクタープバンド

パスフィルタほか各種フィルタ，周波数分析器，生研式プラウン管直視型残

懇計，高速度レベルレコーダ，騒音計などを備えている・

22. 防火試験室

各種建築楠造材料の防火性能を試験する設備で，標準火災温度に加熱しう

る重油火焔放射装置と送風設備を有し，在来わが国になかった屋根の防火試

験が可能で，実際の火災に近い状態で試験できるのが特色である・

B. 試作工場

所内各部の要求に応じて，研究に必要な機械，器具などの設計，製作およ

び改造を行う．

試作工場の運営については，教授総会で選出されたエ作委員長と各部選出

の委員とから構成されたエ作委員会があって重要事項を審議する・

また工場長がおかれていて，工作委員長の監督の下に工場の業務を総轄す

る・

a. 面積

機械工場

木工場および木材置場

硝子工作室

158坪

92 II 

14 II 

事務設計等の諸室 28 II 

合計 292坪
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b. 設備

機械加工， 鍛造， 溶接， 板金， 木工，硝子細工，塗装等の作業設備を具

ぇ，主な機械類は下記の通りである・

旋盤 10台， フライス盤4台，平削盤1台，立て削盤1台，形削盤3台，

研削盤6台，ボーJレ盤3台，歯切盤3台，板金切断機2台，板金折曲機1台，

空気槌1台，電弧溶接機1台，鋸盤3台，超音波加工機1台，抵抗溶接機1

台，木工機械7台，空気圧縮機2台，外に卓上機械類 10台，工具顕微鏡1

台

c. 図 書 室

研究所開設以来，毎年相当予卵を計上して充実を図っている・ その配置は

中央本館内に，中央図書室を設けて各研究部の利用を図る外， 5研究部に 8

分室をおいて，それぞれの部の利用を便ならしめるようにしている．この配

置は，当所の研究分野が工学のきわめて広い範囲にわたっていること，構内

が広いため距離的条件等を考慮したこと，研究所の建物がすべて木造建築で

あるため火災等の場合を考慮したこと，などによるものである・ なお，昭和

29年度に，中央不燃書庫を建設し，書庫の拡張を図るとともに特に外国雑誌

については，戦時戦後の欠号を補いバックナンバの整備に努め， これらをこ

の不燃書庫に納めている・

図書室の運営は，各研究部から選出された委員によって組織する図書委員

会の指導• 監督の下に行われている・

図書の分類は，国際十進分類法に準じた当研究所独自の方法によっている・

1) 建物延坪数（中央図書室および分室8室合計） （昭和33年3月31日

現在）

書 庫 260.0 坪

不燃書庫 33.275t平

閲覧室 34.0 坪

26.0 

計 353.2751: 平

2) 蔵書数

洋 書 35,749冊

38.201 

計 73,950冊
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3) 外国学術雑誌

バックナンバおよび現在予約購読中のものは下記のとおりである．

Acustica. 1954-

Acta Metallurgica 1954-

Advances Phys. 1952-

A. E.G. Mitteilungen. 1930-1938, 

1951-

Aero Digest. 1955-1956. 

Allgem. Vermess.-Nachr. 1950-

Allgem. Warmetechnik. 1953-

Amer. Dyestuff Rept. 1954-

Amer. J. Phys. 1954. 

Amer. Machinist. 1945-

Analyst. 1941-

Anal. Chimi. Acta. 1954 July-

Anal. Chem. 1949-

Angew. Chem. 1888-1941, 

1950-

Ann. Phys. 1954-1956. 

Ann. Rev. Nuclear Sci. 1952-1956. 

Ann. Rev. Phys. Chem. 1953-1956. 

Applic. & Indust. 1954-

Appl. Mech. Rev. 1953-

Appl. Sci. Res. Sect. A & B. 

1954-

Architectural Forum. 1942-1948, 

1950-

Architectural Record. 1949-

('56 Uncomp.) 

Architectural Rev. 1952-

L'Architecture D'Aujourd'hui. 

1950-

Arch. Eisenhtittenw. 1950-

Arch. Elekt. Ubertragung. 1947-

（～は記戟年から現在まで連続のもの）

Arch. Technisches Messen. 

1952-

Art & Architecture. 1951, 1955-

Atomics. 1955-

Atomics & Atomic Techn. 

1955. 

Atomic Energy Newsletter. 

1956-

Audio Engng. 1951-

Automobile Engineer. 1952-

Auto. Tech. Z. 1955-

Aviation Age. 1953, 1955-

Aviation Week. 1955-

B . aumgemeur. 1930-1938, 

1943-

Bauplanung u. Bautechnik. 

1954-

Bautechnik. 1948-

Bell Lab. Record. 1951-

Bell System Tech. J. 1931-1941, 

1944-1946, 1949-1951, 1953-

Beton u. Stahlbetonbau. 1951-

Beton u. Eisen. 1940-1942. 

Blast Furnace & Steel Plant. 

1919-1925, 1933-1936, 1951-

Brennstoff Chem. 1925-1931, 

1956-

Brennstoff-Warme-Kraft. 1949(Jan.-

Sept.), 1951-

Brit. J. Appl. Phys. 

Brit. Welding J. 

Brown Boveri Rev. 

1950-

1954-

1925-1927, 
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1929-1933, 1935-1936, 1952-

Bull. L'Asso. Suisse Elec. 1954-

Bull. Amer. Soc. Test. Mater. 

1949-

Bull. Atomic Scientists 1954-

Bull. Seismological Soc. Amer. 

1941-1950, 1956-

Bus Transportation. 1950. 

Cereal Chem. 1952-

Chem. Abstracts. 1907-1915, 

1918-

Chem. Engng. 1951-

Chem. & Engng. News. 1951-

Chem. Engng. Progress. 1947-1950, 

1952-

Chem. & Process Engng. 1955-

Chem. Rev. 1941-1949, 

Chem.-Ing.-Technik. 

1951-

1941-1942, 

1947-

Chem. Ber. 1950-

Chem. Zentr. 1830-1896, 

1899-1941, 1952-

Chem. Ind. 1950, 1952-

Civil. Engng. 1931-

Civil. Engng. & Public Works Rev. 

1949, 1952-

Commun. & Electronics. 1954-

Commun. News. 1953-

Comptes Rend us...... 1952-

Comput. & Automation. 1954-

Control Engng. 19.54-

Corrosion. 

Direct Current. 

1955-

1954-

Doklady Acad. Nauk. S.S. S. R. 

1954-

Elec. Commun. 1925-1932, 

Elec. Engng. 

Elec. World. 

Electronics. 

Electronic Engng. 

Elec. Tech. Z. 

1941-

1951-

1949-

1930-1938, 

1940-1949, 1951-

1951-

1942-1944, 

1948, 1951-

Engineer. 1952-

Engineering. 1951-

Engng. News Record. 1952-

Fette u. Seifen. 1932-

Flight. 1954. 

Fonderie. 1954-1955. 

Forschung. Ausgabe B. Ing.-Wes. 

Foundry. 

Foundry Trade J. 

Frequenz. 

Fuel : J. Fuel Sci. 

Gas u. Wasserfach. 

Geisserei. 

1940-1944, 1949-

1951-

1952-

1947-1949, 

1951-

1956-

1956-

1938-1945, 

1948-1955. 

Gen. Elec. Rev. 1910-

Gniee Civil. 1950-

Geotechnique. 1953-

Gesundheits Ing. 1952-1955. 

Heat. Pip. & Air Condi. 1936-1941, 

1945-1950 1952-

Heat. & Ventilat. 1925 -1930 

Dock & Harbour Authority I 1949, 1952 -1953, 1955-

1924-1940, 1949-1950, 1953- Heiz. Luft. Haustech. 1950 -
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Helv. Chim. Acta. 1928-1934, 1950-1955. 

1937-1938, 1942- J. Amer. Water Works Asso. 

Highways Bridges Engng. Works. I 1954-

Horological J. 

Houille Blanche. 

Illum. Engng. 

1956-

1953-

1952-

1952-

Ind. & Engng. Chem. 1942-

Ind. Laoratories. 

Ingenieur Archiv. 

1955-1956. 

1941-1952, 

1954-

J. Appl. Chem. 

J. Appl. Mech. 

J. Appl. Phys. 

J. Biological Chem. 

1951-

1933-1947, 

1949-

1939-1948, 

1950-

1956-1957. 

J. Brit. Instn. Radio Engrs. 

Instruments & Automation. I J. Chem. Phys. 
1942-1948, 1950-

1950-

1933-1949, 1954- I J. Chem. Soc. 1914, 1922, 

Instrument Practice. 1952, 1954- 1925, 1932, 1935, 1950-

Interavia. 1946- J. Elec. et Ind. Electrochem. 

I. R. E. Convention Rec. 1955 1956-

Iron Age. 

Iron & Steel. 

1950-

1952-

Izvestija Akad. Nauk S. S. S. R. 

(Serija fizicheskaja) 1954-

Jahrbuch Schiffbautechn. Ges. 

J. Electrochem. Soc. 

J. Electronics. 

J. Fluid Mech. 

J. Franklin Inst. 

1948-1950, 

1952-

1956-

1956-

1938, 1942-

1950, 1952- J. Instn. Civil Engrs. 1939-1951. 

Jet Propulsion. 1955- J. Inst. Heat & Vent. Engr. 

J. Acoust. Soc. Amer. 1940- 1954-

J. Aero. Sci. 1940-

J. Agricultu. Food Chem. 1956-

J. Amer. Ceramic Soc. 1954-

J. Amer. Chem. Soc. 1926-1930, 

1941-

J. Amer. Concrete Inst. 1949-

J. Amer. Inst. Chem. Engr. 

1956-

J. Amer. Oil Chem. Soc. 1954-

J. Amer. Rocket Soc. 1943-1952 

(Lack 4 Vols.) 

J. Amer. Soc. Naval Engrs. 

J. Inst. Metals. 

J. Inst. Petroleum. 

1940-1949, 

1952-

1946-

J. Iron & Steel Inst. 1940-

J. Mech. & Phys. Solids. 1952-

J. Metals. 

J. Nuclear Energy. 

J. Opt. Soc. Amer. 

J. Org. Chem. 

J. Phys. Chem. 

J. Phys. et Radium. 

1952-

1955-

1941-

1949, 1951-

1941-1948, 

1951-

1954-1955. 
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J. Polymer Sci. 1950-

J. Res. Nat. Bur. Stand. 1942-1948, 

1950-

J. Royal Aero. Soc. 1941-1950, 

1954-

J. Royal Inst. Brit. Architects. 

Metallurgia. 

Metal Progress. 

Metals. 

Modern Plastics. 

Motor Ship. 

Motortech. Z. 

1951-

1950-

1956-

1954-

1951. 

1953-

1951- N. A. C. A. Annual Report. 

J. Sci. Instruments. 1941- 1930-1934, 1936-1937, 

. Soc. Dyers Colounsts. 1954- 1939-1951, 1953-1954. J 

J. Soc. Glass Technol. 1954- N. A. C. A. Tech. Report. 1952, 1954, 

J. Soc. Motion Picture T. Engrs. 1955-1956. 

1942-1943, 1946-1949,, 1952- Nachrichtentech. z. 
]. Soc. Non Dostructive Testing. 

1957-

Kolloid Z. mit Kolloid Chem. 

Beiheft. 

Light Metals. 

Light & Power 

1941-1951, 

1956-

1950-

1955-

(Formerly F・T. Z.) 1948-

Nature. 1941-1942, 

1945-1948, 1950-

Naturwissenschaften 1952-

Nouvo Ciment. 1955-

Nuclear Phys. 1956-

Nuclear Sci. Abstructs. 1948-1954. 

Lublication Engng. 1957- (1949 Uncomp.) 

Machinery 1953- Nuclear Sci. Engng. 1956-1957. 

Magazine Build. House ed. Nucleonics. 1952-

1953-1956 March. Oil Engine & Gas Turbine. 

Magazine Concrete Res. 1954-

Marconi Rev. 1945-1948, 

1950-

Marine Engng. Ship. Rev. 1951-1952. 

Math. Tables Aids Comput. 

1943-

McGraw-Hill Digest. 1953. 

Measures & Control Ind. 1952-1956. 

Mech. Engng. 1952-

Melliand Textil ber. 

Metal Finishing 

Metal Industry. 

Metallober胆che.
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1956-

1952-

1950-

1952-1957. 

1954-

Oil & Gas J. 1956-

Ond Elec. 1954-

Optica Acta. 1954-

Petoroleum Refiner. 1956-

Philips Res. Rep. 1952-

Philips Tech. Rev. 1952-

Philosoph. Mag. 1941-1950, 

1952-

Photogrammetric Engng. 1954-

Photographic J. 1941-1950, 

1954-

Phototechnik u. Wirtschaft. 



1954-

Phys. Rev. 1941-

Post Off. Elec. Engr's. J. 1953-

Power Apparatus Syst. 1954-

Prikladnaja Matematika i 

Mechanika. 1953-

Proc. Acad. Sci. U.S. S. R. 

(Phys. Sec.) 1954-

Proc. Amer. Concrete Inst. 

1952-1954. 

Proc. Amer. Soc. Civil Engrs. 

1942-

Proc. Amer. Soc. Test. Materials. 

1940-1949. 

Proc. Asso. Asphalt Pav. Techn. 

1947-

Proc. Cambridge Philosoph. Soc. 

Public Roads. 

Public Works. 

Q. J. Appl. Math. 

1952-

1949-1952. 

1943-

Q. J. Mech. Appl. Manh. 1948-

Radio Telev. News. 

Radio & Telev. News. 

1950-1954. 

Radio Elec. Engng. ed. 1954 March-

1955 May. 

Railway Engng. & Maintenance. 

1951. 

Railway Track & Structures. 

1952-1954. 

R. C. A. Review. 1951-

Refrigerating Engng. 1949-

Regelungstechnik. 1953-

Rev. Modern Phys. 1940-

Rev. Sci. Instr. 1942-1948, 

1952- I 1950-

Proc. Highway Res. Board. Revue Gen. Chemins de far. 

1944, 1950 1952- 1950, 1954-

Proc. Inst. Civil Engrs. 1952-1954, Revue Gen. l'Electricite. 1954-

1956- (52 Uncomp.) Revue Metallurgie. 1952-

Proc. Inst. Elec. Engrs. 1941- Revue d'Optique. 1953-

Proc. Inst. Mech. Engrs. 1941-

Proc. Inst. Radio Engrs. 1939-

Proc. Phys. Soc. Sec. A. 1937-1951. 

11 Sec. A & B. 

1952-

Proc. Royal Soc. L. Ser. A. 

1940-1945, 1947-1948, 1952-

Proc. Soc. Experimental Stress 

Analy. 

Product Engng. 

1943-1949, 

1954-

1953-

Progr. Architecture. 1955 Sept.-

1956 Aug., 1957-

Roads & Road Construction. 1949-

Roads & Streets. 1949-

Rock Products. 1952-1954. 

Rocket Jet Flying. 1954-

SAE Journal 1952-

SAE Transactions. 1947-

Schiff u. Hafen. 1950, 1952-

Schiffstechnik. 1955-

Schrifttumkartei Bauwesen 

Schwei. Bauzeitung. 

Science. 

1957-

1952-

1950-

Science Abstracts. Ser. A. 
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1941-1949, 1951- I Trans. Inst. Chem. Engrs. 1953-

Science Abstracts. Ser. B. Trans. Inst. Welding. 1953-

1941-1949, 1950- Trans. Instn. Naval Architects. 

Sheet Metal Industries. 1951- I 1941-1949, 1952, 1954-

Shipbuilder & Marin Engine 

Builder. 

Siemens Z. 

1952-1955. 

1950-

Soap & Chem. Specialities. 

1955-

Soil Conservation. 1951-

Soil Science. 1950-

Soviet Phys.(J.E.T.P) 1955-

Stahl u. Eisen. 1941-1949, 

1951-

Telefunken Zeitung. 1951-

Tele-Tech. 1943-1953, 

1955-1956. 

Textile Res. J. 1950-

Tool Engrs. 1941-1949, 

1951-

Trans. I. R. E. 1954-

Trans. Soc. Instr. Techn. 1953-1956. 

Trans. Soc. Naval Architects 

& Marine Engrs. 1941-1949, 

1951-

V. D. I. Z. 1941-1944, 

1948-

Vacuum Technik. 1956-

Wasserwirtschaft. 1951-

Water Power. 1956-

Welding Engr. 1952-

Welding J. 1950-

Werkstattstechnik u. 

Maschinenbau. 1954-

Werkstoffe u. Korrosion. 1952-

Westinghouse Engr. 1950, 1954-

Trans. Amer. Geophys. Union. Wire Ind. 1955 -

1940-1941, 1944- Wire Production. 1956-

Trans. Amer. Inst. Elec. Engrs. Wire & Wire Products. 1945-1951, 

1924-1927, 1941, 1945, 1953-

1949, 1951-1953. Wireless Engr. 1951-

Trans. Amer. Soc. Civil Engrs. Z. Anal. Chem. 1952-

1941-1944, 1946-1949, 1951, Z. Angew. Math. u. Mech. 

1953, 1955- 1921-1944, 1946-

Trans. Amer. Soc. Heating & Z. Angew. Math. u. Phys. 

Airconditioning Engrs. 1933, 1938- 1950-1955, 1957-

1939, 1941, 1955-1956. 

Trans. Amer. Soc. Mech. Engrs. 

1940-

Trans. Amer. Soc. Metals. 

1944-1949, 1956-

Trans. Farady Soc. 1951-

/32 

Z. Angew. Phys. 

Z. Electrochem. 

Z. Kristallographie 

Z. Metallkunde. 

Z. Physik 

1949-

1952-

1957-

1946-1951,. 

1953-

1950-



3. 機構。職員・予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は， 日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別さ

れる・

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分れ，部毎に互選による 2名の常務委

員がいて，部の日常の事務処理に当る・ 常務委員の内 1名は，部主任として

部を代表する・ 常務委員は，常務委貝会を組織し，所長の諮間楓関として毎

週 1回，会議を開催している・ 研究部は研究室から成立っており，また，そ

の部の専門を適当に分類した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げた通

りである・

中間試験部は，基礎部の悲礎研究として完成したもので， これを工業化へ

移すための中間規模の試験研究を行うところで， 1罪年度，各部から 2名ずつ

選出する委員の組織する特別研究審議委員会で，研究課題を審議決定し，特

別の予邸をつぎこんで実施していなまた受託研究の一部は中間試験研究に

なるものがある・

試作工場および図書室は，それぞれ各部から選出する教授• 助教授が委員

となって組織する委員会によって連営される．それらの詳細は，前記試作工

場図書室の項を参照されたい．

当研究所の重要事項は教授総会で議決する．教授総会は教授・助教授によ

って組織され，毎月 2回定期に開催している．

協力機関には， 1.生産技術研究所協議会， 2.生産技術研究所商議会， 3.航

研・生研連絡会譲の三つがある. 1は所外（主として産業界）の協力を求め

る機関であり， 2, 3は東京大学内における理学部， 工学部，医学部， 農学

部，航空研究所等の協力を求める楓関である (5ページ「研究計画ならびに

方針」の項を参照のこと）．

その外に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務運営を指郡し，助言

する機関として，各種運営委員会がある・ その要旨は，巻末の委員会諸規定

を参照されたい．

大学院

当所で現在教育を受けている大学院学生は，旧制2名，新制 30名である．
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新制大学院は，昭和 28年4月から開始され，当所の関係する大学院のコー

スは，数物系研究科中の，土木・建築・機械・精密・船舶・電気・応用物理

航空および化学系研究科中の応用化学・ 冶金である．

外に会社・官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項につ

いて研究を指導する研究生の制度がある．その規定は巻末121ページにある・

B. 機構

—教授総会

一常務委員会

図

ー研 グC
九

一部主任ー事務主任ー事務室

ー第 1部ー（基礎）一―l専門分野（各研究室） 1 

ー研究室ー主任研究員

ー第 2 部ー（機械•船舶）一同上

部―|―第3部ー（電カ・通信）一同上

ー第4部ー（化学・冶金）一同上

ー第5部ー（土木・建築）一同上

•••••••••総合研究班一主任研究員

ー中間試験部

所長—『一

ー事

一試作工場―|
ーエ作委員長ー工場長ーー設

ーエ作委員会 Iーエ
務
計
作

掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛

務
務

務
事
生
計
度
納
理
業
業
真
書

―二

庶
人
厚
司
用
出
管
第
第
写
図

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

—

I_~ ―

―

 

任

任

任

主

主

主

務

計

務

庶

会

業

-

l

 

長務事部務事

室
室
室

ー特別研究審謡委員会
一生研報告発行委員会
一生産研究編集委員会
ー図書委員会
一写真委員会
ー技術管理委員会
一共通施設委員会
ー厚生委員会

一（常置運＝営閃係
委貝会）

―（臨委 員

|―予邸委員会
I―整備委員会

時
一年次要覧緬集委員会

叫――将来計画委員会
一暖房計画委員会
ー記念行事委員会
ー観測ロケット委員会

I一生産技術研究所協談会
（協力機関）ー一生産技術研究所商議会

ー航研•生研連絡会議
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職 員

A. 現 員 表

a. 職種別職員数

授 l助教授 1技

* 8 * 2 
36 32 

分 l教

I 
職員数
I 

＊併

区 助

一

5
 

官

3

゜

官

2

務事
9
9
 

手

57

雇

ー3 6 一 傭
一

ー

，
 

人

4

計

0

5

 

1

6

 

3
 

＊
 

任

b. 諸系統別職員数

区分 I研究系統 1事務I I 系統 技術系統労務系統I
その他
（職員外） 合

1教助研担研技i助 事 II技 I I 傭！ 常労筆臨
職種別 教 究 1 雇計務凰計雇計雇 情十務 託計
I授授究当員官I手1 官 I I官 I 人1 勤者生時 I
I * sl* 21 I I I 1*10 I I I 

職員数I361 32J 5 37 281 57/ 101205h51l711 7 49 56126 49 75 19 33 52 459 * 10 
I 

＊併任

B. 

、,.,
巨

職
ニ
『

員 名

氏 名

簿

闘業学冒l卒業年月日！悶屑尼胃I喜
第 部

教 籾谷

池田

岡本

東ブ- I 安正 1✓
理，物理
＼大10.5. 7昭11. 1.10エ

健Iエ，航空昭 6. 3. 31 11 18. 6. 15エ

土木 II 7. 3. 31 // 23. 2. 19エ

広理，物理 II 9, 3. 31 II 18. 2. 26エ

英夫工，航空 II10, 3. 31 // 24, 1. 5エ

貞文エ，冶金 1111. 3. 31 11 24. 2. 14エ

章夫理，物理 II14. 3. 31 II 26. 4, 111ェ
恭彦 II II 大15. 3, 31 II 13. 4. l9理

森三 II II 昭 3, 3. 31 II 16, 1. 14理

立夫 II II I昭 9. 3. 31 1114. 7. 31理

舜三 111

久保田

” 糸川

一色

＇， 玉木

併任
教授
山内

＇， 平田

熊谷
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理

理

c
 

7

4

 

ー

4-

゜
ー
．

．

 

6

0

 

2

3

 

昭

”

1

1

0

5

5

 

3

3

3

2

2

 

．

．

．

．

．

 

3

3

9

9

9

 

．

．

．
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4

6

7

8

9

 

1

1

1

1

1

 

昭

”
”
I
I
I
I機

学

理
数

物

”

”

航

'

工

理

I
I
I
I
I
I

二

郎

市

郎

生

郎

四

清

五

安

吉

光

大

井

岡

永

飼

大

末

富

烏

森

授教

”

”

”

”

助

" I山田嘉昭 II 機械11120.9. 25 

II I渡辺 勝理，物理 1116.12.25

技官l小瀬輝次Iニエ造兵I"22. 9. 30 

第 2 部

教授信津

,, I高橋

" I竹中

I 
" I小川正義 IN

N I鈴木 弘 IN

＇，橘 藤雄 IN

＇，平尾 収 IN

I 
”！亘理 厚 IN

喜旦兼重究九郎＇／， 機械大12. 3. 311 N 13. 3. 171工

I 助教授水町長生 N N 昭15. 3.31 

N I田宮 真，，船舶 N16.12. 25 

N i松永正久” 造兵1" 16. 12. 251 " 32. 8. 11エ
N I大島康次郎 N N IV 17. 9. 25 N 32. 7. 8, エ
I I I 

N I植村恒義ニエ,, ,, 19. 9. 25, I 
I 
I I 

＇， 安藤良夫” 船舶⑫o. 9. 30: I I I ” 石原智男，， 機械，，21.9. 30 N 30. 5. 271エ
I I , 

N I高橋幸伯／， 船舶，，21.9. 301 i 
併任 1 

助教授I, I千々岩健児／， 機械，，19. 9. 25 N 32. 1. 13: エ
ク大 I 

技官i森 政弘コ N 25. 3. 17 
工，電気 I 

範工，機械昭 2. 3.31昭14. 5. 26; エ
安人 I/ II I/ 10, 3, 31 // 21. 1. 231エ
規雄" " I " 11. 3. 31 "26. s. 261エ！

造兵I,,13. 3. 31 ,, 25. 10. 251ェI
機械I" 1s. 3. 31 "26. 4. 11ェiI 

11 I 11 11. 3. 30 11 28. 1. 29・ ェ
I 

I/ I " 14. 3. 31 // 29. 3. 111工
I 

航空 II16, 3, 31 // 27, 4, 4i. エ
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I
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F
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工

工
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”

”

”

”

”

二

I

I

”

”

I

I

ー
・

治

平

昇

雄

郎

文

紀

夫

也

文

行

登

正

周

義

三

成

以

芳

民

：

兼

善

合

高

木

脇

井

藤

藤

達

村

川

羽

星

藤

高

森

沢

斎

後

安

野

黙

丹

任
教

任

授

授

授

”

I

I

I

I

”

”

教

”

”

授

教

併

教

助

併

助

" I尾上守ヲ

第 4 部

教授1岡宗次郎工，応化大15. 3. 311昭26.12. 3エ

”：高橋武雄 II II II 15. 3. 311 II 16. 3. 24エ

II I福田義民 II II 昭 3. 3. 311 II 20. 11. 7エ

II I永井芳男 II II II 5. 3. 311 II 20. 11. 7エ
I I 

II I金森九郎 f11 冶金I11 7. 3. 31, I 

I 
II I菊池真―”応化 II 8. 3. 29 II 23. 6. 31エ

II I江上一郎 II 冶金 II10. 3. 31i II 24, 2. 141ェ
I I 

II I山本 突”応化 II13. 3. 31 II 27. 4. 4iエ

” 浅原照三 II II II 14. 3. 31 II 28. 8. 19, 工

併仔 I 
：祖父江党 II II II 4. 3. 31 II 16. 8. 4! 
教授

助教授1野崎 弘
II II II 14. 3. 31 II 32. 11. 151エ

!' 
II I山辺武郎 II II II 15. 3. 31 II 31. 12. 20; エI
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助教授加藤正夫工，冶金昭15. 3. 311昭27.7. 71工

II 中村亦夫 II 応化 II16.12. 25 

" I武藤義一 II II II 16. 12. 25 

II I今岡 稔 II 応化 II16.12. 25 

,, I松下幸雄 1エ冶金//17. 9. 251 // 32. 3. 221工

技官I中村康治 II II II 19. 9. 25 

,, I西）II 精一 II II II 19. 9. 25 

II I原善四郎 II II 1119. 9. 25 

II I藤森栄二I" 応化I"20. 9. 251 II 31. 10. 191理

教授渡辺

II 福田

" I星野

" I坪井

" I関野

第 5 部

要工，建築大14.4.17昭17. 1. 20エ

武雄 I/ 土木 1114. 3. 31 11 7. 12. 16エ
I 

昌―” 建築昭 6. 3.31バ20. 9.24エ

善勝 11 11 , 11 7. 3. 31 11 16. 11. 29エ

I 克 I" 建築I"8. 3. 31111 20. 9. 24Iエ

,, I星埜 和／／土木"9. 3. 31! // 22. 8. 21エ

” 丸安隆和 I/ I/ // 14. 3. 311 I/ 26. 11. 26; エ
併仔 I I 
教授
-し安芸餃―” ” 大15. 3. 31・"18. 7. 29エ

I I ／／ 高山英華” ” 昭 9. 3. 30'// 24. 7. 30エ
I I I 

助教授浜口隆―” 建築1,, 13. 3. 31, I 

助教授勝田高司,, " [ " 1s. 3. 31! " 27. 1. 2s! ェ
” 井口 昌平／／ 土木1,,16. 12. 25 

" I池辺 陽”
I 建築 ,,17. 9.25. 

I 
,, I三木五三郎ニエ土木バ9. 9. 251 

,, I久保罠三郎// " "20. 9. 25 

" I田中 尚／／建築I,,21. 9. 301 ,, 31. 12. 201工
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事 務 部

事務長 鈴木弥孝 東洋商業大11. 3.31 

工場長 鈴木正吾 東糠大械工， 昭14. 3.30 

乍間異動

已呂ャ
職 I氏 名 年月 日 摘 要

教 授 高橋安人 昭33.2. 6 辞職

助教授 浜口隆一 32. 8.31 辞賊

教 授 菊池真一 32. 1. 25 休職

” 斎藤成文 32 11. 1 教授に昇任

助教授 尾上守夫 31. 8. 27 米国へ出張中

” 渡辺 勝 32.10. 1 助教授に昇任

" 黒川兼行 32. 8. 1 II 

II 田中 尚 32.12. 1 II 

併任助教授 丹羽 登 32. 8. 1 理工研（航研）へ配置換

技 r栖午 中村康治 32. 12.31 辞職

II 藤森栄二 32. 9.16 休職

技 官 森 政弘 33. 3. 1 技官に昇任

C. 旧職員

名巻教授 井ロ 常雄， 瀬藤象二， 故友田宜孝

元教授

故森田三郎，故茂木武雄，故吉川晴十， 菱川万三郎， 吉原英夫，

松本良一， 釘宮 磐， 岩崎富久， 竹中 二郎， 清水菊平，

浅岡勝彦， 石川政吉， 山県 昌夫， 福田 節揺 南波松太郎，

故増野 実， 谷 一郎， 河村正弥， 沼田 政矩，故小野 守'"f" 

元助教授

故原 正人， 吉村慶丸， 堀 武男， 渡辺 惹， 佐藤正彦，

故内田祥文， 渡辺正雄， 高木 豊， 沢田 正二， 高月 竜男，

豊田利幸，故青木 洋，故高尾一郎， 田中 一彦， 元良誠三，

中西邦雄，故桑井瀕禎， 小川岩雄， 江ロ 雅彦， 石井義郎，

久松敬弘， 仁木栄次
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＆
 
決算 と 予算

A. 

B. 

昭和 31年度歳出決算額

総予算額

人件費

物件費

各研究部研究費

特別研究費

超高度超音速
飛しょう体の研究

受託研究費

図書購入費

出版費

試作工場経費

職員厚生経費

その他の維持費

昭和 32年度歳出予算額

総予算額

人件費

物件費

各研究部研究費

特別研究費

受託研究費

熔鉱炉運転費

設備費

図書購入費

出版費

試作工場経費

職員厚生経費

その他の維持費

金額

232,582,000円

124,938,600 

107,643,400 

17,306,330 

18,456,000 

39,985,000 

2,995,000 

2,124,200 

1,986,815 

1,275,000 

238,200 

23,276,855 

金額

305,269,400円

132,660,400 

172,609,000 

23,343,403 

13,741,000 

3,000,000 

5,400,000 

6,400,000 

2,254,667 

1,783,973 

1,275,000 

230,400 

20,402,557 

百分率％

100.00 

53. 72 

46.28 

7.44 

7.94 

17.20 

1. 29 

0.91 

0.85 

0.55 

0. 10 

10.00 

百分率％

100.00 

43.46 

56.54 

7.65 

4.50 

0.98 

1. 77 

2.10 

0. 74 

0.58 

0.42 

0.08 

6.68 

％ 

100.00 

16.08 

17.15 

37. 15 

2. 78 

1. 97 

1. 86 

1. 18 

0.22 

21. 62 

％ 

100.00 

13.52 

7.96 

1. 74 

3. 13 

3. 71 

1. 31 

1.03 

0. 74 

0.13 

'11. 82 
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国際地球観測年
事業費
ロケット経費

C. 

D. 

94,778,000 

文部省科学研究費関係（昭和 32年度）

総額

科学研究費（総合研究，各個研究）

科学研究費（機関研究）

科学試験研究費

その他の研究費（昭和 32年度）

委員会および諸団体より

31. 04 54. 91 

13,600,000円

3,450,000 

4,800,000 

5,350,000 

4,491,500 

'，公
訊心 言十 (B+C+D) 323,360,900円

一"'究所費（社常費）

>a
f
f
i
心

9"gl

e 科学研究費 仁コその他の研究費

過去5ヶ年間の諸費増減比較表
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4. 昭和 32年度の研究成果発表の状況

出 版 物

次の 3種がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称 生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．文は和文または欧文とし，不定期

発行で年間 10種前後を出している．

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介とをかね，月刊で出している．

以上は，当所の発行の分で，その他随時に学会誌，協会誌の各誌に発表し

てし、る．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，簡略に写真中心に編集し

たもので，現在 64種を発行している．

昭和 32年度 (4月-3月）に発表した分を次に列挙する．

A. 東京大学生産技術研究所報告（研究発表誌）

ダ己全口勺． 題 目 著 者 発行年月

6・6 金属加工ならびに写真感光に応用される固

体結晶中の不完全性に関する研究（英文） 神前 熙 32.， 
6・7 1トン試験高炉の操業について 金森九郎 32.， 

および研究員

7・1 直視型超音波厚み計とその非破壊検査への

応用 丹羽 登 33. 2 

7.2 船体抵抗比較則に関する研究 田宮 真 33. 2 

7・3 不規則入力および階段状入力に対するサン

プル値制御系の研究 森 政弘 33. 3 

7.4 基礎系溶融スラッグの構成と成文の挙動に 坂上六郎 33. 3 

ついて（英文） 松下幸雄

7・5 電子回折法および接触電気抵抗測定法によ

る仕上面表面層の研究（英文） 松永正久 33. 3 
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B. 生産研究（月刊研究紹介誌）

巻号 題 目 著 者 発行年月

9・4 所長就任挨拶 谷 安正 32. 4 

カッパ・ロケット 128J -T, 128 J -T R 

の実験 高木 昇 ” 
カッパ・ロケット用アンテナ 黒川兼行・永友英世 ” 

山下不二雄・瓜本

カッバ・ロケットのテレメータ装置 野村民也 ” 
IIS-TM2型テレメータ送信機 倉茂周芳 ” 
IIS-TR3型テレメータ送信機 大井克彦 ” 

佐伯 昭雄

IIS-TM3型送信機電源用電池 大井克彦 ” 
麻生 迎

佐伯 昭雄

松野四郎

｛主プ区 す舎プミ

カッパ 128J -T, TRテレメータ受信設備
” 

1. テレメータ受信所 高木 昇

2. テレメータ受信用アンテナ 黒川兼行

須田 徳蔵

3. IIS-TM3型受信装置の信号弁別器大井 克彦

高橋健一

自動追跡レーダ装置 野村民也 ” 
倉茂 周芳

テレメータ実験記録および結果の考察

テレメータ研究班 ” 
自動追跡レーダ装置実験記録およびその考察

自動追跡レーダ研究班 II

計測器および計測結果の考察
” 

1. ロケット用加速度計 吉山 巖•中村 巌

2. カッパ 128J -TRにおける横方向 池田 健

加速度の測定 富田 文治
3. 抵抗線歪計（ロケット搭載用） 森大吉郎
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巻号 題 目 著 者 発行年月

荘司 敦 32. 4 

4. 白金温度計 野村民也• 山本尚志

6. ヒューズ温度計 糸川英夫• 吉山 巌

井上俊男

6. カッバ 128J型用マッハ計，高度計 山口 隆男

二宮香二郎・日沖 松美

カッパ 128J-T, カッバ 128J-TR飛し 丹羽 ヌ-"・ " 
ょう実験における通信連絡高中部澄•横田 和丸

市川初男

高速度カメラによるカッパ 128J-TR ロ 植村恒義 II 

ケットの飛しょう特性の解析伊藤寛治・戸田 健次

—高速飛しよう体の光学 中西公弘•竹林 勇

的追跡に関する研究 西村明夫• 伊藤房江

第 11報＿

光学的追跡装置によるカッパT植村恒義・山本芳孝 II 

ロケット飛しょう特性の解 近江 久行・山谷健三郎

析—高速飛しょう体の光学的追 内藤 茂

跡に関する研究第 12報＿

ロケット用光学的追跡装置の時間的同期に 植村恒義 If 

ついて—高速飛しよう体の光学的追跡 山谷健三郎

に関する研究第 13報――

カッパ 128J-T, TR実験全般記録 高木 昇 If 

高中部澄

総務班雑記ー~総務班の任務の経験的記述 下村潤二朗 II 

簡易時分割テレメータ送信機 (JI) 猪瀬 博 II 

永友英世

時分割テレメータ受信記録装置 猪瀬 博 If 

永友英世

ヤードニー社製銀電池の放電特性 高木 昇 ”~ 
石橋泰雄

平面ラップ盤におけるラップ修正輪の作用 松永正久 II 

（速報）
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巻号 題 目 著 者 発行年月

9・5 恩師友田宜孝先生 中村亦夫 32. 5 

製版用硬調乳剤製造に関する研究 大橋承九 ” 
野崎 弘・菊地 真

ストレートライン新型式 伸線機 鈴木 弘 ” 
石原智男

欧州雑見（その 1) 高橋武雄 ” 
ラジアル・ガスタービンの研究（第3報） 水町長生 II 

ー一円周ノズ）レについて—（速報） 内田正次

金子和男

ラジア）レ・ガヌタービンの研究（第4報） 水町長生 ” 
—各種の損失および動粟内のすべりー~ 内田正次
（速報） 金子和男

空気油圧式倣い装置（速報） 竹中規雄・嗚沢勇平
” 

エチレンの四塩化炭素とのテロメリゼーシ 浅原照三 ” 
ョンによる二塩基酸の製造について（速報）高木 行雄

宮崎智雄

新潟県鯖石川の川口の移動について（速報） 井口 昌平 ” 
田宮ひろ子

9・6 フティール・サッシュのすきまによる通気 勝田 高司 32. 6 

について 後藤 滋• 寺沢達二

微分解析用機自動曲線追従装置 渡辺 勝
三井田純一• 渡部弘之 ” 

欧州雑見（その 2) 高橋武雄 ” 
アメリカの大学教授生活 高橋安人 ” 
アナログ・コンピュータによる棒の振動解析森 大吉郎

” 
アナログ・コンピュータによる二次元蔑の 富田 文治 ” 
フラッタ解析について（速報）

9・7 継電器接点振動測定装置 森脇義雄 32. 7 

エチレンのテロメリゼージョンについて 浅原照三 II 

高木行雄

きわめて幅の狭い開水路の中の等流の実験 井口 昌平 ” 
浜守厚

欧州離見（その 3) 高橋武雄 ” 
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巻号 題 目 著 者 発行年月

EDTA滴定法による鉄とアルミニウムの 岡宗次郎 32. 7 

同時定量法（速報） 武藤義ー・和田 芳裕

バレJレ仕上に関する 2,3の実験（その 2) 松永正久

（速報） 荻生田善明・内藤 敏

ラジアル・ガヌタービンの研究（第 5報） 水町長生 ” 
――ラジアル・ターピンの部分負荷特性—ー内田 正次

（速報） 金子和男

9・8 摩耗試験における接触電気抵抗測定の意義 松永 正久 32. 8 
伊藤義典

観測ロケット用気圧計としてのビラニゲー 富永五郎 ” 
ジ〔 II〕ー~サプ・ミニァチュア管回路

の改造とトランジて夕化した回路につい 岡 田 紘示 ” 
て—

欧州離見（その 4) 高橋武雄 ” 
脂肪酸ビニJレエステルとアクリロニトリ Jレ 浅原 照三 ” 
との共重合に関する研究（第1報）（速報） 三橋啓了

ロケット搭載電子機器のB電源用トラン 高木 昇 ” 
ジスタ D.C. コンバータ（速報） 石橋泰雄 ” 

松山 本,-4 

9・9 新しい合成繊維 租父江寛 32.， 
オートメーションと自動制御 高橋安人 ” 
圧力遠隔測定の一方法 大井光四郎・浅野 六郎 ” 

小倉公達

古代の鋳物技術について 千々岩健児 ” 
マフラーの吸音に関する実験勝田 高司・後藤 滋 ” 
（速報） 寺沢達二

硼酸イオン交換樹脂による 山辺武郎 ” 
塩素イオンからの分離 下条うた子

水車特性におよぼす吸出管内空気吸入の影 井田 富夫 ” 
響一続報一（速報）

9・10 試作した薄板深絞り試験機について 山田嘉昭 32.10 

アルミニウムのロールボンディングの 加藤正夫 ” 
基礎研究 中村康治・宇井正泰
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巻号 題 目 著 者 発行年月

放射線透過検査法の現状 一色貞文 32.10 

現在の住宅問題 池辺 陽 ” 
球面 concave音源による音場（速報） 鳥飼安生 ” 
ラジアル・ガスタービンの研究（第6報） 水町長生 ” 
-Exducer内の流れについて一一心恵報）

9・11 カッパII型ロケットおよび 220B型プース 糸川英夫 32.11 

タについて

カッパ皿型ロケットについて 糸川英夫 ” 
カッパIT型およびカッバ皿型の性能計節 井上俊男 ” 

広沢呻夫

カッパIT型および1[型の重量，吉山 巖• 中村 巖 ” 
重心，慣性モーメントの測井上俊男・広沢嘩夫

定について

カッパJI, ]I型ロケットの風洞試験 玉木章夫 ” 
三石 知日

ヵヅパ皿型用ランチャーについて 池田 健 ” 
古田敏康

カッパ 128Jの頭部および胴部の挫屈強度 池田 健 ” 
につし、て 富田文治

カッパ皿型ロケット糞の強度試験結果 池田 健 ” 
古田敏康

カッパI[型の振動試験結果 森大吉郎• 富田文治 ” 
模型実験によるロケットの振動数の推定法 池田 健 ” 

田 文治

観測ロケットの空力的加熱 池田 健• 三浦公亮 ” 
ロケットの落下衝撃試験 池田 健・古田敏康 ” 

藤城清治

カッパ型Ilおよび皿型ロケット飛しょう実 高木 昇 ” 
験におけるテレメータ，レーダ装置の実 野村民也

験について 黒川兼行

カッパ皿型ロケット用アンテナ 黒川兼行 ” 須田徳蔵• 永友英世

II S-TM-3A型テレメータ送信機 大井克彦
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巻号 題 目

IIS-TM3型受信装置

レーダ・トランスポンダ

著 者発行年月

佐伯昭雄 32.11 

大井克彦・山下不二雄 II 

高橋健一• 井上 槙

倉茂周芳• 福島 茂 ” 
瓜本

自動追跡レーダ装置

1. 測距装置の構成 倉茂周芳 ff 

2. Range Unit 瓜本信二 ff 

3. Automatic Range Tracking Unit 福島 茂

4. 測距指示装置部 小池光麿・矢亀邦夫

5. 送信機 小池光麿

テレメータ実験結果および考察 テレメータ研究班

自動追跡レーダ記録 自動追跡レーダ研究班 ff 

改良MV型加速度計について吉山 巖• 中村円生 ff 

中村 巖・広沢嘩夫・交告尚重

改良MV型加速度計の計測結果について 糸川研究室 ff 

白金温度計による頭部温度上昇の測定 野村民也 ” 
山本尚志

カッパ皿型ロケット飛しよう 丹羽 登• 高中部澄 ff 

実験における通信連絡 横田和丸・市川初男

カッパJI型および皿型機の光丸安隆和・水野俊一 ff 

学的追跡結果報告 大島太市

カッパ 128.ロケット用新型ロケット・ボ植村恒義 ff 

ーン・カメラについて―—一高速飛しょう 長谷川洸

体の光学的追跡に関する研究（第14報） 伊藤 寛治

カッパJI型 1号機の光学的追跡について 植村恒義 ” 
—高速飛しょう体の光学的追跡に関す 戸田 健次

る研究（第 15 報）— 山本芳孝・山谷健三郎

カッパ皿型1号機の光学的追跡について 植村恒義 ff 

—高速飛しょう体の光学的追跡に関す 鈴木忠男

る研究（第 16報） 内藤 茂・鷹野修二

カッパ皿型 2号機の光学的追跡について 植村恒義
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そ平芽—勺’享 題 目 著 者 発行年月

-—高速飛しょう体の光学的追跡に関す 伊藤露治 32. 11 

る研究（第 17 報）ー~ 山本芳孝• 山谷健三郎

カッパ皿型 3号機の光学的追跡について 植村恒義 ” 
—高速飛しょう体の光学的追跡に関す 鈴本忠男

る研究（第 18報）＿ 内藤 茂• 鷹野修二

カッパII型およびJ[型飛しょう実験記録 糸川英夫 ” 
井上俊男

ロケット搭載電子機器のB電源用トランジ 高木 昇 ” 
スタ D.C. コンバータ 石橋泰雄• 松山 宏

ロケット観測協力会の成立 下村欄一朗 ” 
9・12 テルライトガラスについて 今岡稔•佐竹 32. 12 

自動車に関する研究問題 収 ” 
吊橋の減衰係数の実測結果 岡本舜三• 久保慶三郎 ” 
連続電鼠滴定法による水中の塩素または亜 高橋武雄 ” 
砒酸の定鼠（速報） 桜択裕

バレ］レ仕上（その 3) （速報）松永 正久• 荻生田善明 ” 
ラジアル・ガスターピンの研究（第7報） 水町長生 ” 
—ー放射状直線羽根と碍曲羽根の比較＿

（速報）

10・1 年頭雑記 渡辺 要 33. 1 

腐蝕と繰返応力を受ける構造用鋼の強さ 岡本 ” 
—腐蝕疲労について一一 北川英夫

光学像の改良についての最近の研究＿光 iJ'どIv況区； 
” 

学におけるフィルタリングについて＿

新しい蒸煮機 中村亦夫 ” 
炭化水素混合液の吸着による分離 福田義民 ” 

河添邦太朗

ヒズミ制御法および応力制御法による 三木五三郎 ” 
一軸圧縮試験における圧縮速さの撮影に 今村芳徳

ついて（速報） 宇田川澄子

10-2 MITにおける研究生活 斎藤成文 33. 2 

人造羊毛とその染色 永井芳男・剣持寛人 ” 
拡散型微分方程式への微分解 渡辺 勝・安達芳夫 ” 
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巻号 題 目 著 者 発行年月

10・3 

析機の応用 新井義男・渡部弘之

1屯試験高炉の鉄鉱石の還元について 金森研究室

訪‘ノ旅行メモ (1) 竹中 規雄

比色法によるプドウ糖水溶液中のヒドロオ 吉弘 芳郎

キシメチ）レフルフラー）レの定景（速報） 中村 亦夫

その 1-—ベンジジン酷酸による

呈色条件の検討＿

その 2 —~ヒドオロキシメチ）レフ）レフラー）レ

の抽出と

溶接構造物の破壊に及ぼす応力除去の影聾 安藤

4次元球面函数について 末岡

心無研削法について 小川正義• 宮下

観測ロケット用気圧計としてのピラニゲー 富永

ジ〔I[〕―一気圧計の温度補俯およびバ 岡田

）レーンによる高空気圧の観測＿ 金

超音波を利用した室内音恕のエコーに関す 渡辺

る模型実験について（速報） 石井

良夫

清市

政和

五郎

繁

文沢

要

聖光

33. 2
 
” 
II 

” 

33. 3
 
” 
” 
” 

” 

c. 生研リーフレット
No. 題 名 研 究 者 名

59 

60 

61 

62 

63 

64 

薄板深絞り試験機

超音波による脆性亀裂伝播速度測定装置

継電器接点振動測定装置

トランジスタ定数測定装置

自動定電位電解装置

建築音響実験室

昭

夫

登

雄

班

郎究研

嘉

良

義

夕

次

義
ス

田

藤

羽

脇

‘

ン

宗

藤

辺

井

ンーフ

山

安

丹

森

卜

岡

武

渡

石

聖

要

光

D. 著書および所外の学術雑誌に発表したもの

第 ー 部

教授 久保田 広
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Experiment on the Sensitive Color (清水嘉重郎と共著）： J. Opt. Soc. 

America A7, 12, 1, 121-1, 124, 1957. 

教授玉木章夫

流体力学JI(圧縮性流体の力学）：応用力学講座 8.C, 共立出版株式会社，

1957. 12. 

流体力学皿（粘性流体の力学）：応用力学講座 9.C, 共立出版株式会社，

1958. 3. 

Experimental Studies on the Stability of the Transonic Flow Past 

Airfoils: Actes ]X• Congres International de Mecanique Appliquもe,

Tome JI, 61-69, Universite de Bruxelles 1957; J. Phys. Soc. Japan, 

12, 5, 514-549, 1957. 

Studies on the Hypersonic Flow Using a Double-Diaphragm Shock 

Tube: Actes ]X• Congres International de Mecanique Appliquee, 

Tome JI, 266-273, Universite de Bruxelles 1957; J. Phys. Soc. 

Japan, 12, 5, 550 -555, 1957. 5. 

助教授大井光四郎

摩擦型抵抗線歪計：機械学会秋季東京講演会前刷， 318.1957. 10. 

抵抗線歪計：材料試験便覧， p.382-390. 丸善， 1957.12. 

助教授末岡清市

級数及直交関数系：応用数学講座 3, 268, コロナ社， 1957.11. 

大学演習「力学」（山内共恭彦と共編），裳華房， 1957.10.

助教授富永五郎

熱核融合反応とその動力利用の可能性：日本機械学会・電気学会東京支部

共編「原子動力工学」，コロナ社， p.218-230, 1958. 3. 

助教授森大吉郎

Lateral Impact on Bars and Plates: Proc. Soc. for Experimental Stress 

Analysis, 15, 1, 171-178, 1957. . 

Use of Analog Computer to Flexural Vibration Problem of Beams.: 

Proc. 7th Japan Nat. Congr. Appl. Mech., 1958. 3. 

助教授山田嘉昭

板の加工性試験法：機械の研究， 10,1, 169-176, 1958. 1. 

継目無銅管の圧延作業に関する研究(JI)(輪竹千三郎外 2名と共著）：

鉄と銅， 4A,1, 21-28, 1958. 1. 

Studies on the Rolling of Seamless Steel Tube(輪竹千三郎外2名と共著）：
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Proc. 7th Japan Nat. Congr. Appl. Mech., 63-66, 1958. 3. 

ェクスパンダ作業に関する研究ー一様な内圧でおきかえたときの理論ー：

塑性加工専門講演会前刷， 139--142,1957. 11. 

せん断変形測定および格子法：材料試験便覧， p.402-408, 426-429丸善

1957. 12. 

技官小瀬輝次

格子常数が連続的に変るチャートによるレスポンス函数の測定誤差（鈴木

恒子と共著）：応用物理 27,3, 168-175, 1958. 

第 2部

教授竹中規雄

工作機械：機械工学講座，共立出版 1958.3. 

研削作用に関する研究（第6報）（笹谷重康と共著）：日本機械学会創立60

周年記念東京講演会前刷，第2室， 65-68, 日本機械学会 1957.10.

ソ連のエ作機械：マシナリー 21,1. 別冊，小峰工業出版， 1958.1. 

教授鈴木 弘

線材の圧延（第2報）ー平線圧延の変形についてー（柳本左門と共著）：塑性加

工専門講演会前刷， 1957.11. 

ステンレス鋼線引抜きの際の各種造膜剤について―続報一.(大井澄佳と共

著）：塑性加工専門講演会前刷， 1957.11.

逆張カストレートライン伸線機について（石原智男と共著）：塑性加工専門

講演会前刷，1957.11. 

工業用加熱炉—下巻ー（井田緑郎と共著）：コロナ社， 1957.4. 

伸線技術の問題点：機械の研究， 1957.6. 

ダイス内部の変形：機械の研究， 1957.7. 

線の引抜抵抗：機械の研究， 1957.8. 

引抜力の計卵式：機械の研究， 1957.9. 

線の機械的性質：機械の研究， 1957.10.

伸線技術：機械の研究， 1957.11-12. 

逆張力伸線：科学， 1957.6. 

教授小川正義

心無研削法に関す研究（第1報，第2報）（宮下政和と共著）：精機学会秋

季大会講演予稿， 80-83, 精機学会， 1957.11.
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心無研削法に関する研究（第1報）一成円作用の理論的考察ー（宮下政和と

共著）：精密械械， 24,2, 89-94, 精械学会， 1958.2. 

ねじの切削技術：最新の切削技術講習会テキスト， 8-1~6, 月刊工業新聞

ネ土， 1958. 2. 

教授平尾 収

ディーゼル械I弘jの排気煙濃度の測定法に関する研究：建設機械化協会技術
委員会資料， 1957.9. 

速度分類計による現実速度調査：自動車技術， 1958.3. 

自動車工学：機械工学講座，共立出版， 1958.3. 

教授亘理 厚

摩擦による振動（第3報）（杉本隆尚と共著）：機械学会第 34期通常総会前

屈り， 1957. 4. 

自動車の力学ーローリングとヨーイングー：機械学会創立 60週年記念東京

講演会前刷， 1957.10.

懸架装匠と乗心地：自動車技術会 技術シリーズ， No.2, 1957. 11. 

助教授田宮 真

斜波の中の船体運動：造船協会論文集 101,67 -76, 1957. 8. 

周期的回転運動を行う円筒面に伴う層流境界層：船舶， 31, 1, 41-43, 

1958. 1. 

助教授松永正久

ラッピング：誡文堂新光社， 1957.7. 

バレル仕上（第1報，予備実験）（萩生田善明・内藤敏と共著）：梢機学会

春期請演会前刷， 1957.4. 

バレJレ仕上（第2報）（萩生田善明と共著）：精機学会秋期講演会前刷，

11, 1, 26-29. 1957. 

ラッピングに関する研究（第9報， 平面ラップ盤の運動解析， その 2):

同前 1,26-29. 

接触電気抵抗測定法による表面検査（萩生田善明・内藤敏と共著）：精密機

械， 24, 3, 16-19, 1958. 3. 

助教授大島康次郎

時計ひげぜんまいの非直線性について（第4報）：精密機械， 23,7, 315-

323, 1957. 

サーボ弁：自動制御， 4,3, 198-204, 1957. 

工作機械の倣い装置に現われた新しい傾向：精密機械， 23, 8, 368-375 
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1957. 

助教授植村恒義

ロケットの光学的追跡に関する研究（第4報）ーロケット・エンヂンの燃

焼の解析ー（外 1名と共著）：第4回応用物理関係連合講演会予稿集，

1957. 4; 精機学会春季講演会前刷， 3-5, 1957. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第5報）一高速度カメラによるカッ

バロケットの発しょう特性の解析ー（外5名と共著）：第4回応用物理関

係連合講演会予稿集， 1957.4; 精機学会春季講演会前刷， 7-9, 1957. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第 6報）一光学的追跡装置によるカ

ッパロケットの飛しょう特性の解析ー（外4名と共著）：第4回応用物理

関係連合講演会予稿集， 1957. 4; 精機学会春季講演会前刷， 11-12, 

1957. 4. 

瞬間写真用電気的シャッターの研究（第1報）（外2名と共著）：第4回応

用物理関係連合講演会予稿集， 1957.4. 

Faraday 効果による爆発現象撮影用電気的超高速度シャッターについて

（外1名と共著）：工業火薬協会 32年会予稿集， 1957.4. 

高速度写真による爆発現象の解析：工業火薬協会 32年会予稿集， 1957.4. 

助教授安藤良夫

溶接残留応力が脆性破壊に及ぼす影孵の研究（第2報）（木原博と共著）：

造船協会論文集， 102,227--232, 1958. 2. 

耐食Al合金溶接における諸問題：溶接技術， 5,5, 303-309, 1957. 5. 

造船屋から見た軽合金：船の科学， 10,5, 54~57, 1957. 5. 

原子炉用Al合金の溶接：熔接界， 10, 1, 2-7, 1958.1. 

鋼板脆性亀裂伝播速度の超音波透過法による測定（丹羽登• 長谷川功三と

共著）：日本音響学会論文集， 1, 1, 11-12,_ 1957.11. 

助教授石原智男

流体トルクコンバーダの性能について（外2名と共著）：械械学会創立 60

周年記念東京講演会前刷， 1957.10.

トルクコンバータ：技術シリーズ， No.4, 自動車技術会， 1957.

水力械械工学便覧（一部執筆）：コロナ社， 1957.

流体トルクコンバータの応用：械械学会誌， 61,470, 1958. 3. 

技官橋爪 伸

金属材料の塑性変形抵抗（第2報）：機械学会塑性加工専門講演会前刷，

1957.11. 
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金属材料の変形抵抗：機械の研究， 1958.1.

助手井田富夫

吸出管内空気吸入の水車特性におよぼす影磐（第2報，エルボ型吸出管の

場合）：機械学会第 34期定時総会講演会前刷， 1957.4. 

第 5部

教授藤高周平

架空線追行波伝播特性による大地固有抵抗の推定（麻生忠雄と共著）：電気

四学会連合大会予稿， No.428, 1957. 4. 

避雷器の内雷処理能力（広瀬膵•尾崎勇造と共著）：電気四学会連会大会予”

稿， No.372, 1957. 4. 

Surge Protection of Cable System Connected to Overhead Line (K. 

Yamazaki, Y. Hiroseと共著）： CIGRE Study Committee No. 8, Mont-

reux Switzerland, 1957. 9. 

蔵前ケーブル系統の耐雷設計（脇坂清ー・山県武典・広瀬 肺• 橘川治幸と

共著）：電学会東京支部大会， 219,1957. 11. 

教授高木 昇

観測ロケット カッパー128J-T, TRのテレメータ：無線と実験， 44, 

1, 76-79, 1957. 1. 

欧米の電力用エレクトロニックス：オーム， 44,2, 267 --270, 1957. 2. 

欧米における水晶振動子の現状：通学誌， 40,6, 751-756, 1957. 6. 

IEC会議の感想：標準化， 10,5, 352-357, 1957. 5. 

テレメータリングの原理と現状：機械の研究， 9,5, 570-576, 1957. 5. 

人工水晶（高原 靖と共著）：通学誌， 40,8, 1957. 8. 

観測ロケットのテレメータ：標準化， 10,7, 501-504, 1957. 7. 

超音波検査の現状：非破壊検査， 6,3, 101-103, 1957. 5, 6. 

観測ロケット：科学， 27,9, 456-462, 1957. 9. 

電力用エレクトロニックス一緒論—: 0 HM, 44, 12, 1-3, 1957. 9. 

遠隔測定並びに監視制御について（大野豊と共著）： 0 HM, 44, 12, 54,..._, 

82, 1957. 9. 

超簡易化せるテレメータ送量器（大野 豊・池野和夫と共著）：電学会東京

支部大会論文集， No.29, 1957. 11. 

ロケット搭載電子機器のB電i原用トランジスタD.C. コンバータ（石橋泰
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雄•松山 宏と共著）：電学会東京支部大会論文集， 61, 1957. 11. 

教授森脇義雄

電子管開閉回路の一構成法（河村達雄と共著）：電気四学会連合大会講演論

文集， 846, 1957. 4. 

指数分布保留時間の発生装置（河村達雄・久保卓蔵と共著）：電気通信学会

全国大会講演論文集 238, 1957. 11. 

待合装置付交換線群の模擬装置（河村達雄と共著）：電気通信学会全国大会

講演論文集， 301, 1957. 11. 

助教授安達芳夫

合金接合型トランジスタのスイッチング時間について（藤江明雄と共著）：

電気四学会連合大会講演論文集， 784,1957. 4. 

半導体のアドミタンス変調の周波数特性（尾上守夫・後川昭雄と共著）：同

上， 783, 1957. 4. 

助教授丹羽 登

超音波検査法：オーム文庫「非破壊検査の実際」中の一編，オーム社

1957. 6. 

電子管切換同時送受波型超音波流量計（佐下橋市太郎・奥野 裕と共著）：

電気学会東京支部大会講演概要， 31, 1957.11. 

鋼板脆性亀裂伝播速度の超音波透過法による測定：日本音響学会講演論文

集， 1-1~6, 1957. 11. 

電子管切換型超音波流鼠計（佐下橋市太郎，奥野裕と共著）：日本非破壊検

査協会学術講演会概要， IT-4, 19957. 11. 

パイプの超音波検査用矩型探触子：非破壊検査， 7,2, 1958. 3. 

超音波厚み計用感度標準試験片の提案：日本非破壊検査協会学術講演会概

要， IT-4, 1958. 3. 

助教授野村民也

パJレス技術による遠隔計測と遠隔制御：最新のパJレス技術，電通学会東京

支部編， 1957.12. 

最近のアナログ・コンピュータ：電学誌， 77, 8, 1, 099, 1957. 8 ; 信号誌，

40, 7, 838, 1957. 7. 

助教授尾上守夫

半導体のアドミタンス変閥の周波数特性（安達芳夫・後川昭雄と共著）：

気四学会連大， 783, 1957. 4. 

Effects of Evaporated Electrodes on Quartz Resonator Vibrating in a 
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Contour Mode: Proc. I. R. E. 45, 5, 694, 1957. 5. 

第 4部

教授岡宗次郎

食塩並びに副産物中に含まれる微量成分の定墨（和田芳裕と共著）：日本塩

学会誌 11, 139, 1957. 

B線源としてストロンチウムの電着について（間宮真佐人と共著）：第1回
原子カシンボジウム報文集， p.545, 1957. 

教授高橋武雄

ヨーロッパの研究所視察記：重分子， 6, 341, 1957. 6. 

リスボン国際分析化学会談々事録：分析化学， 6,590 -594, 1957. 9. 

欧州ところどころ (1—22): 化学工業時報， 886-908号， 1957.2., 10. 

アルぎン酸ー研究より生産まで一：高分子， 6,554-508, 1957. 10. 

欧州における分析化学の現況：分析化学， 7,53-60, 1958. 1. 

連続電菰滴定装置の原理ならびに構造（仁木栄次•桜井裕と共著）：分析化

学， 7,93-98, 1958. 2. 

連続電驚滴定装置の操作条件（仁木栄次•桜井 裕と共著）：分析化学，

7, 98-103, 1958. 2. 

教授福田義民

石油化学工業における吸着装置：化学工学協会石油化学装置シンポジウム，

33-38, 1958. 2. 

教授永井芳男

2,9,10ートリクロル・アントラセンのモノスルホン置換（田辺正士，剣持寛

人と共著）：エ化， 60,1048-1051. 

9ークロJレ・アントラセンのモノスルホン化（田辺正士，清水冶通と共著）：

工化， 60, 1156-1159. 

芳香族化合物のシアンエチル化（剣持寛人と共著）：有機合成化学協会誌，

15, 640-645. 

教授山本 寛

イオン交換：新化学工学講座， 日刊工業新聞社

教授浅原照三

顔料の充てん（早野茂夫と共著）：色材協会誌， 30,107 -111, 1957. 4. 

脂肪酸ビニJレエステルと了クリロニトリルの共重合に関する研究：油化学，
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6, 331-5, 1957.. 11. 

1ーニトロプロパンよりヒドロキシ）レアミンの合成：油化学， 6, 335-7, 

1957.11. 

油脂：色材協会誌， 30,329-335, 1957. 10. 

ドデカンのニトロ化：エ化， 60,1543-5, 1957. 12. 

粉体のぬれを中心とした湿潤について（早野茂夫 共著）：油化学， 6,404 

-10, 1957. 12. 

金属のさび止めー特に有極性さび止め添加剤について：油化学， 6,449-

459, 1957. 12. 

有機接触還元：有機化成化学協会誌， 15,217-223, 1957. 5. 

高屈折樹脂塗料に関する研究：色材協会誌， 31,11-19, 1958. 1. 

染色加工講座第1巻：共立出版社， 1958.2. 

助教授野崎 弘

A Theory on Photosensitivity and Development in Silver Bromide 

Emulsion: Photographic Sensitivity, 2, 1958. 2. 

助教授山辺武郎

イオン交換平衡に対する一考察：化学の領域， 11,500-505, 1957. 7. 

陰イオン交換による人工海水(Na,Ca—c1, so.)の精製（第4報補遺）（馬場
勉・下条うた子と共著）：日本塩学会誌， 11, 119-120, 1957. 4. 

助教授加藤正夫

ラジオアイソトープの工業的応用技術（三輪博秀・武谷清昭・ 池田朔次と

共著）：化学の領域， 増刊 26号， ァイソトープ実験技術 3,南江堂，

1957. 5. 

亜鉛ーア）レミニウム系共析合金の分解と時効に及ぼすマグネシウムの影密

：今井教授記念論文集， 115-125, 1958. 3. 

オートラジオグラフィによる合金の研究—Fe—59 による高純度ア）レミニウ

ム中の鉄の挙動の観察（小林昌敏と共著）：第1回日本アイソトープ会議

報告書， 日本原子力産業会議， 69-71,1957. 4. 

放射性同位元素 llOmAgを用いた銅陽極中の銀の挙動に関する研究（武谷

清昭•佐々木吉方と共著）：同上， 75-81.

放射性ガラス砂を用いた漂砂の追跡の現場実験（猪瀬寧夫• 佐藤清ーと共

著）：同上， 89-97.

アイソトープの工業への応用：日本原子力研究所ラジオアイソトープ研修

所，ふ基礎課程予稿集， 125--160,1958. 2. 
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助教授武藤義一

希土類元索の分析法（第 1報）（間宮真佐人と共著）：分析化学， 7, 21-

24, 1958.1. 

分析用機器取扱法：分析化学講座，共立出版， 10巻C, 1957. 8. 

電解分析法：実験化学講座（丸善） 15巻8章， 1957.9. 

吸光及炎光分析法：工業分析近代化講習会テキスト， 日刊工業新聞社，

1957. 9. 

化学分析から機器分析：ケミカ）レ・ニュース， 5,46-47, 1957. 8. 

化学分析と計測：計洞， 7,367-371, 1957. 7. 

助教授松下幸雄

非可視現象の取扱い方(I):鉛と銅，43,7, 749-755, 日本鉄鋼協会，1957.

同 (JI): ・11 , 11, 8, 849-854, 11 

同 (]I): II , II, 10, 1153--1158, II , 

技官中村康治

Untersuchungen iiber Gusslegierungen auf Alminium-Magnesium-Basis 

（加藤と共著）： Alminium (ドイツ） 33, Nr. 3, M註rz1957. 

鋳物用ア）レミニウムーマグネシウム合金の研究，ー第5報 高マグネシウ

ム域におけるケイ素の影聰一：軽金属，27,48~55, 1957. 11 

研究員河添邦太朗

吸着における平衡と物質移動：化学工学， 21,328-334, 1957. 5. 

吸着：新化学工学講座， 12, 日刊工業新聞社， 1957.12.

第 5部

教授渡辺 要

防寒構造：理工図書， 1957.8. 

防暑防寒計画：建築学大系， 22巻，彰国社， 1957.3. 

室内気候計画総論：同 上

静岡市体育館の音響について（石井聖光・木村 翔と共著）：建築学会関東

支部第 23回研究発表会， 1958.2. 

吸音に関する実験（第4報ー布張り仕上げ壁の吸音性について） （石井聖

光・木村翔と共著）：同上

読売ホールの音磐について（石井聖光・木村翔と共著）：同 上
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壁面からのエコーに関する模型実験について（石井聖光と共著）：同 上

北陸放送会館の音褥について（石井聖光・木村 翔と共著）：建築学会論文

報告， 57号， 1957.7. 

読売TVホールの建築に際して行つた "TailorMaking"について（石井聖

光・木村翔と共著）：音密学会講演論文集， 1957.11.

教授星埜 和

道路工学（上）：コロナ社， 1957.3. 

A General Theory of Mechanics of Soils: Proceedings of the Fourth 

International Confere_nc.e on Soil Mechanics and Foundation Engi-
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neering, pp. 14~17, 1957. 

土の圧密急速三軸試験（榎本歳勝・金子 豊と共著）：土木学会年次講演会

講演集， 127~128, 1957. 6. 

教授丸安隆和

新制測量（上・下）：オーム社， 1957.4

測量学：コロナ社， 1958.3. 

天然色航空写真に関する研究：土木学会年次講演会講演集， 1957.6

コンクリートの品質管理のための無破壊試験の利用について（水野俊ーと

共著） 土木学会誌， 42, 12, 11-18, 1957. 

助教授勝田高司

スティール・サッシュの気密度について（後藤滋・ 寺沢達二と共著）：建築

学会関東支部第 22回研究発表会， 1957.6. 

マフラの吸音に関する実験 （後藤 滋•寺沢達二と共著）：同 上

吹出口吸音ユニットの実験的研究（後藤 滋• 寺沢達二と共著）：建築学会

関東支部第 22回研究発表会， 1957.6

スティール・サッシュのすきまによる換気羅（後藤 滋• 寺沢達二と共著）：

建築学会論文報告集， 57号， 1957.7. 

マフラ型共鳴吸音ダクトの実験 （後藤滋• 寺沢達二と共著）：同 上

共鳴型マフラに関する実験 (2)(後藤 滋• 寺沢達二と共著）：建築学会

関東支部第 23回研究発表会， 1958.2. 

円筒形グラインダの排気フード （後藤滋・寺沢達二と共著）：同 上

労働環境の改善とその技術ー局所排出装置による一（後藤 滋その他との
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共著）：日本保安用品協会， 1957.9. 

助教授久保慶三郎

アスファルト合材の2,3の物理的性質：土木技術， 5,8, 1957. 

助教授池辺 陽

炉 =2"k(k=0・・・・・・---9)にあらわされるモデュールについて：学会大会論文

集，建築学会， 1957.8. 
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トラフィカビリティーの判定について：建設の機械化， 94号， 28-31,
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ロードスタビライザの現状と将来：建設の機械化， 97 号， 21~24, 1958. 

3. 

助教授田中 尚

累加強度に関する一考察：建築学会論文報告集， 57号， p.261, 1957. 7. 

撓角法（増補版）（故小野煎と共著）：紀元社， 1957.10.

助手石井聖光

オーディトリアムの“テーラーメーキングシステム＂について：音孵学会一

講演論文集， 163~4, 1957. 5. 

壁而からの "Echo"に関する模型実験について（第1報）： I司上， 127-8,

1957. 11. 

助手水野俊一

コンクリートの品質管理のための無破壊試験の利用について：土木学会

肩志， 42, 12, 11~18, 1957. 
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付 録

1. 国立学校設置法抜幸

国立学校設置法昭和 24年5月 31日公布法律第150号

第2章国立大学

第4条 国立大学に，左表（下）の通り研究所を付置する．

大学の名称 l研究所の名称 l位置l目 的

生産技術 生産に関する技術的問題の科学的総

東京大学 研 究 所 千葉県 合研究並びに研究成果の実用化試験

2. 生産技術研究所内の諸規定
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A)生産技術研究所協議会内規

第 1条生産技術研究所協議会は，生産技術研究所の事業並びに運営の方針について

学外の学識経験者から意見を求めることを目的とする

第2条協談会は協議員若干名で組織する

第3条協議員は，生産技術研究所長が委嘱する

第 4条協議員の任期は， 2年とする

第 5条協議会に会長を置く

会長は協議員の互選によつて定める

第 6条会長は，生産技術研究所長の申出により協議会を招集し，その議長となる

会長に事故がある場合は，会長の指名した協議員がその職務を代行する

第 7条生産技術研究所長は，協議会に列席しなければならない

第 8条 生産技術研究所長は，必要と認めた戦員を協談会に列席させることができる

付則

この内規は，昭和 24年 10月1日から実施する

B)生産技術研究所商議会内規

第1条生産技術研究所商議会は，総長の管理に属し，生産技術研究所の運営上必要

な事項を審議する

第2条商議会は，商議員若干名で組織する

商議員は，次に掲げる者に総長が委嘱する

1. 生産技術研究所長，航空研究所長および工学部長

2. 生産技術研究所の教授•助教授の中から 5 名

3. 航空研究所，工学部，理学部，農学部および医学部の教授，助教授の中から各

1名

4. 生産技術研究所長が必要と認めた者

第3条生産技術研究所長は，商議会を招集し，その議長となる

付則

この内規は，昭和 24年 12月 19、日から実施する

C) 航空研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第 1条航空研究所・生産技術研究所は，その事業を行うにあたり，互いに緊密な連

絡をとり，事業の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問題について，連絡

協議するため航空研究所・生産技術研究所連絡会議（以下会議と称する）を設ける

第2条会議は，委員および幹事で組織する

委員は，議事を協議決定し，幹事は庶務・会計の事務を行う
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第 3条委員は，次の通りとする

1. 航空研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 航空研究所所属の教授•助教授の中から選ばれた者 5 名以内

4. 生産技術研究所所属の教授•助教授の中から選ばれた者 5 名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする

幹事は，航空研究所事務長および生産技術研究所事務長をこれに充てる

第 4条会議は，毎月 1回常例的に開催すなただし必要があるときは，双方協議の

上臨時に会議を開催することができる

第 5条 会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当る

第6条会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その意見を聞くこ

とができる

付則

この内規は，昭和 24年 12月 15日から実施する

D)生産技術研究所運営関係委員会設置規定

第1条生産技術研究所長は，所内の運営上の諸問題について必要ある場合は，その

目的別に委員会を設けることができる

第2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の運営の向上，合理化，処理方針

等の審議を行うものとする

第 3条 所長が必要と認めたときは，委員会の長に運営事務の一部を分掌させること

ができる

第4条各委員会の目的，構成，任務等については，別に定める規定による

1) 常務委員会に関する規定

第 1条東京大学生産技術研究所に常務委員会を置く

常務委員会は，評議員と常務委員とで組織し，次の事項を行う

1. 所長の諮問に応ずること

2. 教授総会から委託された事項を処理すること

3. 常務に関する打合せ

第2条所長は，常務委員会を招集し，その議長となる

第3条 常務委員は，研究部より各部 2 名とし，その部の教授• 助教授の互選による

第 4条 常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引

続き 2期在任した常務委員は，任期満了後2年間は常務委員に選ばれることができ

ないただし，補欠委員としての 1年に満たない期間は，在任期間とみなさない

第 5条 第3条により選出された常務委員のうち， 1名を部主任とし，その部を代表

する
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第6条 前条の部主任は，その部の常務を総括する

第7条 常務委員会における各部 2名の常務委員は，全く同等の立場に立つものとす

る

第8条 常務委員会には，代理者の出席を認めない

ただし，その部所属の常務委員が 2名共に出席できない場合は，その部の教授また

は助教授の中から， 1名を出席させなければならない

第9条 所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを常務委員会に列席させ，

意見をきくことができる

付則

この規定に，昭和 26年 4月1日から実施する

2) 特別研究審議委員会規定抜幸

第2条委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審談する

. 1. 特別研究費の配分に関すること

2. 特別研究費の予邸要求資料の作成

3. 特別研究費による事業の達成に関する事項

4. その他特別研究に閃し，所長が必要と認めた事項

第3条 前条にいう特別研究費とは，各部に経常的に配当される研究費以外で，研究

所の使命達成のため，特別に配付された研究費，または生研内で特別に考慮された

研究特等をいい，科学研究費・受託研究費および常務委員会において特に除外した

ものは含まない

ただし，科学研究費の内，機関研究費・化学促進研究費および輸入機械購入費は，

本委員会において取扱うものとする

第4条 委員会は，委員 10名で組織し，内 1名を委員長とする．委員長は委員の互

選とし，第7条による改選の都度これを行う

第5条 委員は，研究部の各部 2 名とし，その部の教授•助教授の互遥による（以下

略す）

3) 工作委員会規定抜幸

第2条 委員会は，試作工場の業務運営を円滑にするため，次の事項について審議す

る

1. 試作工場の運営に関する重要事項の企画並びに立案

2. 作業能率向上に関する事項

3. 業務実施に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第3条委員会は，委員長の他に委員若千名をもつて組織する

第4条 委員長は，本所教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする
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1. 研究部の各部ごとに，その部の教授・ 助教授またはこれに準ずるものの互選に

よるもの各 1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若干名

（以下略す）

4) 技術管理委員会規定抜幸

第 2条 委員会は所内における土地，建物，工作物の維持，新設，模様替，ガス，電

気，通信，水道等の合理的な運営を図るため次の事項を行う

1. 土地，建物，工作物の管理，新設，模様替等について工事全般計画に対する企

画，運用に関する助言並びに技術的指郡

2. ガス，電気，通信，水道等の合理的使用方法，保守，改善および適正な運用に

関する助言並びに技術的指導

3. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は，委員長および委員 5名で組織する

第4条 委員長は，本所教授中から教授総会で選出する．委員は研究部ごとに 1名と

し，その部の教授•助教授の互選できめる

委員長および委員の任期は 1年とし重任をさまたげない

（以下略す）

5) 図書委員会規定抜幸

第2条 委員会は，所内図書室の運営について次の事項を行う

1. 図書室運営に関する事務監督

2. 図書運営に関する企画並びに立案

3. 図書運営に関する連絡調整

4. 購入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は，委員長の外，委員 10名をもつて組織する

第 4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研

究部ごとに 2 名とし，その部の教授• 助教授またはこれに準ずる者の互選によつた

者が， これに当る

（以下略す）

6) 写真委員会規定抜幸

第 2条 委員会は，写真室の業務運営を円滑にし，写真技術の向上を図るため下記の

事項を行う

1. 写真室運営に関する企画並びに立案

2. 写真業務の予定計画並びに実施報告に対する検討
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3. 写真業務実施に関する連絡調整

4. 材料の入手使用並びに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速度写真用設備・機械・器材の整備充実に関する企画

6. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は，委員 5名および専門委員若干名で組織し，委員の中 1名を委員長

に他の 1名を副委員長とする．

委員長および副委員長は委員の互選による

第4条 委員は，各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授• 助教授並びにこれに準ず

るものの互遥による

第 5条専門委員は，委員長の依麒による

第 6条 委員長，副委員長および委員の任期は 1年とする

ただし重任をさまたげない

7) 生研報告発行委員会規定抜幸

第 2条 委員会は東京大学生産技術研究所報告発行内規に従つて生研報告の発行に

関する事項を審談する

第 3条 委員会は，委員長，副委員長および委員若干名で組職する

第 4条 委員会の委員長は所長とし，副委員長は常務委員会で選び委員は常務委員と

する

第 5条 副委員長の任期は 2年とすなただし重任をさまたげない

（以下略す）

8) 生産研究編集委員会規定抜幸

2. すること：生産技術研究所の月刊機関雑誌である「生産研究」の編集とそのた

めに必要な仕事をする

3. しくみ：委員長 1名，委員 12名

委員長は教授が当り，教授総会で選び，任期は 1年とし，毎年4月 1日にあらた

める

委員は教授か助教授，またはこれに準ずるものとし，第 1部 2名，第2部 3 

名，第3部 2名，第4部 3名，第5部 2名を各部で選ぶ

任期は 1年とし，毎年4月 1日と 10月 1日に各部の半数がかわる．ただし 4月

は第2部 1名，第4部 2名， 9月は第2部 2名，第4部 1名がかわるこ

ととする

委員長は紺集技術上必要あるときは，専門委員をたのむことができる．また委員

会の仕事を助けるために福集幹事をおくことができる

4. しかた：

責任とカー委員は毎号の緬集について共同的な責任を負い，原稿の取捨，訂正等
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について十分な力を持つものとする

会議ー毎月 1回以上定期の委員会を開く．また必要によつて臨時の委員会や専門

委員会をもつことができる

福集室一絹集に関する実際的な仕事をするため糧集室をもっ

9) 将来計画委員会規定抜幸

第 2条 委員会は本研究所の将来計画に関し次の事項を行う

1. 土地，庭園等の造成，建物工作物の新営に関する企画並びに立案

2. 計画に関する営繕課との連絡調整

3. その他必嬰と認めた事項

第3条 委員会は委員長 1名，幹事 1名，委員 7名および専門委員若干名で組

総する

第 4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する

幹事は委員長の要請に応じて教授•助教授中より所長が委嘱する．委員は各研究部

ごとに教授•助教授の互選により 1 名，事務長，営繕課長とする

専門委員は委員長の要請に応じて所長が委！属する

第5条 委員長および各研究部の委員の任期は 2年とし璽任はさまたげない

第 7条 幹事は委員長を補佐し，委員会の業務に必要な企画連絡調整に当る

第 8条 委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委員会に列席させて意見をきく

ことができる

10) 共通施設委員会規定

第 1条 東京大学生産技術研究所に共通施設をおき，その運営を円滑にするため共通

施設委員会（以下委員会という）を置く

第 2条 共通施設とは所長が認定した特別な施設で，所内のものがこの施設を利用す

る際には当該施設管理責任者が義務的に協力するものをいう

第 3条 委員会が行う事項は次の通りとする

1. 共通施設の認定または取消しの審議

2. 共通施設の利用および運営に関する企画，立案ならびに連絡調整

3. 共通施設維持，運営費の配分の審談

4. その他必要と認めた事項

第 4条 委員会は委員長および委員若干名で組織する

第 5条 委員長は本所教授中より教授総会で選出する

委員は，各部より選出された教授または助教授各1名と各施設の担当教授・助教授

またはこれに準ずる者各1名および所長が必要に応じて委嘱する者とする

第6条 委員長および委員の任期は 1年とし，重任を妨げない

第 7条 委員長は委員会を招集し，その議長となる
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第 8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者を委員会に列席させて意見をき

くことができる

付則

この規程は昭和 32年9月 25日より実施する

11) 観測ロケット委員会規定抜幸

第2条 委員会は所内における観則ロケットに関する業務を円滑に行うため次の事項

を行う

1. 所内における業務の連絡・調整・推進

2. 観測ロケット業務の重要事項審議

3. 観測ロケット業務の運営に関する助言

4. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委員長および委員 7名以内で組織する

第4条委員長は所長がこれに当る

委員は次のとおりとする

1. 研究部ごとにその部の教授• 助教授の互遥によるもの各 1名

2. 工作委員会・写真委貝会・各委員中よりその代表各 1名

ただし，研究部より選ばれた委員が工作委員会委員または写真委員会委員である場

合はそのものに第 2号の委員を兼ねさせることができる

委員の任期は 1年とし，重任をさまたげない

第6条 観測ロケット研究班は下記事項につき委員会の承認を受けなければならない

1. 予邸に関すること

2. 実施計画に関すること

3. 実施後の経過報告

4. 生産技術研究所の運営に関連ある重要事項

5. その他観測ロケット研究班において必要と認めた事項

第7条 委員長が必要と認めたときは，観測ロケット研究班に対して説明を求め，ま

たは文書を提出させることができる

第8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させ，意見を

きくことができる

付則

この規程は昭和 31年1月 18日から実施する

12) 厚生委員会規定抜幸

第2条 委員会は本所の厚生に関する施設並びに事業の円滑な運営を図るため次の事

項を行う
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1. 戦員，大学院学生の体育，保健，術生，福利並びに職員のレクリェーション等

に対する企画，運用に関する事項

2. 厚生事業部の運営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委員長および委員 8名以内で組織する．委員長は所長が委嘱する

第4条 委員は下記に従い所長が委眼する

1. 研究部ごとに 1 名とし，その部の教授•助教授並びにこれに準ずるものの互選

によるもの

2. 事務部は事務長

3. 所長が必要と認める戦員および大学院学生の代表2名以内

第5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．委員長および委員の任期は 1年

とする．ただし，重任をさまたげない

（以下略す）

E)生産技術研究所報告発行内規

第1条 東京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規に

ょって行う

第2条 生研報告は生産技術研究所（以下生研と称する）の研究業績を学外に発表す

るを目的とする

第3条 生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って生研報告発行委員会（以

下委員会と称する）が行う

委員会の規定は，別にこれを定める

第 4条 生研報告に掲載する論文は生研職員の研究成果または生研職員が中心となっ

て行つた共同研究成果でその部の推薦を経たものとする

第5条 生研報告に掲載する論文は新しく発表する研究報告とする．ただし，学会誌

等に概要を発表した研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲載した研究成果

をまとめて発表する場合はこの限りでない

第 6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または 2篇以上を 1冊として発行する

第7条 前条について委員会は著者の希望を勘案してこれを決定する

第8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 103{{以

内で2ページを越えない範囲の欧文梗概を付するを原則とする

第9条 生研報告は不定期に発行し，およそ 300ページを単位として巻を改める．発

行部数はその都度定める

備考

1) 第4条により論文を推薦する場合は原則としてその内容につき部を中心とす

る関係者の間で十分の討議を経ることを要する

2) 大学院学生および研究生の研究論文も第4条に準じて取扱うことができる
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F)生産技術研究所研究員取扱内規

第 1条 生産技術研究所において次の場合において，所長は総長に上申の上研究員を

置くことができる

1. 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の

協力を委颯する必要ある場合

2. 学内，学外より，生産技術研究所の施設を利用し一定期間研究することを依頼

され，所長が差支えないと認めたとき

第 2条 研究貝は，大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項については相当の

経験を有するものでなければならない

第 3条 研究員に対して第1条第 1号の場合は手当を支給することができる

第 4条 第1条第2号の研究員にして特に費用を要するものは，その実費を負担させ

ることができる

第 5条 研究員は，本所職員に準じて取扱う

ただし，別段に定められている事項についてはこの限りでない

第 6条 研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申

請する場合は，予め所長に協議しなければならない

第 7条 各部において研究員を置こうとするときは，その部の主任は内申杏を所長に

提出しなければならない

内申杏は，氏名，身分，研究目的，研究期間，研究方法，手当の額，その他必要な

事項等を記入し，また本人の履歴杏を添付しなければならない

第 8条 所長は，内申杏が提出されたときは，常務委員会に諮り総長に上申する

第 9条 研究員は，研究期間中といえども本所において，差支えある場合は発令を取

消すことがある

付則

この内規は昭和 26年 10月1日より実施する

G)生産技術研究所研究生規定

第 1条 生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において

支障がない場合に限り，研究生として入所を許可することがある

第2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同

等以上の学力を有する者，または相当の経験を有する者で，本所において適当と認

めた者とする

第 3条 研究生を希望する者は，所定の願書に履歴書を添えて所長に差出さなければ

ならない

第 4条 研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指瑶の下に研究に

従事しなければならない
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第 5条 研究生がその研究業績を発表しようとするときは，必ず指導教官の承認を受

けなければならない

第 6条 研究生は，入学料として金 500円を納付しなければならない

第 7条 研究生は，研究料として月額金 600円を 3月または 6月分前納しなければな

らないただし特に多額の費用を要する場合は，別に自弁させることがある

2 既納の研究料は，還付しない

第8条 研究生の研究期間は， 1年以内とする

2 当初決定された研究期間を経て更に研究を継続しようとするときは，その理由

を具して所長に顎出で，許可を受けなければならない

第9条 研究生は研究期間の終りに，その研究状況および成果を記載した報告書を指

導教官を経て所長に提出しなければならない

2 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終りにおいて，その研究

状況の中間報告書を前項に準じ提出しなければならない

第10条 所長は，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めると

きは，その研究生に対し，退所を命ずることがある

第11条 研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長

に願出なければならない

第12条 官公署または会社等より，依託研究生を入所させようとする場合も，本規定

により取扱う

付則

この改正は，昭和 31年4月1日から適用する．ただし，改正前から引続き在学する

研究生の研究料は，なお従前の例による
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H)生産技術研究所受託規定

第1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に関係がある

学理的問題または物品等の研究・試作・試験・検定•製作・調査等を委託しようと

する者があるときは，本所で適当と認めたときにこれを受託する

第2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式(1)に定める申込書を提出しなけれ

ばならない

受託を承諾したものに対しては，別紙様式(2)の受託承諾書を交付する

第3条 受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，本所に前

納しなければならないただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納また

は後納を認めることがある

指定の期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取消したものとみなす

第4条 一旦納付した料金は，これを返還しないただし，天災，その他やむを得な

い事由によつて委託事項を遂行し得ないときは，その全部または一部を委託者に還

付するここがある

様式(1)

委託申込杏

昭和年月日

東京大学生産技術研究所長ロロロロ殿

東京大学生産技術研究所受託規定により下記内

容をもつて研究•試作•検定•製作•調在を委
託したくお願いいたします

現住所

氏名印

記（委託の内容）

様式(2)

父託承諾杏

昭和年月日

殿

昭和年月 日附申込の委託事項は本所交託

規定に甚き下記の条件によつてこれを示諾しま

す

京京大学生産技術研究所長 ロロロロ

記

1. 題 目

2. 担当者氏名主任担当者 分任担当者

3. 完了予定期日

'・ 所所投具供並要要をび経要に費諾すfi納材る期話" 
5. 

6. 

7. 発明特許の処置

8. そ の 他

第5条 第3条第 1項の料金は，委託事項に要する経費を算定してその都度これを定

める
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第 6条 本所が，受託事項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生

じると認めたときは，改めて委託者と協議することができる

第7条 下記の各号の場合においては，委託者の受ける損害に対し本所は，その責を

負わない

1. 天災，その他やむを得ない事由によつて，受託事項を遂行し得ない場合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に損害を生じた場合

3. 委託者が，その責務を完全に履行せずと本所が認めたときに執つた処理に基く

場合

第8条 受託事項が完了したときは，その経過並びに結果を委託者に報告する．ただ

し，受託実施中において，委託者の希望によつて中間報告をすることができる

第9条 受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行う

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは， 2年以内，

その公表を猶予することができる

第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助者を一定の期間中派遣すること

ができる

前項の補助者の勤務に関しては，本所穀員に準じて取扱うが，給料・ 手当• 旅費等

は，これを支弁しない

第11条 受託事項で，本所職員が発明したときにおける発明特許等に関する規定は，

別にこれを定める．

付則

本規定は昭和 25年3月 11日から施行する

I)生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪購会と称する

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする

3. 本会の事務を運営するため世話人を置く．世話人は各研究部より 1名ずつ選出し

内1名を世話人代表に互遥する

4. 本会は毎月第 1及び第3水曜日午後1時 10分から 2時まで開催するのを定則と

する．ただし，教授総会その他の都合により日時を変更することがある

5. 講演者は 1回1名とし，講演時間は 1名 45分（外に質疑討論5分）以内を定則

とする

6. 講演の順序は原則として順次各部より適当な講演者を選出し購演の 2週間以前ま

でに庶務掛に申出講演要旨を 1週間前までに送付するものとする

7. 庶務掛は当番部に講演の日から 1カ月以前に通知するものとする

8. 世話人会は購演者の決定その他本会に関する事項を処理するものとする

9. 臨時聴講希望者は世話人に申出て了解を得ることを要する

10. 輪講会を司会するため当番幹事を担当部より選出する
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